
46-SOO1

遠隔情報処理システムの研究開発

雛
L

昭 和47年3月

画
財団法人 日本 情 報 処 理 開発 セ ン ター



この事業は,日 本 自転車振興 会の機 械工 業振興資金 による「昭和

46年 度情報処理 に関す る調査 ・研究 補助事 業 」の うち 「遠隔情報

処理 システムの研究 ・開発 」の一部 と して実施 した もので あ ります。
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通信 回線 と電 子 計 算 機 を結 ん で行 な う遠 隔 情報 処 理 システ ムは,将 来 非 常 に 大

きく発 展 す る分 野 で は あ ります が,現 在 の と こ ろ未 解 決 の多 くの技 術 的問 題 を含

ん で お ります 。

当財 団で は昨 年 に引続 き,こ の 問 題 を解 決 すべ く,タ イム ・シ ェア リング ・シ

ステ ムにつ い て基 本 的 な応 用 研 究 を行 ない ,そ の 結 果 を ここに 報 告書 と して と り

ま とめ た次 第 で あ ります 。

この 報告 書 に 記載 され た研 究 の実 施 にっ い ては,下 記 の機 関 の協 力 によ って行

な われ た もので あ り,こ こに深 く感 謝 の 意 を表 す る と と もに,本 研 究 が 社会 に寄

与 す る こ と を念 願 して お ります 。

昭和47年3月

財 団法人 日本情報処理開発 セ ンター

会長 難 波 捷 吾

協力団体 通商産業省

郵 政 省

日本電信電話公社

機械振興協会
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は じ め.に

本 報 告書 は遠 隔 情 報処 理 シス テ ムの 研究 開発 の一 環 として,タ イム ・シ ェア リ

ング ・シス テ ムを対 象 に し,そ の研 究 成果 を骨子 と して述 べ た もの で あ る 。

本 研究 は ユー ザ ー サ イ ドに おけ るタ イ ム ・シ ェア リング ・シス テ ムの 使 用状 況

とその 評価 が主 体 で あ り,実 際 の 業務 の遂 行 か ら得 られ た もので あ る。

この実 験 に使 用 した機 種 は,セ ン トラ ル ・マ シンがNEAC-2200モ デ ル

500/200,タ ー ミナ ル はNEACTYPERで あ る。

このNEACタ イ ム ・シ ェア リング ・シス テ ム(通 称MACシ ス テ ム)は,昭

和44年10月 か ら約2年 間稼動 しか な りの実 績 を あげ たが,後 述 す る よ うに,

よ り規模 の 大 き い シス テ ムの 要求 が 出 た た め,昭 和47年2月 下 旬 よ りFACO

M-230/60タ イ ム ・シ ェア リング ・シス テ ムに 切 り替 え る こ とに な った 。

この報 告 書 に は そ の 切 り替 え作 業に つ い て もふれ てい る。

ま た コ ン ピ ュー タ ・リソー ス の有 効利 用 の観 点 か ら,タ イ ム ・シェ ア リング ・

シス テ ムとは コ ンパ テ ィブ ル な シス テ ム と して リモー ト・バ ッチ方式 の 特性 と効

率 的 運用 を主 眼 と した応 用 実験 を行 ない,そ の結 果 は第 皿章 に述 べ て あ る。

これ らの報 告 は 若干 の問 題 点 の言 及 に と どま って い るとは い え,タ イ ム ・シ ェ

ア リン グの サー ビス市 場 の 拡大 とい う現 時 点 に おい て,そ の経 験 を披 歴 す るの は

意 味 の あ る こと と思 われ る。
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1概 説

当財 団 に おけ るMACシ ス テ ムに よ るタ イ ム ・シ ェア リ ング ・シス テ ムは,

昭和44年 に稼動 し2年 余 の実 績 を有 す る。本 応 用 実験 は 本年 度 を も って終 了

したが,一 応 の初 期 の 目的 は達 せ られ た もの と思 わ れ る。

この シ ステ ムは既述 の とお り,NEAC2200-500/200を セ ン ト

ラル ・マ シ ン と した もの で,端 末 設置 場 所 は次 の6端 末 で あ る。

通商産 業省重工 業局 情報処理振興課

郵政省電気通信監理官室

日本電信電話公社技術局調査部門

機械振興協 会経済研究所

当セ ンター

台1

台1

台1

台1

台2

以 上 の6台 の ター ミナル を使 用 して実験 を行 な った もの で あ るが,本 稿 で は

これ ら実験 を中心 と して,ま ずNEACTSSの 概 要一 機 器 構 成,端 末装 置,

コマ ン ド,フ ァイ ルー を説 明 し,そ の 実験 結 果 に つ き外 部 ユー ザ を対 象 に した

使 用 状 況 と評 価 を求 め た もので あ る。

さ らに,NEACTSSか らFACOMTSSへ の 移 行 に 伴 う若干 の 問

題 点,お よ びハ ー ドウエ ア,ソ フ トウエ アの 各 シス テ ムに つ い て述 べ られ て い

る。
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2 シ ス テ ム の 概 要

2.1機 器 構 成

当 セ ン タ ー に お け るNEACタ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ ・シ ス テ ム の 構 成 は 下 図

の と お りで あ る 。

図 一1.NEACTSS構 成 図'
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ヤ
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当財団B2計 算機室 当財団B3

、
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2.2端 末 装 置

現 在 端末 装 置 と してNEACTYPERの み が接続 され てい る。

NEACTYPERは,直 接 電 信 回線 へ,ま た は変 復調 装 置 を通 して電 話

一2一
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回 線 に接 続 され,さ らに セ ンター 図 一2NEACTYPERの 構 成

の 多 重信 制 御部 に接 続 され る・ 御 印 字 部

通
NEACTYPERは,図 の 信

回

よ うな構 成 で 英 数字 ・特 殊 記号 ・ 路

カ ナ文 字(69文 字)を 使 用 で き,紙 テープ
さん孔装置

50ボ ー(273字/分)の 速 度 ____________」 付 加装置

で 送受 信 を行 な う。 回線 に よ る誤 りの検 出 は,パ リテ ィチ ェ ックに よ り行 なわ

れ る。

さ らに,デ ー タの正確 度 を あげ るた め に は,コ マ ン ドに よ り特 別 の イ ンプ ッ

ト ・モー ドを セ ッ トし,利 用 者 が打 鍵 した 内 容 を電 子 計算 機 に返 送 させ,利 用

者 が確 認 して か ら処 理 を行 な うとい った方 法 も可 能 で あ る。打 鍵 の 誤 り訂 正 は,

後 退 キ イ と抹 消 キ イに よ り行 な う。

一
◎

2.3ソ フ トウエ ア

23.1言 語

会 話 型 で 端 末 か ら使 用 で き る言 語 はFORTRANとCOBOLで あ る。

2.3.2コ マ ン ドの概 要

利 用 者 は,コ マ ン ドに よ って シス テ ムとの会 話 を行 な う ことが で き る。

コ マ ン ドは,つ ぎの よ うな二 つの 部 分 か ら構 成 され てい る 。

COMMANDNAME:コ マ ン ドの 種類(た とえ ば"INPUT",

"BYE"な ど)を 指 定 す る
。

COMMANDPARAMETER:COMMANDNAMEで 指 定

され た コ マ ン ドに対 し,そ の 内容 が 処 理 す る

事 項 な どを具 体的 に指 定 す る。(た と え ば,

利 用者 名 の 指示,フ ァイル名 の指 定 な ど)

コ マ ン ドは利 用 者が 新 し く追 加 ・登 録 す る ことで ,次 第 にふ え てゆ く性 質 を

もって い るが 現在 つ ぎに 示 す よ うな コマ ン ドが 用意 され て い る。
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(1)シ ス テ ムとの会 話 の開 始 終了 を行 な うコ マ ン ド

HELLO利 用者 と シス テ ム との会 話 の 開始 。

BYE利 用者 と シス テ ム との 会話 の終 了 。

(2)フ ァ イルの 内 容 の作 成 ・変 更 ・出 力 に 関す る コマ ン ド

INPUT

UPDATE

RENUMBER

OUTPUT

COUTPUT

COPY

LOAD

SAVE

フ ァイル を新 た に作 成 し,登 録 す る。

す で に登 録 され て い る フ ァイル内 容 を修 正 す る 。

す で に登 録 され て い るフ ァイル の ライ ンナ ンバー

を新 た に付 け 直す 。

フ ァイルの 内 容 を端 末装 置 に 出力す る。

フ ァイ ルの 内 容 を電 子 計 算 セ ン ター の 高速 度 製 表

印 字装 置 に出力 す る。`

す で に登 録 され て い るフ ァイルの写 しを ラン ダ ム ・

ア クセ ス ・フ ァイ ルの他 の エ リア に と る 。

磁 気 テー プ.にあ る フ ァイル を ラ ン ダム ・ア クセ ス'

フ ァイ ル に移 す 。

ラ ンダ ム ・ア クセ ス ・フ ァイル を磁気 テー プに ダ

ンプす る。

(31フ ァ イ ル デ ィレク トリの ハ ウ ス キ ー ピ ン グ に 関 す る コ マ ン ド

RESERVE

RENAME

MODECHANGE

PURGE

PULL

ラ ンダ ム ・ア クセ ス ・フ ァイル にエ リアを確 保 し

フ ァイル名 を フ ァイル デ ィレク ト リに登 録 す る。

す で に登 録 され てい る フ ァイルの名 前 変更 。

すで に登 録 され て い る フ ァイルの モー ド変 更 。

す で に登 録 され てい る フ ァイ ルの抹 消 。

他 の グ ルー プの フ ァイル の利 用 を可 能 にす る。
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図 一3端 末装置の状態

BEGINコ マ ンド
により動作状態に

はなったがその後

入力のない状態

コ マ ン ドの

タ イ プ イ ン

入力,出 力を待

ってい る状 態

プログラム実行
のために待行列

に入ってい る状

態

コ マ ン ドの タ イ

プ イ 之 を 開 始 し,

コ マ ン ド を待 っ

て い る 状 態

ロ
だ

い

を

ま
な

ム
が

い

ラ
た

て

グ

し
し

ロ
ド
行

態

プ

一
実
状

ENDBEGIN

プ ログ ラ ムの 実行 を制 御 す る コ マ ン ド

FORTRANFORTRAN言 語 で 書 かれ た ソー ス プ ログ ラム を コ

ンパ イ ルす る。

LINKFORTRANコ マ ン ドの 出力で あ る数 々の リロケ ー

タ ブ ル サ ブプ ログ ラ ムを リンクし て オ ブ ジ ェク トプ ロ

グ ラ ム を作 る。

STARTオ ブ ジ ェク トプ ログ ラム を イニ シ ャル エ ン ト リー ポ イ

ン トか ら実行 を開始 す る。

RESTART実 行 を一 時 中 断 され た プ ログ ラ ムの 実 行 を継 続 させ る。

END実 行 を一 時 中断 され た プ ログ ラ ム を終 了 させ る。

ASSIGNプ ログ ラ ムで指 定 され てい るフ ァイル を実 行 時 に 他 の

フ ァイ ルに変 更 させ る。

シス テ ムの索 引 お よ び問 合 わせ の た め の コマ ン ド

LISTフ ァイ ル デ ィレ ク ト リに登 録 され てい る フ ァ イルの 情

報 を リス トア ップ させ る。

ASK指 定 し た フ ァイル が登 録 され てい るか ど うか を問 合 わ

せ る 。 あわせ て,フ ァイル デ ィレ ク ト リの詳 細 な情 報

も出 力 す る こ とが 可 能 。
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iNQUIRY現 在 の 会 話 情 況 な ど シ ス テ ムの 状 態 を問 合 わ せ る 。

TEACH利 用 者 の 使 用 法 な ど コ マ ン ドに 関 す る情 報 を 与 え る 。

2.3.3フ ァ イ ル の 概 要 ・

リモ ー ト ・タ ー ミナ ル の 利 用 者 か ら ア ク セ ス され る フ ァイ ル は,ラ ン ダ ム ・

ア ク セ ス ・フ ァイ ル を 中 心 と し たOn--1ineStorageと,磁 気 テー プ を 中 心

に したBackupStorageに よ り構 成 され る 。 高 価 で,容 量 に制 限 の あ る

On-lineStorageを 有 効 に 利 用 す る た め,ほ とん ど 利 用 され な い フ ァ イ ル

は磁 気 テ ー プ に 格 納 し,必 要 な と きOn-lineStorageに う つ し か え られ,

利 用 者 は 自分 の フ ァ イ ル が ど こ に 存 在 す る か を一 々気 に しな く て も利 用 で き る

よ うに な っ て い る。

利 用 者 が,自 分 の フ ァ イ ル を 利 用 す る に は,シ ン ボ リ ッ ク なFileClass

を 指 定 す れ ば充 分 で あ る。,

FILECIassと し て は,

S:(SourceProgramFile)

R:(RelocatableProgramFile)

0:(ObjectProgramFile)

D:(DataFile)

U:(TransactionFi}e)

の5種 類 が あ る 。

.ま た,利 用 者 はCreationNumberに よ って,同 一 のFileNameと

FileClassを も つ フ ァ イ ル の 中 で も特 定 の 作 成 番 号 を もつ フ ァ イ ル を指 定

す る こ と もで き る 。

フ ァ イ ル は,そ の 機 密 保 持 の 必 要 性 と共 同 利 用 で き る領 域 に 応 じ て ・ つ ぎの

4種 類 の フ ァイ ル を構 成 す る 。

(1)PrivateFile作 成 者 の み し か ア ク セ ス で き な い フ ァ イ ル 。

(2)GroupFile同 一 の グ ル ー プ(研 究 室 とか,部 別 と か)の 人 な

らだ れ で もが 利 用 で き る フ ァ イ ル 。
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(31SharedFile

('4)PublicFile

他 の グ ル ー プ に属 す る フ ァイ ル で も,特 定 の 手 続

に よ って 利 用 で き る フ ァ イル 。

シ ス テ ム と 会 話 して い る利 用 者 は 誰 もが 使 用 で き

るRead－ イ)nlyの フ ァ イ ル 。

■

一7一



3端 末 の 使 用 状 況

本 節 で はNEACTSSの ユ ー ザー サ イ ドか らみ た使 用 状況 とその 評価 を

述 べ る。

使 用状 況 と評 価 を得 るに先 立 って,当 セ ン ター で は端 末 利 用 者 に 「TSS使

用票1(表 一1参 照)へ の記 入 を依頼 した 。期 間 的 には 昭和46年10月 か ら

11月 まで の約1ケ 月 で は あ るが,そ の 間 に 「TSS使 用 票 」に記 入 され た結

果 の概 要は 次の と お りで あ る。

・使 用 時 間 …・平 均50分,最 高150分,最 低5分 。

・処 理 方 式 ・…すべ て デマ ン ド処 理 方式 で あ る。

・使 用言 語 －FORTRANが 主 体 で一 部 コ ボ ルの コ ンパ イ ル作 業が み られ

た 。

・業 務 種別 一 技 術 計 算 が ほ とん どで あ る。

・障 害 内容 …回線 障 害 はゼ ロ。他 の障 害 も殆 どな く,セ ンタ ・ダ ウンが数 件

発 生 して い る。

・所 感 お よ び希 望 事項 … ・待 ち時 間が 短 か くな った,・ メ ッセー ジの 意 味 が

分 らない 等 で余 り記 入 され て い な か った 。

以上 の よ うで あ るが,TSSに 対 す る資料 とす るには期 間が 短 か く 「TSS

使 用 票 」か ら得 られ たデ ー タが不 足 して い るた め,MACシ ス テ ムの評 価 を求

め るのは不 十 分 で あ った 。

FACOMTSSで は この 「TSS使 用票 」を中心 とし て実 験 を推 進 して

ゆ く方針 で あ る 。

一8一



¶

表 一1TSS使 用票

人6.

使 用 年 月 日

TSS使 用 票 昭和7t]年□ ・□ ・ホ

◎ この使用票 はTSS運 用 の ための有効 な資料 といた しますので、 ター ミナル利用の都度下記

項 目につ きご記 入下 さい。

〔 コ 氏 名

ターミナル番号

国
国
使用時間

国

　 る

口口
ヨ 　 ア 　

日 時口 分
　 ユゆ ハ　 　　

口 時口 分
　　 　　

ロココ分
16

　　 ぷ五

障 件数 口 件

使用言語

業務種別

1DEMAND2LREMOTE-BATCH

17・18

1.COBOL2」FORTRAN3BACCUS

4LINED5CPL6他()

19

1技 術計算2事 務計算3他( )

32 41

記 入不要

29

感

び

項

・

鍵

所

お

希

記入不要 記入不要

○ 処理方式 、使用 言語 および業務種 別 は該当 する ものの番号 に ○ 印 をおつけ下 さい。

51

○ 障害 は障害 発生 のつ ど、ハー ド

関 してご記 入下 さい。

、 ソ フ ト、 タ ー ミナ ル 、 セ ン トラ ル 、 お よ び 回 線 の 全 て に
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3.1概 要

NEACTSSに よ る実験 は,月 曜 日～ 金 曜 日,10時 ～17時 の サー ビ

ス 時 間帯(土 曜 日は 隔 週10時 ～16時)を 設 定 して施 行 した もの で あ る。 そ

の 便 用状 況 の概 要 は年 間 で は だ いた い お しなべ て平均 してい るが,曜 日で は水

曜 日頃 が高 く,月 曜 日 が最 も低 い 。時 間帯 か ら言 え ば10～12時 前 後 が よ く

使 用 され て い る。

この よ うな使 用 状 況 は,利 用 者 が主 に官 公 庁 で あ るた め,調 査 か ら得 られ た

他 の一例 えば 大 学 や企 業 間TSS等 とは必 ず し も一致 す る もの では ない が,余

り大差 は ない よ うで あ る。

次 の 表 は各 端 末 の使 用 時 間 を示 してい る。

表 中,USE-TIMEと は 回線 がONの 状 態 で あ る時 の時 間の総 計.CO

UNTと は セ ン ター呼 び 出 し回 数,CPU-TIME(MS)はCPU使 用 時

間 を マ イク ロ ・セ カ ン ドで表 示 した もの で あ る。期 間 は昭和46年1月23日

～12月27日 迄 で あ る。

表 一2か ら・1端 末 当 りの 平均 使 用 時 間 は・USE7TIMEが414時 間 ・

COUNTは か な りのば らつ きが あ るが約630回 で あ る・

表 一2各 端末の使用時間

PLACE TERMINAL GROUP USE-TIME COUNT CPU-TIME(MS)
時 分 抄

NEAC(当 ンター) 000 0640-29-59 1399 282330138(78-25-03)

KEY.PUNCH(当 ンター) 001 0401-08-16 786 309060173(85-51-00)

13627548(03-47-08)

キシンキヨー 003 GO5 0363-44-15 537 18589242(05-09-49)

ッーサン 005 GO2 OI45-29-14 283 3310007(00-55-10)

デンデン 006 GO3 1015-53-02 955 268203680(74-03-04)

ユー セイ 007 GO6 0275-09-48 339 10864576(03-00-05)
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3.2使 用状 況 と そ の評 価 ・…(1)

昭 和44年10月 に(財)日 本 情 報処 理開 発 セ ン ターの 遠 隔情 報処 理 シ ステ

ムの研究 開 発 の一 環 としてMACシ ス テ ムの端 末 装 置(デ ー タ ・ス テー シ 。ン

制 御装 置 と,紙 テー プ読 取 お よび穿 孔 装 置,モ デ ム)が,通 商産 業省 重 工 業局

内 に設 置 され 昭 和46年12月 に撤 去 され るまで の 約2年 余,省 内で は お もに

次 の よ うな 目的 で利 用 され て きた 。

(1)省 内業 務,特 に 予測,調 査,統 計 な ど に関連 の あ る業 務 で の実 際 運 用(プ

ロダ ク シ ョン)

(2)省 内職 員 に対 して情 報処 理技 術 に 関す る知 識 お よび技 術 の習 得 を 目的 とし

た教 育 訓練 用

(31情 報 処 理 シス テ ム(TSSを 主 と した)に 関す る知 識 の啓 蒙,普 及 に資 す

るた めの省 内外 の関 係者 に対 して行 な うデ モ ンス トレー シ.ン 用

上 記 の中 で 昭 和44,45,46年 度 を通 じて最 も多 く利 用 され て い るのが

実務 と直 結 して い る(1)の 実 際 運 用(プ ロダ ク シ.ン)で あ り,つ いで(2)の 教 育

訓練 用,(31iの デモンス トレー シ ョ ン用 とな ってい る 。

現 在,端 末装 置 は,通 商 産 業省 本 館7階726号 室(TSSROOM)に

設置 され て お り,管 理 は重工 業局 情報処 理振 興課 が 行 な って い る。

端 末 機 利 用 に つ い て は省 内 職員 全 員 に開 放 して お り,利 用 希 望 者 が 所定 の手

続 きで 情 報処 理 振 興 課 の担 当職 員 に申 し込 め ば,端 末 機 使 用 中以外 は 自由 に使

用 で き るよ うに してい る 。

3.21実 際 業務 の運 用 に お け る利 用 状 況

昨 年 と同様 一 般 行 政 部 門 に お け るTSSの 利 用 で 多 い もの は,調 査 票 の集 計 ・

作 表 や需 要 予 測 な どで あ り,プ ログ ラ ムは 当省 の各 種 プ ログ ラ ム集 に登 録 され

てい る もの以 外 は 殆 ん ど一 般 行政 部門 の担 当者 が 独 自に開発 してい る。調 査票

の集 計 ・作 表 につ い て は昭和46年 度 にお い て もプ ラスチ ック関係 の 廃 棄 物 の

動向 調 査 が あ るが,本 業務 は昭 和45年 度 の 「遠 隔 情報処 理 シス テ ムの 研 究 開
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発 」に詳 し く述 べ て あ るので 参 照 され た い 。需 要予 測 に つい ては つ ぎに詳 述 す

るが,こ れ 以外 に大 量 デー タの統 計 作 業 を行 な った 例 もあ るが,デ ー タ フ ァイ

ルの 取 扱 い が簡 単 で な いた め初 期 の成 果 は 上 が らな か った よ うで あ る。

(1)TSSを 利 用 した需 要予 測

昭 和46年11月 か ら12月 にか けて,(財)日 本情 報 処 理 開 発 セ ン ター

のNEAC2200-500/200MACシ ス テ ムの端 末 機 を利 用 して,

特 殊 鋼 熱 間圧 延 鋼 材 ベー ス で の数 量 の 需 要予 測 を行 な った 。

な お相 関係数 に 関 して は,t検 定 を行 な った 。

(a)予 測 の方 法

予測 の手 法 は,線 型 回 帰 に よ る もの と し,2元 回 帰 分 析 を行 な った 。

一 般 に ,最 小2乗 法 を もちい て,何 らか の物 資 の需 要 を予測 す る場 合,

GNP値 が よ くも ちい られ るが,特 殊 鋼 熱 間圧 延 鋼 材 の よ うな基 礎 資 材 の

場 合 は,GNP値 よ りも,IIP(鉱 工 業生 産 指 数)を もちい た方 が,良

好 な相 関関係 が得 られ る ことが 以 前 の経 験 よ り判 って い た 。

今 回の場 合 も,従 来 の経 験 を生 か し,IIPと の相 関式 を求 め,需 要 予

測 を行 な うこと と した 。

更 に,精 度 を高 め るた め に,特 殊鋼 熱 間圧 延鋼 材生 産 量 と,IIP値 に

は対 前 年 同期 比 値 を採 用 した 。 これ は季 節 変 動 に よ る要 素 を除 くた めで あ

る。

(b)計 算 式

与 え られ たn組 の デー タ(x、,Yi),(x2,y、)… ・一(エn,Y。)

につ い て 回帰直 線y－ α+bxを 求 め,回 帰 分 析 を行 な う。

。-1(£yi－ δピ の(1)
ni=tt=1

b-S-y(2)
3xx

』 。£ エ・、ユ(£ 品川 ・
i=1ni=1

(31
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nln'n

SxY－ ΣXiyt-一(Σx・)(Σ(lxル
.=1nt=1t==1

(4)

ア;相 関係 数

γ=

アル れ れ
nΣXiyi-(ΣXi)(Σyの
e=1乙=lt==1

ル

{π Σ ピ 、一(Σ エ,)
t=lt=1

アじ れ

}{nΣy2i-(ΣY、)2}
t=1t=1

(5)

t。;t検 定 用

卜1Vn-2
to=

F
(6)

(c)計 算 結果

疏;鉱 工 業生 産 指 数 対 前年 同期 比 価

yi;特 殊 鋼 熱 間圧 延鋼 材生 産 高 対 前年 同期 比値

n;昭 和45年1-3月 期 の チー タか ら,昭 和46年10-12月

期 に至 る8区 間 を と る。

特殊鋼熱間圧延 対前年同期 鉱工業生産 対前年同期
鋼 材 生 産高 此 他;y・ 指 数 比 値;∬ 、

45年1-3月 1,768千 ト ン 117.2 205.5 120.4

4-6 1,893 116.3 216.0 118.4

7-9 1,882 113.6 221.6 116.6

10-12 1,838 102.9 220.2 11α5

46年1-3月 1,752 99.1 224.5 109.2

4-6 1,740 91.9 221.8 102.7

7-9 1,752 931 2300 103.8

10-12 1,661 90.4 227.0 1031

α 一 一67.8408

b=1.5462
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回帰 式

y--67.8408十1.5462x

r-0.995

to-24.395

t検 定 を行 な う と

自由度:ψ －n-2-6

t表 よ りψ 一6の ときt。.。。1-5.959で あ り,t。>t。.。 。1で あ り,有

意水 準0.1%で 有 意で あ る。

この 結 果,昭 和46年1-3月 の特 殊 鋼 熱 間圧 延鋼 材 生 産 高 は,対 前 年 同

期 比93.6%,L640千 トン とな る。 これ は,現 時点 で の実 績見 込 み,

1,627千 トンに く らべ て 十 分有 用 な値 とい え よ う。

3.2.2TSS使 用 上 の問 題 点

(a)利 用 時 間

TSS端 末 機 の 利 用 時 間帯 は,午 前 中 も し くは,午 後 の 早 い 時 間 に限 られ

て い るが,通 産 省 に おい て は,夜 間 に利 用す る機 会 が好 都 合 で あ り,是 非,

夜 間 利 用 が可能 とな る よ うな サ ー ビス体制 をひ く こ とが望 ま しい。

(b)タ イ プ ア ウ ト時 間

シス テ ムの基 本 的 性質 と思 われ るが,タ イプの 印字 速 度 が 遅 い た め,多 く

の デ ー タを入 力 す る場 合 の時 間 的 ロスが 多 い こ とが 欠 点 で あ る。

3.2.3省 内職 員の教 育 の教 育訓 練 用 として の利 用状 況

昭 和44年 度,45年 度 で は,所 定 の カ リキaラ ムで 省 内の研 修 希 望 者 に対

して 組織 的 な研 修 を行 な って い たが,関 係 の あ る省 内職 員 の大 部 分 が 昨今 の電

算 機 ブー ムに よ って基 礎 的 な知 識,技 術 は習 得 して きた た め,昭 和46年 度 は

講 習 会 方 式 を と らず マ ン ツー マ ン教 育 に よ って よ り実 際 的 な知 識 ・技 術 の習 得

を図 った 。 しか し,指 導 職 員 も専 任 者 で な いた め時 間的 に制 約 が あ り充 分 な指

導 が で きなか った 。 また,自 主 的 に習 得 を試 み た者 も多 数 い た が後 で も述 べ て

い るよ うに 問題 が あ るた め利 用 が不 活 発 に な って い る。 この よ うな ことか ら
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パブ ログ ラ ム学 習 方 式"を 採 用 した テ キ
ス トが作 成 され れ ば大 半 は職 員の 自主

的 な 自己研 修 で 相 当 レベ ルの知 識 ・技 術 の習 得 は で き るの で は な いか と思 わ れ

る。 そ うす るこ と によ って初 めて コ ン ピ ュー タ ・ユ ー テ ィ リテ ィと してのTS

Sサ ー ビス と な り,利 用 も活 発 に な るで あろ う。

(1)TSSを 利 用 す るた めの 自己研修 と問 題点

本TSS端 末 を使 用 して,TSSに 習 熟 す るた め の例 題 を用 い た練 習 な ら

び に科 学 技 術 計算 を行 な った 。実 務 に使 用す るには至 らな か った が,こ の 理

由 と しては1つ には 現 在 の仕 事 の内 容 が多 岐 にわ た り,コ ン ピ ュー タに の る

もので は ない とい うこ とが あ げ られ るが,他 方端 末 装置 を含 め たTSSの 使

い に くさ,現TSSの 信 頼 性 の 不 備 に も因 る と考 え てい る。

前 者 につ い て は本MACシ ス テ ムの 問題 で は な い ので省 略 し,ユ ー ザ ー と

しての立 場 か ら端 末 を使 用 して い て気 の付 い た点 あ るいは 要 望 を以下 に述 べ

て み た い 。 これ らに関 して私 の知 識 の不 足 によ る思 い違 い が 多 々 あ る こ と と

思 うが,そ の 点 御 了承 頂 け る よ うお願 い した い 。

教 育体 制 につ い て の不 満 を まず挙 げて お きた い 。本 シス テ ム を使 い こなす

に は 非常 に広 汎 な知 識 を必 要 とす るが,そ の割 りに は講 習 は 非 常 に不 備 で あ

った よ うに思 う・私 の場 合 は コマ ン ドの使 用法 な らびに端 末 の操 作 の仕 方 に

つ い ての 講 習 を半 日ず つ2日 間受 け た だけで あ った。 当初 か ら一 応FORT

RANに は 習 熟 して い た ので,一 通 りの使 用 は これ で可 能 に な った が,よ り

高度 の 処理 をす る こ とは不 可 能 に近 く,ま た普 段 の 使用 に あた って も トライ・

ア ン ド ・エ ラー で や る以 外 に方 法 が なか った 。仕 事時 間 中 の長 期 にわ た る講

習 は実 際 問 題 と して コン ピ ュー タ を使 用す る業務 につい て い る者 で な い と参

加 は困難 な の で,夜 間 等 に講 習 会 を開 い て頂 け た らと希 望 す る次 第 で あ る。

又 講 習 は初 級,中 級,上 級 等 に分 け て受 講 者 の 能 力 に応 じて教 育 して頂 け た

ら と思 う。

次 に実際 に使 用 し てい て気 の付 い た点 を述 べ た い 。

まず第1に 気 の 付 くの は コマ ン ドの わず らわ し さで あ る。私 はFORTR
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ANし か 使 用 しな か ったが,こ の場 合HELLOか らLINK命 令 ま で入 力

す るソー ス ・プ ログ ラ ム を除 い て毎 回 ほ とん ど同 じ コマ ン ドを使 用 した と思

う。 この よ うに よ く使 用す る定 ま った一 連 の コマ ン ドを1つ の マ ク ロ命 令 に

簡 略 化 す るよ うな ことは考 え られ ない だ ろ うか 。

ソー ス ・プ ログラ ムの 入 力 は短 かい もの の場 合 には オ ン ラ イ ンで キー ・ボ

ー ドよ り入 力 す る こと が可能 で あ るが ,長 くな った場合 には長 時 間回線 を 占

有 す る こ とは 費 用 の面 か らみ て非 常 に損 な こと,ま た 誤 ま って入 力 した 場 合

に修 正 す るの が 面 倒 な こと,回 線 使用 時 間 が限 られ てい る こと等 の理 由 に よ

りオ フ ライ ンで ソー ス ・プ ログ ラム を作 って おい て,そ れ を利 用す るの が 通

例 で あ ろ う。 この場 合現 在 は紙 テー プ を使 用 して い るが,一 字 打 ち ま ちが え

て もテー プ一 本 を作 りなお さな けれ ば な らず非 常 に不便 で あ る。 カー ドを使

用す れ ば この 点 は非 常 に改善 され る と思 うが,各 端 末 毎 に カー ド ・リー ダ を

設 置 す る こ とは費 用 の点 か らみ て難 か しい と思 わ れ る。 これ を解決 す るた め

端 末 専 用 の特 殊 な カー ド装 置 が 考 え られ な い だ ろ うか 。即 ち現 在 の カー ドよ

り著 る し く簡 略化 した(大 き さ等)カ ー ドを使 用 すれ ば,安 価 な カー ド ・リ

ー ダー とい う もの も考 え られ るの で はな い か 。

又 本 端 末 を使 用 して い て,シ ス テ ムが おか し くな った ことが あ った 。入 力

が カー ドに な って い た た め,セ ン ター の カー ド ・リー ダ ーで読 み込 んで,そ

れ を端 末 で使 用 した時 の ことで あ る。端 末 で ソー ス ・プ ログ ラ ムの リス トを

と った ら正 し く入 って い たの で,コ ンパ イル を しよ う と した らエ ラー ・メ ッ

セー ジが出 て不 可 能 に な って しま った。 お か しい と思 って再 度 ソー ス ・プ ロ

グ ラ ムの リス トを と って み た ら今 度 は正 しい プ ログ ラ ムの 後半 が消 え,代 わ

りに全 く異 な った もの と入 れ 変 って い た。 何故 この よ うな ことが起 った のか

分 らな い が,こ の よ う な こ とが し ば しば起 る と非常 に 困 る こ とで あ る。

最 後 に印字 にっ い て一 言 い い たい 。それ は既 に お気 付 の こ と と思 うが英 文

字 の0と 数 字 の0と が,ほ とん ど同 じ文字 を使 用 して い て,判 別 が 困 難 で あ

るとい うこ とで あ る。 これ は 印字 を なおす だ けで済 む の だか ら是非 な お して
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◆

頂 きた い 。1

3.24デ モンス トレー シ。ン用 と して の利 用状 況

昭和44年 度 で は華 々 しい デモンス トレー シ。ン を行 ない マ ス コ ミに大 き くと

りあ げ られ た が,昭 和45年 度,46年 度 で は特 別 に デモンス トレー シー。ンを行

な って い ない 。 とい うの は,社 会全 般 にわ た って 電 子計算 機 の知 識 が普 及 して

きて お り,た だ単 に端 末 機 のみ の実 演(も の め ず らし さ)だ けで は 関 係者 が納

得 しな くな って きた し,興 味 を示 さな くな って きた た め,も っと効 果 の あ る企

画 を立 案 す る必 要 を感 じた た めで あ る。例 えば,新 規 手法 を用 い た デ シ ジ 。 ン・

ルー ム的 な 色彩 を強 く出 した利 用 法 の紹 介 な どで あ る。 コ ン ピ ュー タ ・ユー テ

ィ リテ ィ,イ ンフ ォメー シ 。 ン ・ユ ー テ ィ リテ ィの推 進役 で あ るTSSの 重 要

性 を認 識 させ るた めデ モ ンス トレー シ ョンの効 果 を今 後 と も期 待 して お り,今

後 と も日本 情 報処 理 開発 セ ンター との 協 力 の もと にTSSの 真価 が 発 揮 で き る

よ うなデモンス トレー シ。ン を考 えて ゆ きた い 。

3.3使 用 状況 とそ の 評価 …(2)

昭 和44年 度,(財)日 本 情報 処 理 開発 セ ンター の事業 計 画 の一 つ と して と

り上 げ られ た遠 隔 情報 処 理 シ ス テムの 研究 開発 の た めの タ イ ム ・シ ェア リン グ・

シス テ ムの応 用実 験 は,昭 和45年 度,昭 和46年 度 と継 続 され,昭 和44年

末か ら昭 和46年 末 まで の2年 間,MACシ ス テ ムに おけ るタ イム ・シ ェア リ

ン グ ・シス テ ムの端 末 装 置 が郵 政 省電 気 通信 監 理 宮 室 に設 置 され て,各 種 の 業

務 等 の た め に利 用 され て きた 。

当省 に お い て は,貯 金 事 業,保 険 事 業,共 通 部 門(庶 務会 計)等 を所掌 す る

各部 局 に お い て,そ の業 務 のEDPS化 が積 極 的 に推進 され て い ると こ ろで あ

るの で,本 タ イ ム ・シ ェア リング ・シス テ ムを そ の設 置 目的 に そ って有 効 に使

用す るた め,利 用希 望 者 には 自由 に利 用 して も ら う方針 の も とに,こ れ ら部 局

の協 力 を要 請 して きた。

結果 に お い ては,MACシ ス テ ムの規 模 や利 用 言語,利 用 者 の 業 務 の 内容 等
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の 関 係 もあ って,こ の シス テ ムに興 味 を有 す る者 が個 人 的 に 行 な うプ ログ ラ ミ

ング学習 等 の場 合 を除 き,一 般 実 務 へ の応 用 に?い て は,郵 政 事 業の経 営 に関

す る総合 的分 析 や 事 業 の原 価 計算 等 を所 掌 す る共 通 部 門 の 経営 分析 セ ク シ 。ン

が,そ の計 算規 模,内 容 の 多 様 性,プ ログ ラ ム作 成 の難 易 度等 か ら,利 用 の中

心 とな った 。

本MACシ ス テ ムの 当省 に お け る利 用 の概 況 につ い て は,従 前 ・す で に と り

ま とめ られ てい る と ころで あ り,そ の単 な る時 間的 延長 に す ぎな い現 時点 での

と りま とめ は,す で に述べ られ て い る事 項 を再 度 く り返 して い る とい う感 が な

きに し もあ らず で あ るが,本MACシ ス テ ムの切 り替 え に あた り,こ れ らを総

括 す る こと もそれ な りの意 義 が あ る もの と考 え られ るの で,内 容 に 重複 す る点

が あ る ことに つ いて は,あ らか じめ,ご 了 承 願 い たい と思 う。 また,筆 者 を含

め,本MACシ ス テ ムの利 用 者全 員 が 事 務 系 の者で あ り,主 観 的 に も客観 的 に

も本MACシ ス テ ムの評 価 に一 と くに技 術的 側 面 に係 って は一 適 切 な資格 を有

して い るとは言 い難 い の で,以 下 の 述べ る事 項 につ い て もい ささか 的 をはず れ,

あ るい は 誤 りを犯 して い る こ と もあ ろ うか と思 わ れ るが,こ の点 も前 もって お

許 し を得 て お きたい と考 え る もの で あ る。

3.3.1利 用状 況 につ い て

(1)概 況

本MACシ ス テ ムの利 用 に つ い ては,そ の設 置 目的 に そ った利 用 を図 るた

め,省 内の利 用希 望 者 に は 自由 に そ の利 用 を認 め る こ と と し,同 時 に利 用時

間,対 象 業 務 等若干 の 事項 につ い て は,あ らか じめ,使 用記 録 簿 に記 録 して

も ら うこ とと した 。

利 用 開 始 以来,そ の撤 去 まで の 間の利 用総 日 数 は,204日 で あ っ たが ・

この 間 の利 用 時 間の配 分 を当省 の記 録 とセ ン ター の記 録 に よ って推 定 す ると

第4図 の よ うに な る。利 用 時 間 の総 体 は,当 省 の使 用 記 録 簿 の記 録 に よ る も

の で あ り,総 計 で約400時 間で あ る(利 用 者 が紙 テー プ.さん孔 ・ その 他 の

準 備等への利 用時間 を含 め記載 した ものであ り,で きるだけ正確 に記録す る
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よ う要請 して い た もの で あ るが,電 子 計 算 機 等で 記 録 す る もの と異 な り,あ

る程 度幅 の あ る,多 分 にバ リアブル な記 録 で あ る点 は,お 許 し願 い た い)。

ま た,USETIMEお よ びCPUTIMEは,セ ンター側 の記 録 で あ

って,前 者 は,端 末 装 置 とセ ン ター の 中央 処 理 装置 がONの 状 態 で あ る時 間

(約275時 間),後 者は,そ の 間 の中央 処 理装 置 の稼動 時 間(約3時 間)

で あ る。

第4図 で は,ONの 状 態 とOF[Fの 状 態 が約2:1の 割 合 で あ るが,過 去

2年 間 を前半 の1年 と後 半 の約1年 とい う形 に分 けて み る と後 半 の 約1年 間

に おけ る前 記 の割 合 は,4:1と 変

化 して お り,利 用 当 初 に おけ る特別

の 事 情(プ ログ ラ ムの 作成,デ ータ ・

フ ァイル の作 成 等 は,当 然,後 半 よ

りは前 半 にお い て の 方 が ウエ イ トが

局 い で あ ろ うし,且 つ 不慣 れ の た め,

OFF状 態 で の準 備等 の 時 間 が長 い)

は,当 然,影 響 して は い る と思 われ

るが,そ の他 利 用 者 の習 熟 の 度 合 と

の 関 係 もあ ろ うか と も考 え られ る

(た と えば,全 て の 事態 につ い てO

Nの 状 態 の ま まで対 処 で き る)。

第4図 利 用 時 間の配 分

(45.1～46.12)

次 に,こ の 時 間 を1日 の利 用 に ひ きな お して み る と(当 省 の利 用 の 場 合 ,

1日 に2名 以 上が 重複 して利 用す るとい うこ とは非常 に少 な いの で ,1日 の

利 用状 況 ≒1名 の利 用状 況 と考 えて も,そ う誤 りは ない),ONの 状 態 での

利 用,約80分 間,こ の 間 の中 央処i理装 置 の稼 動 は,約53秒 で あ って,O

FFの 状 態 で の利 用等 は20～40分 程 度 とい うこ とにな り,こ の 間,紙 テ

ー プ さん孔 作 業 ,プ ログ ラム作 成 ・修 正等 の 検 討等 が され る もの と推 定 され

る。
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(2)適 用 業務 等

第5図 は,昭 和46年9月1日

の 時点 で リス トした利 用 中 の フ ァ

イルの ク ラス別状 況 で あ る。 フ ァ

イルの パ ー ジ等 の 措 置 は,利 用 者

が必 要 に応 じて 自主 的 に管 理 して

い るた め,利 用期 間 中 に作 成 され

た プ ログ ラ ム等 の総 数 に つい て は,

必 ず し も明確 な記 録 が残 ってい な

一 ＼

Update

第5図 フ ァイ ルの ク ラス別状 況
(46.9.1)

いが,前 記時 点 で の フ ァイ ル総 数 は104で あ って,約 そ の3分 の2が ソー

ス ・プ ログ ラ ム ・フ ァイ ルで あ った 。

フ ァイル容量(UOA単 位)と の関 係 をみ る と,ソ ー ス ・プ ログ ラ ム ・フ

ァイル に あ って は,81%が1UOAに お さ ま って お り,5UOAを 要 した

もの は4%,2UOAが15%で あ った。 ま た,リ ロケー タ ブ ル ・プ1]グ ラ

ム として フ ァイル され て い る もの で は,5UOAが6%,3UOAが18%,

2UOAが12%,1UOA64%,オ ブ ジ ェク ト ・プ ログ ラ ムで は,3U

OAが20%,2UOAお よび1UOAが それ ぞれ40%で あ り,全 フ ァイ

ルで み て も5UOAを 使 って い る もの は5%で あ って,77%は1UOAで

足 りて い る とい う状 態で あ った 。た だ し,本MACシ ス テムで は,5UOA

まで は 自動的 に割 り当 て られ る もの で あ るが,実 際 的 に は,後 述 す る とお り,

フ ァ イル容量0[?小 さい こ とが問 題 とされ て い る。

これ らの プ ログ ラ ムは,多 元 回帰 分 析 の た め の プ ログ ラ ム,行 列 式 の 解 を

求 め る プ ログ ラ ムを始 め,計 算 の精 度 や処理 手 法 の効 率 化 等 を検 討 す るた め

に作 成 した,他 の プ ログ ラ ムの 部 分 的 プ ログ ラ ム等 を含 め,多 様で あ り・ そ

の主 な適 用 業務 等 をあ げ る と第3表 の よ うで あ る。

次 に,前 記 プ ログ ラ ム中,ソ ー ス ・プ ロ グ ラム に つい て の 修正状 況 をそ の

作成 番 号 に よ って 区分 した もの が第6図 で あ る。 これ に よれ ば,全 く修 正 を
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第3表 主 な適用業務の例

・需要予測,経 営分析等

のための回帰分析

・産 業連 関表 に よ る価格

波 及 効果 分 析

・ク ロス ・セ ク シ ョン分

析

・時系 列 原 デー タの季 節

調整

・原 価 計 算

・そ の他

多 元 回帰 式y－ α+b× 、+・ ×,+… ・+z×nま たは

y=α ×lb×・C×3d-× え によ る推定 値,パ ラメ ー タ

ー の標準 誤差 ,推 定 式 の不 偏 分散,決 定 係数 等 の 計

算

価 格感 応度 係数,影 響力 係数,価 格 上 昇 率 等 の 計算

調査原表 の複数項 目間の同時分類集 計

移動平均法,連 環比率法,月 別平均法 によ るデー タ

の季節調整

各種 の原価 計算

乱数作 成,標 本数決定,各 種比率 の計算 ・作表等

要 し な か っ た もの が28.4%,1回

5回 以上

修 正 が 同 じ く2&4%,2～4回,20
.8%

修正なし
5回 以上 が 各 々2'0%程 度 で あ り,2&4%

約3分 の2強 が修 正 手 続 を経 て い る。
4回

も ち ろ ん,既 成 の プ ロ グ ラ ム が 新 た22 .4% 回
に発 生 した 業務 処 理 の ため若 干 の修284%

正 に よ り応 用で き る等 の 事 情が あ る

限 り,こ の修 正 回 数 が 即 ちプ ログ ラ

第6図 ソー ス ・プ ログ ラ ムの修 正
ム作 成過 程 上 に生 じた誤 り修 正 の た 状 況(46 .9.1)

めの 回 数 とい うこ とに は な らな い が,反 面,プ ログ ラ ムの内 容,誤 りの程 度 ,

修 正 手 法 の難 易度 に よ り,全 面 的 に入 力 の や り直 しとい う方 法 で処 理 す る こ

と も多 々 あ るので,こ れ ら状 況 を勘 案 す れ ば ,概 括 した一 般 的傾 向 を考 え る
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際 の参 考 とす る こ とはで き る もの と思 わ れ る。

なお,当 省 の利 用者 の場 合,EDITコ マ ン ドに よ る入 力 は ほ とん ど行 な

わ れ て い ない 。

3.3.2若 干 の 問題 点 に つ い て

第4表 は,あ るテー マに お け る作 業 時 間 の一 例 で あ る。 この 事 例 の場 合 に つ

い て,利 用 者 は,次 の よ うな所 感 を のべ て い る。

第4表 作 業 時 間 の一 例

項 目 時 間 備 考

・紙 テ ー プ さん 孔 3時 間10分 1,190個 の デ ー タ

・テー プ 読 込 み 35分 テー マAお よ びBで は

70分

・逆行列等計算 100秒

・テー プ読 込 み か ら計 算 結 (テ ー マA)43分 入 力 デー タ,投 入 係数,

果 の プ リ ン ト ・ア ウ トま (テ ー マB)3、9分 逆 行 列 係数 の プ リン ト ・

で(た だ し,途 中 経 過 を ア ウ トに は,そ れ ぞ れ

プ リン ト ・ア ウ トし な い 30分 を要 す る。

場合)

総 計1.結 果 だけ を プ リン (テ ー マAお よ びB)

ト ・ア ウ ト し た 場 1時 間22分 最 短(紙 テー プ さん 孔 の

合 (テ ー マAお よ びB) 時 間 を除 く。)

2全 部 を プ リ ン ト ・ 4時 間22分 最長(〃)

ア ウ トした場 合

イ.電 子 計 算 機 の利 用 は,初 め て の経 験 で あ り,プ ログ ラ ミングの段 階 か ら結

果 の 印刷 に い た るま で試 行錯 誤 の連 続 で あ った こ と。

ロ.記 憶 容 量 に制 約 され,内 容 を縮 少せ ざ るを得 なか った こ と。 また,そ の 容

量 を無 駄 な く使用 す るた めに計 算 手 順 に従 い,利 用 済 の デ ー タを順 次,入 れ
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替 え・ 消去 す る等 した の で計 算 精度 の検 証等 は犠 牲 にせ ざる を得 な か った こ

と。

ハ.入 力 お よ び出 力 に長 時 間 を要 した こ と。 したが っ て,入 力 チ ー タの な らべ

方 に工 夫 を要 し,ま た,出 力 につ い て も1行100字 程 度 の フ。リン ト ・ア ウ

トに15秒 程 度 か か る こ とを考 慮 し,プ リン ト ・ア ウ トの 各段 階 で プ リン ト

・ア ウ トす るか ,し ない か の選 択 が で き るよ うフ.ログラ ム を整 え てお く必 要

が あ うた こ と。

本MACシ ス テ ムの利 用 に あ た って の若干 の問 題 点 を掲 げ る と主 な もの と し

て は,前 記 の よ うに要約 され るが,以 下,若 干 の事 柄 を補 足 し てみ る と

(1)す べ て トライ ア ル ・ア ン ド ・エ ラー で あ る こと に関連 して

何 事で あれ,そ の初 め に は試 行 錯 誤 はっ き もの で あ り,ま た,逆 説 的 な言

い 方 で は あ る が,タ イ ム ・シ ェ ア リン グ ・シ ス テ ム の 特 徴 の 一 つ は ,効 率 的

に試 行錯 誤 す る(あ るい は,で きる)こ とで あ るか もしれ な い 。 しか し ,プ

ログ ラムの 開 発 それ 自体 が 目的 で あ る場 合 は 別 と して ,通 常 の事務 計算 等 の

場合 には,一 つの 課 題 に対 す る適切 な解答 を迅 速 に得 る こ とが 目的 で あ り,

その 手段 た るプ ログ ラ ムの作 成上 等 で試 行錯 誤 的要 素 は ,で き るだ け排 除 し

な けれ ば な らない 。

た とえば,次 の よ うな ことが あ る。 ソー ス ・プ ログ ラ ムの入 力 を行 な うと

き,シ ステ ムが ラ イ ン ・ナ ンバー をプ リン ト ・ア ウ トした後,自 動 的 に1カ

ラ ム とぶ 。利 用者 は,こ の後 に6カ ラ ム分 の ブ ラ ンクを打鍵 して ス テー トメ

ン トを打 鍵す る・ したが って ,ラ イン ・ナ ンバ ー とス テー トメ ン トの 間 は7

カ ラムの ブ ラ ンクが あ る。 この ソー ス ・プ ログ ラム を修正 す るた め ,ア ップ

デー ト ・フ ァ イル を作 る場 合,利 用者 は ,修 正 す べ き個所 の ライ ン ・ナ ンバ

ー も自分 で打 鍵 す るわ け で あ るか ら
,前 記 と同 じ手順 です す め る と,ラ イン

'ナ ンバー とス テー トメ ン トの 間 は6カ ラ ム しか あ けな い
。 この こ とは シス

テ ムが 自動 的 に1カ ラ ム分 とぶ こ とを考 慮 してい な い 。 も っと も,コ マ ン ド

説 明書 を詳 細 に読 め ば,修 正 フ ァ イル の場 合 は,ラ イ ン ・ナ ンバー の後 に1
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カ ラ ムあ け るよ うに書 い ては あ る。 し たが って,こ の ア ップデ ニ ト ・フ ァイ

'ル に よ りソー ス ・プ ログ ラ ムの修 正 をコ マ ン ドし ,引 き継 ぎ コ ンパ イルす る

と,た ちま ち奇妙 な診 断 メ ッセー ジが出 力 され る こ と とな る。利 用 者 と して

は,基 本的 に は文法 ミス,論 理 ミスは ない もの と考 え て い るか ら,こ の診 断

メ ッセー ジは,修 正 後 の フ ァイ ル全 部 を出 力 させ て み な い限 り,意 味不 明 と

い うこ とに な る。

ま た,次 の よ うな ことが あ る。 これ は,1次 ～3次 方 程 式 の 解 を求 め る プ

ログ ラムに よ り,2次 式 につ い て計 算 した場 合 の 例 で あ るが,答 が2回 出 力

され て い る。 この 場 合,プ ログ ラ ムの 内 容 は,判 別 式Dの 正,負,零 に応 じ,

3と お りに とぶ こ とに な ってい るが,2進 法 との 関 係 で 判別 式D-0と な る

べ き場 合 の計 算精 度が 多 少悪 い た め らしい 。い ろ い ろや って は み るが うま く

い か な い,と い うこ とに な る。

ZISUOINPUTSHITEKUDASAI(O-INPUT#S[[OP)

※2-AX※ ※2十BX十C#0

※A-INPUT※ ※B-INPUT※ ※C-INPUT※

※12.24.

※KσrAE※(KYO≒KON)
-LOOOOOO十

－LOOOOOO-

※K()TAE※
-LOOOOOO

-1000000

12.

語1}|誤 ま・た解

|正 しい解

ZISUOI[NPU'1]SHITEKUDASAI(O-INPUT#SlnP)

※2AX※ ※2十BX十C#0

※A-IN㎜ ※※B-1㎜ ※※C-1㎜ ※

※1.-5.6.

※KomAE

3000000

2000000

ZISUOINPUTS田.T㎜ 蝿AI(O-INIPUT#SrlOP)

※0(注:ア ン ダ ー ・ラ イ ンの 部 分 は,

STOP

N)P2278利 用 者 が キ ー ・イ ン し た もの)
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一 つ一 つの 例 をあ げ ては き りが な く
,そ の試 行錯 誤 は,ご く単 純 な もの か

らフ ァイルの 効 率 的利 用 や計 算効 率 の 向上 の ため の プ ログ ラ ム作 成 の テ ク ニ

ック に到 るまで各 段 階,各 様 で あ る。

結 局,こ れ らに対 す る最 も適 切 な対処 策 は,シ ス テ ム全 体 の 管 理 運営 体制

の問 題 と も係 る もの で あ るが,プ ログ ラ ム作成 等 を含 め ,各 種 問 題 に つ い て

随 時 ・適 切 な相 談,指 導 を受 け られ る体 制 を整 えて も ら うとい うこ とに つ き

よ う。 もちろ ん,そ の サ ブ の措置 と して適 切 な解説 書,利 用 の手 引 き等 を十

分 に準 備す る必 要 が あ り,ま た,こ れ らの解 説 書 は,コ マ ン ド説 明,端 末装

置 の 操作 方 法,利 用言 語 解説 が各 個独 立 の もの で あ るよ りは,そ の 相互 間 の

つ なが りが有 機 的 に保 た れ た もので あ る こ とが望 ま しい 。

さ らに,・利 用 者 サ イ ドの み の 要望 を端 的 にい え ば,前 述 した と お り,通 常

の 事 務計 算 等 に あ っては,与 え られ た一 定 の課 題 に対 し適 切 な解答 を迅 速 に

得 る こ とが タ イ ム ・シ ェア リング ・シス テ ムの利 用 の 目的 なの で あ って,問

題解 決 の た め の与件 と これ に対 す る解 答 の中 間 に存 す る シ ス テ ム自 体 は ,利

用 者 に と って ブ ラ ック ・ボ ック スで あ って も一 向 に さ しっ か えが な い もの で

あ り,仮 に その 中 味 を知 る必 要 が あ るとすれ ば,そ れ はせ いぜ い得 らるべ き

解 答 の精 度 に係 る限 り一 た とえ ば,当 該 計 算,分 析手 法 と してい か な る方法

に よ ってい るか一 に おい ての み で あろ うし,通 常 ,利 用 され る計 算 方式 もあ

る程 度,一 定 のパ ター ンに集 中 され る こ とが考 え られ る。 た とえば ,前 記 ソ

ー ス ・プ ログ ラ ム ・フ
ァイルの 中 には,多 元 回帰分 析 の プ ログ ラ ムが大 小3

つ もあ る。 この 意 味 に お い ては ,プ ログ ラ ム作 成 の困 難性 とそ の対 策 を云 々

す るよ りも,む しろ 一般 の利 用 が多 い と考 え られ る標準 的 プ ログ ラ ムを ラ イ

ブラ リー と して整 備 し,利 用者 は これ をそ の ま ま利 用 す るな り,必 要 に応 じ

その コ ヒ。一 を作成 し,こ れ を自 己の 業務 処 理 に適 合 す る よ う部 分 修正 して利

用 で き るとい った シス テ ム を確 立 して も ら う方 が よ り簡 便 で あ ろ う。 タ イ ム

・シ ェア リング ・シス テ ムは ,ComputerResourceの 共 同利 用 が一 つ の

特 徴 で あ り,プ ログ ラ ムの共 同利 用 も この シス テ ムの大 き な メ リ ッ トの_つ .
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で あ る。 した が って,発 展 的 に は,各 ユー ザー 所 有 の プ ログ ラ ム(お そ ら く

は,そ の相 当 部分 が重 複 して い るの で は な い か?)を さ しつ か えな い範 囲で

相互 に交 換 で き る体 制 を整 備 して い く とい うこ と も今後 の 一 つの 方 向 で あ ろ

うと考 え られ る。

(2)シ ス テ ムに 関連 して

利 用 者 に と って,あ る シス テ ムの利 便 性 の一 つは,高 度 の選 択 可 能性 と し

て考 え る ことが で き る。

た と えば,タ ー ミナル ・サ イ ドか らの 処理 形 態 か らみて,デ マ ン ド処 理 の

み な らず,リ モー ト ・バ ッチ処 理 が で き る ことで あ り,問 題 の性 質 や利 用 者

の能 力 に応 じ て適 当 な プ ログ ラ ミング言 語 が 使 用 で き る こ とで あ り,使 用可

能 な端 末装 置 に制 限 がな い ことで あ る。 ま た,プ ログ ラ ムの作 成 に あた って

の システ ムか らの助 力 も作 成 者 の能 力,段 階 に応 じた適 切 な方 法 を選 び得 る

ことで もあ る。広 義 に考 え て,前 述 した よ うに豊 富 な ア プ リケ ー シ ョン ・プ

ログ ラ ムが 整 備 され てい る こ と も これ にあ た るか もしれ な い 。

プ ログ ラ ムの作 成 が シス テ ムの利 用 に不 可欠 の 問題 で あ る と して も,一 般

論 と して は、,プ・グラムの作 成 には・ 前 言己の とお りその 完成 まで に多 くの もの

が何 度 か の修 正 手 続 き を経 て お り,反 面,そ の誤 りの多 くは経験 的 に みて 単

純 な文 法 ミス で あ って,プ ログ ラムの作 成 の効 率 等 を勘 案す れ ば,こ れ ら ミ

スは コ ンパ イ ルの段 階 以 前 に おい て除 去 され るべ き もので あろ う。 これ ら ミ

ス に関 す る シス テ ムの チ ェ ックー 端 的 に は,ス テー トメ ン トご との構 文 チ ェ

ック_が プ ログ ラ ム作 成 に習 熟 した者 に と って か え って非 能率 で あ る とす る

な らば,そ の場 合 は利 用 者 に プ ログ ラ ムの作 成 に入 る際,こ う したチ ェ ック

機構 をONに す るかOFFに す るか を選 択せ しめ得 るシ ス テ ム とす れ ば足 る

もの で あ ろ う。 この事 情 は,診 断 メ ッセー ジ に関 して も言 い得 る こ とで もあ

る(簡 単 な メ ッセ ー ジで 足 るか,詳 細 な メ ッセー ジが必 要 か)。

また,デ マ ン ド処 理 にっ い て もプ ログラ ムの作 成 自体 は 別 と して,一 般 行

政 事務 や経 理 事 務 に関す る限 り,そ の計 算 処理 の主 要 な要 素 は,む しろ,大
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▼

量 の デー タの集 計,分 類,整 理,検 索 等 に その 中心 があ るので あ って,科 学

技 術 関係 の研 究 開発 等 にみ られ るよ うな,あ る程 度 意図 的 な試 行錯 誤 的 過程

(会 話形 式が 最適 で あ ろ う)は,あ っ て もわ ず か で あろ うと考 え られ,処 理

過 程 自体 が必 ず し も会 話 型 の タ イ ム ・シ ェア リング ・ベー スで処 理 され るべ

き必 要 性は 薄 く,リ モー ト ・バ ッチ処理 が併 用で き るこ とが望 ま しい よ うで

あ る 。大 量 デ ー タの集 計 等 が経 済 効 率 か らみて,オ ンラ イ ン ・シス テ ムに適

当で あ るか ど うか は別 問題 で あ る。

本MACシ ス テム につ い て は,直 接 的 に は,① シス テ ムが不 安 定 で あ る こ

と・② 使 用 中 の騒 音 が 高 す ぎ る こと。③ フ ァイ ル容量 が 小 さい こと。 これ に

つ い て は前 記 の とお り,各 フ ァイ ルが5UOAの 範 囲 内 で お さ ま って い る し

お さま る よ うに した とい うべ きか も しれ ない が ・…。反 面,RESERVEコ

マ ン ドを使 用 して も収 容 で きな か った事 例 もあ る ことに か んが み ,RESE

RVEコ マ ン ドに よ って確 保 で き る上 限 を さ らに弾 力的 にす る ことに よ って

対 処 で きよ う。④ デー タの入 力 が現 在 の キー ・ボ ー ドで は不 便 で あ り,テ ン

・キー に よ るテー プ ・パ ンチ専 用機 の 配 備 が の ぞ ま しい こと。⑤ 障 害 特 等 の

場合,タ ー ミナ ル ・サ イ ドで セ ンター との 間 の連 絡 が とれ るよ うに され た い

こ と等 シス テ ムの利 用 時 間 の延 長 を含 め,多 くの 希 望が あ った と ころで あ る

が・ これ ら要 望等 の適 切 な 措置 を含 め ,前 記 の よ うな シス テ ムの 多 様性 への

展 開 が今 後 の 開発 ・研 究 の 一つ の方 向 で あ ろ う と考 え られ る。

3.3.3む す び

MACシ ス テ ム につ い て の 前記 の 問 題点 等 の 記 述 は,経 済 的 あ るい は技 術的

に 明確 な基 準 を も って 比 較 考 慮 の うえな され た もの で はな く,一 素 人 の単 な る

所 感 ・要 望 の 域 をで るもので は ない 。 しか し,今 後 の進展 す べ き,い わ ゆ る情

報 化社 会 にお い て は,こ う した シス テムが 重 要 な位 置 を占 め る こ と とな るで あ

ろ う こ とは疑 いの ない と ころで あ り,こ うした シス テ ムが普 及す れ ば普 及 す る

ほ ど,そ の利 用 者 と して登 場 す る者は,十 分 な知 識 を もった専 門 家 グ ルー プで

は な く,正 に一 般大 衆 とい う こと に な ろ う。 この 意 味 に おい て,こ の 素人 の拙
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文 が 多少 な りと も参考 となれ ば幸 い で あ る 。

MACシ ス テ ムの端 末装 置 は,昨 年 末,撤 去 され,か わ って つ い先 月,新 ら

しいFACOMTSSの 端 末 装置 が設 置 され た 。 この利 用 の た めの 講習 会 が

現 在,(財)日 本 情 報 処理 開 発 セ ンター に おい て 開催 され て お り,こ れ に先 だ

ち受 講 者 に対 す るア ンケ ー ト調 査 が あ った が,そ の設 問 中 に あ ったMACシ ス

テ ム利 用 経験 の有 無 につ い て は,大 部分 の もの が 経験 な し と答 え ていた。MAC

シ ス テ ム の 利 用者 の 大 部 分 は転 勤 によ り,現 在,各 地 で活 躍 して い る。FA

COMTSSも 新 た な利 用者 を通 じ,コ ン ピ ュー タ ・マ イ ン ド醸 成 の一 助 と

な る こ とで あ ろ う。

3.4使 用状 況 とそ の 評 価・…(3)

昭 和45年6月 に 出 され たMACシ ス テ ムの 報告 「遠 隔 情報 処 理 シ ス テ ムの

研 究 開発 」に おい て 電 々公 社 に お け る利 用状 況 の概 括 的 な報告 はす で に行 なわ

れ て お り,昭 和46年5月 に出 され た同報 告 に おい て は利 用 内 容 に つ いて の ア

ンケー ト調査 結果 が 述 べ られ た 。本 年 は これ らの 報告 の 内容 を充 実 させ 信頼 度

の高 い資 料 とす るた め,昨 年 と全 く同様 の ア ンケー ト調 査 を行 ない デー タを前

年 と比 較 し なが らMACシ ス テ ムにっ い て考 察 してみ た 。 ・

電 々公 社 に おい て は,技 術局 第 二 調査 係 がMACの 管理 を任 せ られ た 関係 か

ら利 用 者 は技 術 局 の担 当者 が大 部 分 で あ った 。利 用 方法 は 前 年 と同 様,職 員が

必 要 な時 に い つで も気 軽 に使 え る よ うに予約 制 や時 間管 理 は 行 な わず 各 自の 自

主 性 に任せ た 。 した が ってMACを 利 用 したい 人 は直接 守 衛室 で デー タ端末 室

の鍵 を借 り自由 に使 用 して いた 。

昨 年度 の利 用者 は約60名 で あ った が,本 年 の利 用者 は 少 な く,約15名 で

あ った 。 この原 因 は利 用 者 が大 部分 公 社 の新 入 社 員 で あ り,訓 練 の 関係 か ら毎

年 異 動 が あ るた め と,昭 和45年12月 か らデ ー タ端 末室 に電 々公 社 の科 学 技

術計 算 シス テ ム(DEMOS)の 端末 が一 台設 置 され,MACと 同様 に 自由 に

使 用で き る様 に な ったた めで あ ろ う。
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3.4.1ア ンケー ト調査 の実 行

昨 年 度 に おい て実 施 した ア ンケー トと同様 の ア ンケー トをMAC利 用者15

名 に配 布 したが,出 張 等 の 関係 か ら回収 で き た アン ケ ー トは11件 で あ った 。

サ ンプル数 が少 ない た め統 計 的 に処理 す るこ とは そ の効 果 の 上で は 疑 問 もあ ろ

うが,昨 年 度 との 比 較 を し考 察 をす る材 料 に な るで あ ろ う。 なお11名 の解 答

者 の うち5名 は前年 度 か ら引続 い てMACを 利 用 して い る もの で あ った 。 ま た

MAC利 用 者 は大 部 分DEMOSの 利 用経験 者 で あ った 。

ア ンケ ー トの 質 問 形 式 に つ いて は,日 本 情報 処理 開 発 セ ンター発 行 の 「遠 隔

情 報 処理 シス テ ムの研 究 開 発 」(昭 和46年5月 発 行)の 使 用状 況 と評価(例

の3)を 参 照 され た い 。

3.4.2ア ンケー トの調 査 結 果

ア ンケー トの 設 問 に従 って電 々公社 技 術 局 で の使 用 状 況 を昨 年 度 の結 果 と比

較 しつ つ 以下 に解 説 す る。 な お昨年 度 と同 様 の結 果 ので た もの につ い て は概 略

に とどめ た 。P .33以 降 に調 査 結果 をま とめ て表 に して あ るので 参照 され た い 。

(1)利 用者 関連

イ.利 用者 の年 令 は20代 後 半 の 若 い人 が主 で あ る。

ロ.利 用 者 の担 当 業務 は広 く全 般 にわ た って い るが,昨 年 よ く利 用 してい た

部門 は相変 らず 各 自 の仕 事 にMACを 良 く利 用 して お り,MAC存 続 を希

望 す る もの が多 か った 。

ハ.利 用 者 の在 職 年数 は 平均3年 と短 か い が技 術革 新 の激 しい電 気 通 信技 術

者 として は,業 務 の 中 心 的 存在 とな って い る者 が 大部 分 で あ る。 した が っ

て計 算機 を使 用 す る要求 も強 く,自 由 に使 用 で き るMACは 不 可欠 とな っ

てい た。

二.計 算機 使 用経 験

90%の 人 はMAC使 用 以前 か ら計 算 機 を使 用 した経験 が あ り,MAC

に対 して も何 の 抵 抗 もな く利 用 で きた者 が 多 い 。

ホ.専 攻 課 程
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大 学 時代 の 専 攻 課程 は90%が 電 気 ・電 子 系 で あ り,こ れ もMACを 気

軽 に使 え る一 因 で あ る。

(2)使 用時 間 及 び頻 度

イ.月 平 均使 用 回数

前 年 度 平 均 月3回 程 度 と比 べ,使 用 回数 が 減 って80%は 月2回 程 度 で

あ る。

ロ.一 回 当 り平 均 端 末 占有 時 間

前 年 は2～3時 間が 主で あ った が本 年 は1～2時 間 が主 で あ る。

これ らの使 用 回 数 及 び使 用時 間の 減少 は 同室 に設置 され たDEMOSの 影
、

響で あ る。 ちなみ にMAC利 用者 の大 部 分 はDEMOSの 利 用経験 者 で あ る 。

(31プ ログ ラ ム関連

イ.ス テ ップ数

平均 プ ログ ラ ム ス テ ップ数 は 昨 年 よ りや や少 な く81%が50～100

ス テ ップ程 度 で あ る。

最 大 プ ログ ラ ム ス テ ップ数 につ い て は,昨 年 は ス テ ップ数 が 多 くな るに

した が って利 用 者 も少 な くな る傾 向 で あ ったが,本 年 は100～150ス

テ ップ と200～300ス テ ップに二 つ の 山が あ る形 とな った 。

デー タス テ ップ数 は昨 年 に 比 して増 加 の傾 向で あ る 。

ロ.使 用言 語

昨年 と同 様全 員 フ ォー トラ ン を使 用 し てい る。

MACの フ ォー トラ ンに対 して全 員が 完 全 で は な い に して も満 足 して お

り,他 の言 語 の 使 用希 望 は ほ とん どな か った 。

(4)計 算 処 理 業務

昨年 約 半 数 をしめ てい た科 学技 術理 論 の考 察 は46%か ら13%に 減 少 し ・

昨 年6%し か な か った各 種 実験,試 験 の デ ー タ分析 整 理 が33%と 最大 に な

った の が注 目され る。

以 下 に 本年 度 の 計算 処 理項 目を列 記す る。
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s

・XB交 換 機 関係 の索 引表 の作 成 。

・各 種 サー ビス〈Dパ ワー ス ペ ク トラムの計算 。

・ トラ フ ィ ックセ ン タの計 算 。

・固 体 電 子化 装 置 信頼 度調 査 。

・FM～FMINTERFERENCENOISEの 計 算 。

・デー タの 部 分的 平 均 ,標 準 偏 差 が 分 か って い る場 合 の全 デー タの平均,標

準 偏 差 の算 出 。

・情報 転 送 方 式 の年 経 費比 較 。

・上記 の一方 式 を使 用 した場 合 の一 加 入者 当 りの月 額 経 費算 出 。

・PBS ,ADSの 一 加 入 者 当 りの月額 経 費 算 出 。

・加 入数,子 馬数 を変 化 させ た場 合の 集 約化 の数 表 作 成 。

(5)MACの 存 続 につ い て

MACは す で に仕 事 に密着 して い るた め存 続希 望 が大 多数 で あ る 。半 永久

的 とい う意 見 もあ り,TSSの 便 利 さが良 くわ か る。現 在 同 室 にDEMOS

の端 末 が あ り利 用者 に と っては2台 の計 算機 端 末 が使 用 で き るわ け で あ るが,

使用 時 間 は いつ も誰 か が端 末 を 占有 してい る状 態 で あ り,鍵 の取 り合 いが 心

配 され るた め端 末 室 の鍵 の 管 理 を検 討 し てい る程 で あ る。

(6)コ マ ン ド関連

イ.一 度 も使 わ れ な い コ マ ン ドは 昨年 とほ とん ど同 様 で,COUTPUT,

SAVE,PULL,INQUIRYで あ った 。

ロ.コ マ ン ドの使 用 感想 は他 に比 較 す る シス テ ムが少 な い た め,ど ち らと も

言 えない とい う解 答 が 多 い もの と思 われ,慣 れ て しま った人 は使 い易 い と

答 えて い るよ うで あ る。

ハ .コ マ ン ドネー ムにつ い て も上 記 と同様 の こ とが言 え るが,一 般 的 に覚 え

易 い よ うで あ る。

二.コ マ ン ドパ ラメー タの構 成 は 工 夫 の必 要 が あ るとい う意 見 が30%～

64%に 増加 してい る 。'
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コ マ ン ドに 関 して下 記 の様 な意 見 が あ った 。

INPUTU,と 入れ る と ころを 誤 ってINPUTS,と 入れ た 場 合,

前 に入 れ た 内容 が 消 去 され て しま い再 度 打 直 さね ば な らない 。

コ ンパ イル の場 合 一 コ マ ン ドで動 作す るよ うに した方 が よい 。

(7)応 答速 度

応答 速 度,キ ー ボー ド印字 速 度,コ ン ピ ュー タの 計算 処 理 速 度 につ い て 意

識 しな い とい う意 見 が それ ぞれ23%か ら36%,5%か ら45%,27%

か ら73%と 増 加 して い るが,こ れ は利 用 者 に と って不 満が それ だ け前 年 よ

り少 な くな って い る ことに な る。

(8)セ ンター とキ ー ボー ドの故 障

イ.昨 年 と同様,大 部 分 が故 障 経験 者 で あ る。

ロ.端 末装 置,MODEM,通 話装 置 に つ い ては 大 部分 満足 し てい る。

ハ.紙 テー プ装 置 は使 い に くい とい う意 見 が27%か ら50%に 増 加 して い

る。

二.MAC使 用 中 に電 源 を落 してや り直 した経 験 は約80%の 人 が あ るが,

そ の原 因 は 昨 年 とは変 わ り大 部分便 用 者 側 に あ り,操 作法 の 勉 強 不足 が主

な理 由 で あ る 。

(9)MAC使 用 法 の 習得

イ.MACの マニ ュアル は部 数 が少 な く各 部 門 で代 々受 け つが れ て い るが,

主 に友 達 に教 わ って い る。 また本年 は 講 習 会 に よ るとい う意 見 は一 件 もな

か った 。

ロ.MACの 修 得 につ い ては 約80%の 人 が それ 程 苦 労 な しに約1時 間 程 度

で修 得 して い る。

3.4.3ま とめ

使 用感想 は昨 年 とほ とん ど変 らずMACは 非 常 に有 用で あ るとい え よ う。 し

か しなが らこれ は計 算 機 に対す る需 要 と供 給 の ア ンバ ラ ンスか ら導 かれ る結 果

で あ り,ど ん な不 便 な もので も良 いか ら計算 機 が使 いた い とい う要求 が強 く,
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比 較す るシ ステ ムが少 ない た め この ア ンケー トに おい て満足 で あ るとい う解 答

が な され て い る もの で あろ う。利 用者 は若 さに もの を言 わせ 少 し ぐらい の不 便

さは乗 り越 えて しま って い るの で あ る。 す なわ ち この 裏側 には使 い たい けれ ど

も操 作 がめ ん ど うで 使 えな い とい う人 も多数 い る もの と思 わ れ る。 した が って

まだMACシ ス テ ムは完全 な もの とは 言 い難 い 。

常 に技 術 開発 の最 先 端 を行 く ものは,自 分 で 自 分 にむ ち打 って よ り便利 な シ

ス テム を開発 す る必 要 が あ ろ う。

その・一助 と して この ア ンケ ー ト調 査 の結 果 が 多少 な りと も貢 献 す るこ とがで

きれ ば幸 で あ る。
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使用割合(%)
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BYE
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INPUT
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OUTPUT
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COPY
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END

ASSIGN

COMPUTE

ASK
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TEACH

0 50 100

問20

コマ ン ド使 用状況

一37一



使 いに くい

45年 度

46年 度

～

使賜 い57%L どち らとも言 えない
38%

/
36% 9%55%

問21

コマ ン ドの使 用感想

,

覚 えに くい

45年 度

46年 度

1
覚え易い どちらとも言えない

57%9%34%

/
54% 9%36%

問22

コ マ ン ドネ ー ム は?

`

45年 度

46年 度

うまくできで 、る
25%

工夫の必要があ・る どちらとも言えない
30%45%

＼

27% 64% 9%

問23

コマ ン ドパ ラメ ータの

構成 は?

45年 度

46年 度

遅 い

77%

意識 しない

23%

/
64% 36%

問24

コマン ド応答 速度 は?

意識しない

45年 度

46年 度

ノ

遅 い

86%

ξ
%

その他

9%

＼
55% 45%

問25

キー ボー ドの 印字速 度 は?

一38一



45年 度

46年 度

その他

十
早 い
14%

遅 い
55%

意識 しない
27%

4
%

/＼
27% 73%

問26

コ ン ピュータの 計算処 理

速 度 は?

¶

`
45年 度

46年 度

YES
68%

NO
32%

/

64% 36%

問27

割 当 ファイル制限 の ため

に計算 で きなか った こ と

が あ るか?

45年 度

46年 度

NO

1
YES

95%
5
%

/
82%1.8%

問28

セ ン ター又 は キ ーボー ド

の障害 を経験 したか?

●

45年 度

46年 度

使い易い 使いにくい
59%23%

意識 しない
18%

/
73% 27%

問29

端末 各装置は使い易いか?

キ ー ボ ー ド

使 い に くい

45年 度

46年 度

5
使い易い
36%

5
%

意 識 しない
59%

//
27% 9%64%

MODEM
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45年 度

46年 度

使い易い
36%

使いにくい 意識しない
27%47%

/＼
30% 50% 、。元

級 テー プ装 置

,

、

45年 度

46年 度

使い易い

5
%

使 い に くい
32%

意識しない
63%

100%

通話装置 h

45年 度

46年 度

な し

}
度 々
14%

何 回か あ る
81%

5
%

//
82%18%

問30

MAC使 用中 に電源 を

落 して や り直 した経 験

は?

45年 度

46年 度

使 用 者
17%

セ.ン タ

39%

端末 その他
11%33%

80% 20%

原因は?

45年 度

46年 度

操作法の勉強不足
73%

その 他
27%

100%

理由は?
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紙 テ ープ

45年 度

46年 度

/

戦 識 直接キ… ・鑑 一プの両方

＼
27% 9% 64%

問31

プログラムの入力方 法 は?

句

㎏̀ デ→ 入力経 直接 キーボードから 紙 テープ
45年 度

馳 し18%27%にi婦 用いる45%

46年 度 27%

キ ーボー ド,紙 テー プ両方 を 問32

37%

デーダの入力方法は?

45年 度

46年 度

友人に教わった50%
マ ニュアルで 自習 そ の他

27%23%

＼
71% 29%

問33

MAC使 用方法 は ど う

や つて勉強?

●

45年 度

46年 度

読ん だ ことな し
29%

わか り易 い

19%

わか りに くい
29%

意識しない
23%

/
27%9%18% 46%

問34

マニコアル はわか り易 いか?

NO

45年

46年

度

度

YES55%
1
5%
それ程 苦労 しなか った

40%

/＼
46%17% 37%

問35

MACは 簡単 に修得

で きた か?
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45年 度

46年 度

30分
14%

1時 間2時 間

18%18%

半 日1日
36%14%

/＼/
9% 37% 18% 18%

2日

9%

3日

9%

問36

一通 り使 えるよ うにな る

のに どの位 かか つたか?

■

45年 度

46年 度

YEsNC
85%《}名

その他

10%

＼
78% 22%

問37

デバ ッグはや り易 い か? し

その他

45年 度

46年 度

YES

29%

NO

66%

1
5%

//
20% 70% 9%

問38

UEPコ ー ドはわ か り

易い か?

45年 度

46年 度

その
〉

YESO
90%%拓%

YES
100%

問39

MACは 会 話型TSS

の特 徴が生 か されて い

るか?

100

←人数(%) 50 0

1.最終結果 が早 く得 られ る

2デ バ ッグが や り易 い

3.自 由 に使 える

4.論理 ミスがみっ け易い

5.プ ログラム変更 が容易

6.そ の他
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問40MACの 不便 な点 は?

■

100

←人数 50 0

Lキ ーボードか らの プログラム うち込みが 面倒であ る。

2.エラーメッセージ(UEPコ ード)がわか りに くい。

3.論理 ミスを見 つけに くい

4.カー ドリーダーがないこ と

5,センター傭 十算時間が長い時 正常に計算 しa・ るかどうが硯 よこと

6,センタ ・ダウンの表示がない事

7.障害問合せ の為に通話 装置 を使 づ民 応答 して くれない

8.セ ンタダウンでフ ァイルが リカバーされない

9.センタダウンの時途中まで行な った処理 を初めか らやり直す必要 がある
。

10,そ の他

45年 度

46年 度

延長希望
86%

現状でよ
い14%

土,日 曜に も使い たい41%1

39%190%

問41

MACの 稼 動時間

45年 度

46年 度

Y: DS

5%

NO

95%

/
NO

100%

問42

パスワード使用経験

■

45年 度

46年 度

YES
29%

NO
71%

＼
36% β4%

問43

ライブラリ使用経験
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3.5使 用 状況 とそ の 評 価 …(4)

財 団法 人 日本 情報 処理 開発 セ ンター が コ ン ビ。ユ一 夕 と端 末 機 を通信 回線 で結

び,遠 隔地 か らコ ン ビ㌧ 一 夕を制 御 して作 業 を遂 行 す る遠 隔 情報 処 理 シス テ ム

を開発 す るプ ロジ ェク トの 一環 と して,昭 和44年10月 当機 械振 興 協会 経 済

研究 所 に 端 末機 が設 置 され て か ら早 く も2年 半 が経 過 した 。

この間 に,端 末機 の タ イ プ ラ イタや デ ー タ ・ス テー シ 。ン温 度 調 整 用 プ ア ン

か ら発 す る騒音 に悩 ま され て いた こ と と,外 部 に対 す るデモンス トレ ー シ。ンの

目的 もあ って,45年6月 に研 究 所 図 書 館 内 に 完全 防音 壁 を施 した端 末 機室 を

設 け,当 初 設 置 され て いた 研究 室 か らこの 部 屋 に移 転 した 。 この結 果,騒 音 防

止 効果 や デモンス トレ ー シ.ン と して の効果 の 他 に,防 音 壁 が騒 音 を吸 収 す るた

め,端 末 機 の オペ レー ト上 非常 に作 業 が しや す くな った 。

本稿 は,端 末 機 が設 置 され た ころか ら現在 まで の利 用状 況 とそ の作 業 内容,

さ らに,作 業結 果 に っ い て感 じた点 にっ いて 述べ る もので あ る。利 用の 内容 と

い う点 で は,従 来,外 部 に委 託 して きた業 務 も,業 務 内容 に よ って はで き る限

り端 末 機 を利 用す るとい う方 針 か ら,除 々 に そ め適 用範 囲 は拡 大 して きてい る。

しか し,端 末 機 に与 え られ てい る能 力 範 囲,ま た,当 方 に コ ン ピ ュー タに 関す

る専 門 的知 識 を持 つ 者 が い な いた め,端 末機 を利 用 す るに あ た って,研 究 業務

を シス テ マ テ ィ ックに体 系 付 けて 組 み 入れ てゆ くかは 今後 の課 題 と して残 され

てい る。

3.5.1適 用 業務 とそ の 感想

当研 究所 は,わ が 国 「機械 工 業 」の健 全 な る発 展 とその振 興 に 寄与 す るた め

の諸施 策 の指 針 を得 るた め に,「 機 械工 業 」を 中心 とす る経 済 問題 お よ び経営

問題 に つい て 調 査 研究 を行 な うこ とを 目的 とす る研究 機 関で あ る。 しか し,ひ

と くちに 「機 械 工 業 」と言 って もそ の 内容 は複 雑 で,ま た ア プ ロー チ の方 法 も

い ろい ろ研 究 され て い る。 た と えば,機 械 工 業 の 業 種別 動 向 を問 題 にす る場 合
`

も,需 要予 測,生 産,輸 出,在 庫,流 通問 題 と さ ま ざま な側 面 が あ り,こ れ ら
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⑨

が また 相互 に関連 し合 って一 つ の テー マ を分 析 す るに もその方 法 た るや さま ざ

まな もの が考 え られ る,し た が って,こ れ らの調 査 研究 業務 に端 末 機 を組 み入

れ る場 合,い か に シ ステ マテ ィ ックに体 系 付 け るか は非 常 に難 か しい 問 題 と

言 え る。ま た,調 査 資 料 に つい て も,コ ン ピ ュー タ利 用 とい う面 で も整 備 され

て い る一般 的 な官 庁 統 計 か ら,あ るプ ロ ジ ェク トテー マに限 定 され る よ うな特

殊 な資 料へ の需 要が 高 ま って きて お り,反 面 特 殊 な資料 は逆 に そ の利 用 度 とい

う点 で 若干 問 題が あ る。

この よ うに,端 末 機 を利 用 す るに当 って,我 々の 業務 は ルー チ ン ワー ク 的 な

性格 が うす く○ ま た,コ ン ピ ュー タの 作 業 能 力 とい う点 か ら考 え て,日 常 計 算

業務 の申 で 比 較 的 計算 プ ロセ スが長 く,特 に,デ ー タ数が 多 い よ うな仕 事 に利

用 して い る。 その 作 業 内容 は,

① 増 加 率 お よび構 成 比 の演算

② 成長 率 の 演算

③ 移 動 平 均 お よ び加 重 平 均 の演 算

④ 弾 性値 の 演算

⑤ 成長 曲 線(ロ ジス テ ィ ・ク曲 線,ゴ ン〔 ル ッ曲線)

⑥ 回帰 分析

⑦ 標 準 偏 差

⑧ そ の他(各 自の プ ログ ラ ム)

な どが上 げ られ る・ これ らの プ ログ ラ ム は日 常 よ く利 用 され,そ の実 行 に当 っ

て は電卓 の よ うに手軽 にで き るよ うに して お か な けれ ばな らず,プ ログ ラ ムの

汎 用 性 を非常 に 高 い もの に作成 して おか な けれ ば な らない 。す なわ ち,端 末機

を使 用 す る者 に一 応 の コマ ン ドを身 に付 け て お け ば,デ ー タ数 とデー タ を入 力

す れ ば初期 の 目的 を達 成 で き るよ うにす る こ とで あ る。 この た めに もプ ロ グ ラ

ムの汎 用 性 を最 高 の もの に してお くと同時 に ,コ ンパ イル に成功 した プ ロ グ ラ

ムに つい ては 必 ず紙 テー プに出 力 して指 定 され た場所 に保 存 して お く。 また,

その 内容 を印 字 し,計 算 要 領 と入力 の 情報 お よ び出 力の形 式 な どの コメ ン トを
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記 入 しプ ログ ラ ム フ ァイ ルに ま とめ る。 こ うして整 理 して お け ば,他 人 の プ ロ

グ ラ ム を利 用 す るに 当 って も簡 単 に作 業が遂 行で き,今 まで電 卓 を利 用 して い

た者 に と って,デ ー タ入 力 ミス さ え なけれ ば,電 卓 の場 合 に生 じ る読 取 り,転

記 ミスが 防 げ る と同 時 に 印刷 まで 完 了 し,労 力 の 削減 とい う意 味で 大 きな効果

を上 げ て きて い る。

しか し なが ら,各 自が 自由 に端 末 機 を使 用す る ことは,デ ー タ ・フ ァイルな

どを 自 由 に登 録 しデ ィス クの 内容 が混 乱 して しま うた め,後 述 す る需 要予 測 の

作 業 との 関係 か らデ ィス ク管 理 に支 障 を きたす 。 そ こで,一 つ の 作 業 が完 了 す

れ ば,必 要 な情 報 をテー プ ・パ ンチ す る と同 時 に そ の内 容 を印 字 し,フ ァイル

した後 に今 まで 使 用 した情 報 をデ ィス クか ら消 去 して お く。 これ を義 務 付 けれ

ば,デ ィス クが オー バ ー す る事 な く,ま た,以 前 に行 な った 作 業 を再 び行 な う

場 合 に必 要 な 部分 を修 正す るだ けで 簡 単 に処 理 で き る とい うメ リ ッ トが得 られ

た 。 しか し,こ こで 問 題 とな るの は,端 末機 の入 出力 の能 力 か ら,情 報 の保存

は 紙 テー プに しか取 れ ず,紙 テ ー プの寿 命 は非 常 に短 か く,デ ー タ お よび プ ロ

グ ラ ムの一 部 変 更 は修 正 用 フ ァイル を入 力 してUPDATEコ マ ン ドにて処 理

で き る もの の,カ ー ドを使 用 すれ ば,そ の部 分 の カー ドの 入れ 替 えに よ って よ

り一 層 簡 単 に行 な え る。 この よ うに,作 業 の効 率 化,ま た,デ ー タの保 存 の上

で痛 感 す るの は,セ ンター 計 算 機 室 に設置 され て い る カー ド ・リー ダー(端 末

機 用 カー ド ・リー ダー)を 各 端 末 に も設 置 して欲 しい とい うこ とで あ る・

ま た,こ の こ とは作 業 中 に しば しば生 じ る こ となの だが,作 業中"WAIT"

指 示 が あ ってか ら次 の コマ ン ド入 力 まで 相 当待 ち時 間が か か り,こ の 旨 セ ンタ

ー に連絡 すれ ば コ ン ピュー タが ダ ウ ンしてい る との 回答 で時 間 を無 駄 に費 や し

で しま う ことが あ る。 この'よ うな 時 間 の 浪 費 を な くす た めに もコ ンピ ュー タが

実 行 中 なの か,あ るい は何 らかの 故 障 が生 じて ス トップし てい るか の シグ ナル

を各 端 末 に知 らせ て も らえれ ば,そ の 間 テー プ パ ンチを行 な った り,他 の仕 事

に 当れ 作 業 能率 もか な り上 るだ ろ う。

端 末 機 の 比較 的 日常研 究 業務 へ の適 用 とその感 想 めい た 事 を述 べ て きた が,
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この他 に,ル ー チ ン ワー ク的 な業 務 と して需 要 予測 もし くは生 産 予 測 へ も適 用

して い る。 この需 要 予 測 へ の適 用 は前 回 の報 告 で も若 干 ふ れ たの だが,こ れ は

当研究 所 プ ロ ジ ェク トの な かで も長 期継 続 プ ロ ジェ ク トで あ り,予 測 とい う目

的か ら もコ ン ピ ュー タに依 存 す る部分 が ほ とん どで,そ の予 測手 法 も年 々改良

を加 えて き てい る。

従来,予 測 とい え ば計 量 経 済手 法 を用 い る もの が 多 か った が,こ の 計量 モデ

ル に産 業連 関 モ デル を連 動 させ て,各 産 業間 に斉 合性 の あ る信 頼 度 の高 い 予測

値 を得 る方 法 が,ア メ リカの メ リー ラ ン ド大 学 ク ロ ッパ ー ・ア ルモ ン教 授 に よ

って開 発 され た いわ ゆ る メ リー ラ ン ドモデ ル(図 一6参 照)が あ る 。 この モデ

ル の特徴 は,① 各産 業 間 に もた らされ た生 産技 術変 化,② 他 産 業 の 生産 技 術変

化 に伴 な う当該 産 業へ の影 響,③ 消 費 支 出 な どの最 終需 要量 の 変 化 と産 業部 門

へ の配 分構 造 の変 化,④ 労 働力,特 に技 術労 働 力 と事 務 的労 働 力 の 変 化,さ ら

に,⑤ 国際 環境 の変 化 な ど を全 体 的 に考 慮 し なが ら予 測 で き る手 法 で あ る。我

我 は この メ リー ラ ン ドモ デ ルに基 軸 を置 きなが ら,「 機 械工 業 」の 諸 問 題 を解

明す るた め に若干 の 面 で 拡 充 し,我 々の モテ ル を昭 和45年 度 に構 築 した 。 こ

の モデ ル をKSKモ デ ル(機 械 振 興 協 会 モデ ル の略)と 名付 け て い る。

こ こで,メ リー ラ ン ドモ デル を示 し,こ れ に もとつ くKSKモ デ ル の概 要 を

紹 介 し,本 年 度 に加 えた改 良 部分 に つい て① お よ び② の 各 産 業 間 の技 術問 題 お

よび③ の最 終 需 要 の構 造 変 化 をい か に推 定 す るか につ い て述 べ,そ の 計算 を端

末 機 によ って行 な った た め に これ らを中 心 と して述べ よ う。

図 一7か ら も明 らか な よ うに,KSKモ デ ルは 計量 モデ ル と産 業連 関 モ デル

を綜 合 した連動 モデ ル に よ って成 って お り,産 業連 関 モ デ ルに与 え るべ き項 目

別 最 終需 要(民 間消 費支 出,政 府 支 出,投 資,一)総 額 を計 量 モデ ル に よ り推

定 す る。 さ らに,こ れ らの各 最終 需 要 項 目 を別途 回帰 分 析 な どの手 法 で 推定 し

た コ ンバー ター ・マ トリ ックス(費 目別 ・品 目別消 費 マ トリ ックス,品 目別 ・

仕 向 地 別輸 出 マ ト リックス,資 本 形 成 マ トリ ック ス等)を 使 用 して最 終 需 要 の

品 目分 割 を行 な う。
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図 一6メ リ ー ラ ン ド ・モ デ ル(フ ロ ー ・ チ ャ ー ト)
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一方 ,産 業連 関 モ デ ル につ い て は,国 が 公表 してい る35年,40年 産 業連

関表(450×330部 門)に つ い て,機 械工 業 を中 心 と した需 要 予 測 の 目的

か らも,金 属 ・機械 関 係部 門 を他 部 門 よ り細 か く分類 した"機 械 工 業分 析 用産

業連 関表"(76部 門 分類)に 組 み替 え,こ の2表 か ら投 入 係数(A3∴,A鳩)
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図 一7KSK予 測 モデ ル の し くみ
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を算 出 す る。次 に,.計 量 モ デ ルの方 で予 測 目標 時点 で の最終 需 要量 を推 定 して

い るの で,産 業連 関 モデ ル の諸 指標 も この 時点 に延 長 した もの を使 用 し な けれ

ば な らな い 。て の た め,投 入 構 造 の変 化 を捉 え るた め に,A3∴ とA鳩 を 用い て

RAS法 に て 目標 時点 の投 入 係数AO
り を求 め る。 さ らに,こ のAOi].を 逆 転 して
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逆 行 列系 数 マ トリ ックスBOり を算 出 す る・ こ うして求 め られ た逆 行 列系 数 マ ト

リックス にあ らか じ め推 定 して お いた項 目別 最 終需 要(消 費 マ ト リック ス,輸

出 マ ト リ ・ク ス等)を かけ合 せ る こ とによ って,最 終 目標 で あ る一般 均 衡 産 出

解,す なわ ち,各 部門 の生 産 額 を求 め る。

KSKモ デル の概 要 を述べ た のだ が,こ うして得 られ た生 産 額 が 果 して実 現

可 能 な レベ ルな の か否 か の検 討 を行 な うた め,モ デ ル 以 外 の他 の統 計 か ら得 ら

れ る各 種 の指 標か らの比 較,さ らに労 働 面 か らの チ ェ ッ クを行 な う。 もし満 足

で き る値 が得 られ な けれ ば,各 ステ ップ に戻 って検 討 し,再 び 同様 な プ ロセ ス

か ら新 た な る予測 を行 な う とい うフ ィー ドバ ック ・シス テ ムに な ってい る。 な

お,労 働 面 か らの 分析 として,職 種 別 ・産 業別労 働投 入 係 数 マ ト リ ックス を作

成 し,各 部 門 の生 産 額 を達 成 す る に必 要 な労 働 面 を推 定 す るの で あ るが,こ れ

に 関 して は,前 回の報 告 で その 具体 的 な プ ロセ ス を述 べ て い るの で こ こでは 省

略 す る。

以上,KSKモ デ ルの 内容 を簡 単 に述べ た のだ が,・ この モデ ル分 析 に当 って

端 末機 を どの よ うに利 用 して い るか をKSKモ デ ルの フ ロー ・チ ャー トを示 し

その 中 に ま とめ て み たの が 図 一8で あ る。

この モデ ル全 体 を動 か そ うと試 み たの だ が,ttcoreexceeded"の メ ッセ

ー ジが打 出 され実 行 で きな か った た め ,フ ロー ・チ ャー トに示 した よ うに,モ

デ ル をい くつ かに分 割 して 部 分 的 な作 業 に分 け て端 末 機 を利 用 せ ざ るを得 なか

った。 具 体的 には,ま ず 国 の 公 表 す る450×330部 門 の 産 業連 関表 を我 々

の機械 工 業分 析 用76部 門 産 業 連 関表 へ の 統 合 お よ び組 み替 え作 業,さ らに,

こ こか ら得 られ た投 入係 数 を利 用 し て 目標 時 点 の投 入 係 数(AOり)をRASモ

デ ル に よ って推 定 した 。 計 量 モデ ル か ら得 られ る最 終 需 要量 の予 測 に 関 しては,

マ ク ロ ・エ コ ノメ トリ ックス ・モ デ ルの プ ログ ラムが登 録 され て お らず,ま た

端 末機 の能 力 もあ って,こ の 部分 につ い て は 外部 に委 託 した 。 しか し,こ れ ら

の 最終 需 要 を品 目分 割 す るた め の コ ンバー タ ・マ ト リ ック ス作成 作 業 につ いて

は端 末機 を利 用 して い る。 さ らに,産 業 別 必 要投 入労 働 力 の推 定 につ い て も,
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図 一8 KSKモ デ ル の フ ロー ・チ ャー ト

(統合作業)

(統合作業)
民
間
消
費
支
出

甲
(推 定)

RAS法 モデル

投 入 係数 予測

在

庫

投

資

資
本
形
成

マ
ト
リ
ッ
ク
ス

国
内
固
定
資

マ クロ ・エ コノメ トリック ・モデ ルに よる項 目別最終需要総額の予測

(デ ー タ加工 ・統 合作業)

(注)1.カ ッコ内の 作業を端末に ておLな ってい る。

2.㊨ 印 はフィー ドバ ックをす る事 を示 す。

目標時点の生産額

項 目別最終需 要

の品 目分割 のた

めの列べ クトル

の推定回帰 分析
・積上げ等

産業別 ・職種別労働投入係数

(予 測作業)

産 業別'職 種別就業者 マ トリックス

(国 調 ベース ・加工統合)

産 業 別 必 要 労 働 借

(時 系 列推 定)



総理 府 「国勢 調 査 」,労 働 省 「産 業連 関表 の就 業者 数 ・雇 用 者数 お よび雇 用 者

所 得 額 の推 計 報 告 」か ら職 業別 ・産 業別 労 働 投入 係数 マ ト リ ックスを作 成 し そ

の演 算 を実 行 して い る 。

これ まで,こ の モ テ ル分析 の経 験 か ら,最 も重 要 な部 分 は最 終 需 要 の品 目分

割 を どの よ うに行 な うか とい う こと と,投 入構 造 変化 をい かに捉 え るか とい う

こ とにあ る。 そ こで,こ の最 終 需 要構 造 変 化 を よ り詳 細 に把 握 す るた め,消 費,

投 資,輸 出 に つ い て時 系 列 に各 マ ト リック ス を作 成 し,そ の構 造 変 化 のパ ター

ンを回帰 分 析手 法 に て推 定 す る方 法 を用 い た 。 この3項 目の 中 で,特 に消 費 支

出 につ いて,端 末機 へ の適 用 プ ロセ ス を述 べ よ う。

消 費 マ ト リ ックス作 成 に当 って,総 理 府 「家 計 調 査 」,農 林 省 「農 家経 済調

査 」,さ らに,経 済企 画庁 の都 市 お よび農 家 世帯 数 を利 用 した 。 まず,こ れ ら

の統 計 に基 づ い て,我 々の産 業 連 関表 の部 門 に都 市 およ び農 家 におけ る一 世帯

当 りの消 費 支 出額 の品 目 を対 比 させ て76部 門 に統 合 す る。 さ らに,こ れ らを

飲食 費,住 居 費,光 熱 費,被 服 費,雑 費 な どの 費 目に分 割 し,国 民所 得 ベー ス

での 個人 消 費支 出 を算 出 す るた め に,都 市 世帯 数 ・農 林 世帯 数 で ウエ イ ト付 け

を行 な って都市 に お け る消費 と農 村 にお け る消 費 を統 合 す る。 この 統合 され た

費 目別 ・品 目別 消 費支 出額 は,概 念 上 の差 が あ って産 業 連 関の最 終 需要 の消 費

支 出 に一 致 す る とは 限 って お らず,こ の ため,40年 時 点 で,消 費 マ ト リック

スか ら得 られ た 消費 額 と産 業連 関表 か ら得 られ る消 費額 を比 較 し,こ の両 者 の

差 を うめ合 わせ るた め に品 目別 ・費 目別 の配 分 にま で戻 り,さ らに,都 市,農

村 の ウエ イ ト付 け統 合 の チ ェ ・クを行 な い なが ら修 正す る。 こう して得 られ た

最終 段階 で の時 系列(38～45年)消 費 マ ト リ ック スを 回帰 分析 に よ る延 長

を行 ない,計 量 モデ ル か ら得 られ た 個人消 費支 出 を この 延長 表 に与 え る ことに

よ って品 目別 分割 お よび 費 目別 分 割 を行 な う。 この よ うな手順 で 得 られ た消 費

支 出額 を産 業連 関 モ デ ル に他 の輸 出,投 資 な どの最 終 需 要 と共 に与 え る ことに

よ って,各 産 業 部 門 間 で の一般 均 衡 産 出解 を求 め る。

以上,需 要 予 測全 般 に わた る適 用 と特 に消 費 マ トリ ック ス作成 のた め の適 用
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図 一9消 費 マ ト リ ッ ク ス の フ ロ ー ・ チ ャ ー ト
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状 況 につ い て簡 単 に と りま と めた が,前 述 の よ うに モデ ル を一 度 に動 か す こと

が不 可能 で,現 在 の端 末 機 に与 え られ たデ ィス ク ・エ リア,計 算 容量 を拡 大 し

て い た だ けれ ばそ の適 用 内容 も広 くな るの で は な いか と思 う。 また,需 要 予測

に使 用 され るデ ー タ量 は相 当 多 く,こ れ を キー ・ボー ドな い し,テ ー プか ら入

力 す るに は相 当 の時 間 と労 力 を費 や さね ば な らない 。実 際 に起 った事 で,ゼ ロ

と変 数0を 誤 っ て入 力 し たた め,プ ログ ラ ムが実 行 せ ず,そ の原 因追 求 にか な

りの 時 間 を浪 費 して しま った 。 こ うし た入 力 ミス を防 ぎ,労 力 を削減 す る意 味

で も是非 カー ド ・リー ダー を設 置 してい た だ きたい 。 その 他 感 ず る事 は,当 研

究所 で は,工 業統 計 表f生 産 動 態 統 計,通 関統 計 の電 子 計 算 機 利 用 の た めに磁

気 テー プ化 また は カー ド化 を図 って い る。 しか し,磁 気 テー プ につい て も,セ

ン ター の方 の サ ー ビス体制 か ら余 り具 体化 され て お らず,こ れ らの利 用 に 当 っ

て は外 部 に委 託 してい るの が実 情 で あ る。 これ らを実 用化 で き る体 制 を整 備 し

て い た だけれ ば端 末 機 の利 用 もさ らに高 くな る もの と考 え る 。

ヤ

膚

夕
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4NEACTSSか らFACOMTSSへ の移 行

4.1概 説

NEACTSSか らFACOMTSSの 移 行 は年度 当初 か ら着手 した が ,

その第2段 階 と して10月 か ら本 格 的 な作 業 を進 め,移 行 完 了 時 まで実 質 約 半

年 の期 間 を要 してい る。 この 間非 常 に多 岐 にわ た る作 業 を伴 な い,そ の一 部 は

現 在 進 行 中 の もの もあ るが,ユ ー ザに利 用 上 の支 障 を きた さな い こ とを前提 と

して サー ビス実 施 中 で あ る。

その移 行 時 に伴 な う作 業 は表 一5の とお りで あ る。

表 一5移 行 作 業 の 内容

種別

ラA

シ

ス

テ

ム

・
テ

ス
ト

(

(B)

対

利

用

者

サ

ー

ビ

ス

準

備

作

業

項 目

①EDITION-61

の チ ェ ック

②SGの 最 適 チ ェ 。ク

① フ ァ イ ル,プ ロ グ ラ ム

の コ ン バ ー ト

②教 育

③利用手引書の作成

④ 各種 マ ニア ルの 作 成

ヨ

⑤講習会の実施

内 容

E-61の 使 用 テ ス トを行 な い,エ ラー を摘

出 しそ の修 正 を行 な う。

SGの 仕 様 がTSS運 用 に適 合 してい るか ど

うか段 階 的 に チ ェ ック を行 ない,検 討す る 。

NEACTSSに おけ るフ ァ イル,フ 。ログ

ラム をFACOM用 に変換 す る。

端 末利 用 者 に対 す る教 育 の た め の セ ンター要

員 の養 成 を行 な う。

TSSの 加 入,利 用及 び サ ー ビス内 容全 般 に

わ た る,利 用 に 関 す る手 引 書 の 作成 を行 な う。

BACCUS,CPL,LINED等 の 解 説

書 を誰 にで も分 る よ うに作 成 す る。

端 末利 用者 に対 して各 種 マ ニア ル に従 った講

習 会 を実施 す る。
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種別

　c

運

用

準

備

作

業

(

D

セ

ン

タ

ー

ル

ー

チ

ン

仕

様

決

定

及

び

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

作

業

(

項 目

① リカバ リー対 策

② セ ン トラルダウン時 の

対処策

③TSS運 用時間の設定

① セ ンタ基準値 の設定

②1/!O割 り付 けの決 定

③ ジ ・ブ種別の決定

④ フ ァイル利用方式の決

定

⑤機密保護対策

⑥ ジ 。ブ制 御 マク ロの整

備

⑦標準化業務

内 容

フ ァイル の リカバ リー対 策 で,フ ァイ ルの破

壊 を防 ぐた め の方策 を講 じ,破 壊 され た 時の

復 元 対 策 を考 え る 。

ダ ウ ン時 の端 末 側 に対す る連 絡 等,対 処 策 を

講 じ る。

端 末利 用 者 がTSSサ ー ビス を うけ る こ とが

出 来 るセ ン トラ ルに お け る時 間 帯の設 定 。

優 先 権,処 理 装 置使 用時 間,磁 心 記 憶 占 有時

間,カ ー ド穿 孔 枚 数,印 刷 ペー ジ枚 数,行 数,

HCM,LCM占 有 許 容 語 数,入 力枚 数 にお

け る打 ち切 り最 大 値 の 設定 。

集 団 デ ィス ク,L/PのSYSOUT指 定,直 接指

定 にお け る効 率 面 か ら決 定 す る制 限 事項 の設

定 を行 な う。

特 急,急 行等 の ジ 。ブのTSSサ ー ビス時 間

帯 に流 動 可 能 な もの,不 可 能 な もの を決 定す

る。

共 用 フ ァイル,作 業 用 フ ァイ ル,専 用 フ ァイ

ルの各 々 の利 用(サ ー ビス)方 式 を決 定す る 。

パ ス ワー ド等 の設定 に よ るフ ァイ ルに対 す る

機 密 保 護 対 策 を講 じ る。

ジ.ブ 制 御 マ ク ロを体 系 的 に整 備 し,TSS

利 用 上 の規 格 を定 め る。

フ ァイ ル名,ジ ョブ名 の統 一,登 録 番号,利

用者 名,パ ス ワー ド,会 計番号 等 の設 定 方針

を標 準 化 す る。
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こ の う ち,SGの 最 適 化 チ ェ ック,リ カ バ リー 対 策,セ ン タ ・ル ー チ ンの 開

発 につ い て は 稼 動 後 も継 続 す る作 業 で あ る 。 こ こで は,ま ずFACOMTS

Sに お け るハ ー ドウ エ ア,ソ フ ト ウ エ ア の 概 要 を述 べ,更 に 上 記 準 備 作 業 の う

ち,特 に セ ン タ ・ル ー チ ン,コ ン バ ー ト作 業 に つ い て 述 べ る 。

4.2ハ ー ドウ エ ア ・シス テム

昭 和44年10月 よ り約2年 間 にわ た って 実験 的 に試行 したNEAC-2200

モデ ル500/200に よ るTSSを,昭 和47年3月 よ りFACOM230

-60のTSSに 切 り替 え る こと とな った。

NEACに よ るTSSは 開始 当初 に はい くつ かの トラ ブルが あ った が,こ の

2年 間 に一 応 シス テ ム も安 定 し軌 道 にの って きた 。 これ を何故 あ え て新 しい シ

ス テ ムに切 り替 え る か とい う理 由 に つ き少 し述 べ てみ よ う。

当 セ ン ター で 行 な って い るTSSの 実験 研 究 は通 常 の コマー シ ャル なTSS

サー ビス とは 目的 を異 にす る。NEACに よ るTSSは,記 憶 容 量,フ ァイ ル

容量,演 算 速度,オ 〔 レー テ ィング ・シス テ ム,プ ログ ラ ミング言 語 等,か な

り限 られ た範 囲 内で の実 用実 験 で あ り,そ の 段階 で の実験 研 究 の 目的 は充 分果

した と考 え られ る。 当然 次 の段 階 にお け る実験 は,ハ ー ドウエ ア,ソ フ トウエ

ア と もに よ り大 型 な もの に切 り替 え,前 シス テ ムで果 せ な か った機 能 に対 す る

実 用 実験 を行 な う ことで あ る。

そ こで 対象 とな っ た シス テ ム はFACOM230-60を 中 央装 置 と した,

セ ン トラ ルバ ッチ,リ モー トバ ッチ,デ マ ン ドの3元 の処 理 が 同時 に行 なわ れ

るFACOMタ イ ム ・シ ェア リング ・システ ムで あ る。

こ こで両 者 の シ ス テ ム を比 較 してみ る と次 の様 な相 違 が あ る 。先 ずTSSに

特 に 関係 あ るハ ー ドウエ ア構成 上 の違 い を次 に示 す 。
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表 一6NEACとFACOMの ハ ー ドウエ アの 比 較

FACOM(1語 一36ビ ッ ト) NEAC(1字=6ビ ッ ト)

速 GibsonMix 1.6μs/語

加減算速度(固 定) 1.26μs/語 6.0μs/A+B→B5桁

度 (浮 動) 2.27μs/語 4.5μs/字

HCM

記 サ イ ク ル タ イ ム 0.92μs/DW 0.188μs/字

主
容 量 160KW 524K字

記
LCM

憶
憶 サ イ ク ル タ イ ム 6.0μs/DW な し

容 量 256KW

ド 台 数 2台

装 ラ ア ク セ ス タ イ ム 平均 アクセス タイム17ms な し

ム 容 量 2.5◆6MB/台

磁 ク 台 数 9台(内1台 は予備) 5台

気 ・

置 デパ ア ク セ ス タ イ ム 平均 アクセスタイム75ms 平 均 アクセス タイム110ms

イ ソ

ス ク 容 量 29.17MB/台 9.2百 万字/台

セレクタチ ャネル3 セ レ ク タ チ ャ ネ ル4

チ ャ ネ ル 本 数

周 マルチプレクサチ ャネル1

端 機種及び台数 FACOM-R4台 タイプ ライタ6台

辺 カー ドリーダ100枚/分 カー ドリーダ2台

未 ラインプ リンタ120行/分 100枚/分

装 DTタ イ プライタ端末6台 ライ ンプ リンタ1台

装 キ ャ ラ ク タ ー デ ィ ス プ レ イ2台 200行/分

置 回線速度 FACOM-R1200BPS
.1200BPS

置 その他200BPS

そ NEAC2200-200が 端

の 末制御 管理 をおこな ってい る。

他 この機種は主記憶容量65KC

で あ る。

:FACOMの 全 シ ス テ ム 構 成 に つ い て は,図 一10を 参 照 の こ と。
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この表 か らもわ か るよ うに,NEACに 比 比較してFACOM-TSSの シス

テ ム構 成 上 の特 長 は次 の 諸 点 で あ る。

1.コ ア メ モ リを高速 と低 速 にわ け,比 較 的 大容 量 の 低 速 コ アメ モ リ(LCM)

をバ ー チ ュア ル メモ リ(VirtualMemory)と して使 用 す る。

2.ド ラ ムの併 用 に よ るメ モ リレベ ルの多 様 化 に よ って,バ ー チ ュア ル メ モ リ

の容 量 的 補充 お よ び制 御 プ ログ ラ ムの分 割格 納 に よ る シス テ ム効率 の 向 上 を

ね らってい る。た だ し現 在 の ドラムは や ＼低 速 な の で,メ ー カー の 開発 を待

ち,よ り高速 な もの に取 り換 え る計 画 が あ る。

3.磁 気 テ ィス クの容 量 は 旧 シス テ ムに比べ か な り向 上 させ た 。 しか し完 全 な

フ ァイ ル保護 の 観 点か らす る とま だ やS不 足 の 傾 向 にあ り,後 述 す る様 にオ'

ンラ イ ン情 報 検索 の実 用 化 に あた っては 決 して充 分 な もの とは言 え ない 。経

済 性 の 問 題 も含 め て今 後 の 検 討 事 項 と したい 。

4.FACOM-TSSは 端 末 用の ミニ コ ン ビ。ユー タで あ る。8K語(176

bit/w)の メモ リを持 ち,本 格 的 な リモー トバ ッチ用 端 末 コ ンピ ュー タで あ

る。 回線速 度 の 関係 か ら入 出 力装 置 の速 度 はか な り制 限 され るが,日 本 に お

け るい わゆ る会話 型 の テ マ ン ド処 理 よ り も,先 ず リモ ー トバ ッチ か ら実 用化

され る とい う一 般 の 要 請 に応 じた もの で あ る。

5.キ ャラ クタ ・デ ィス プ レ イが端 末 装置 と して 使 用 され る利 点 の1つ は,表

示 の 速時 性 とエ デ ィテ ィ ングの効 果 的 な道 具 とな り得 る こ とで あ ろ う。特 に

情 報 検索 用の端 末 と して は タ イ プ ラ イタ に比 べ は るか に優 れ てい る 。 また と

か く話 題 に な る端 末 の騒 音 とい う問 題 も解 決 され る。但 し メー カーの 開発 を

'

待 ち,ハ ー ドコ ヒ。一 機能 の付 い た デ ィス プ レイ端 末 に入 れ換 え る計 画が あ る。

4.3ソ フ トウ エ ア ・シ ス テ ム

ソ フ トウ エ ア に お け るFACOMとNEACの 機 能 は 次 の と お りで あ る 。
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FACOM NEAC

エ リア コ ン ト ロー ル デ マ ン ド,セ ン タ ー バ ッ チ, パ ー チ ィ シ ・ ン単 位 の 固

リモ ー トバ ッチ の 区 別 な く 定 エ リア を フ ォ ァ グ ラ ン

ベ ー ス レ ジ ス ター に よ るダ ド用,バ ッ ク グ ラ ン ド用

イ ナ ミ ッ ク ・ ア ロ ケ ー シ ョ に それ ぞれ 割 当 て る。各

ン方式 。 パ ー チ ィ シ 。 ン の 大 き さ

制
お よび位置はSG時 に割

当 て る 。

御
ス ケ ジ ュ ー リン グ ジ』ブ優先 権,CPU優 先 フ ォ ア グ ラ ン ド対 バ ン ク

権お よび主記憶優先権 によ グ ラ ン ド問 のCPU優 先

プ
る優 先 度 は複合 コ ン トロー

.

権のみの優先度 はSG時
一

ル方 式 で0～7又 は0～ トロー ル に よ る変更 も可

口
'

15の レ ベ ル を持 ち,SG 能 。

時に指定す る。実行時 に各

グ
ジ ョ ブ の コ ン ト ロー ル パ ラ

メー タに よ る変 更 も可 能 。

ラ

フ ァイ ル管理 フ ァ イ ル 形 式 は,シ ー ク エ ・フ ァ イ ル 形 式 は ,シ ー ク

ソ シ ャ ル,パ ー テ ィ シ ョ ン エ ン シ ャル の み 。

ム

ド ・ シ ー ク エ ン シ ャ ル,イ

ン デ ッ ク ス ド ・ シ ー ク エ ン

シ ャル,ダ イ ナ ミ ッ ク を 許
.

す 。

デ ィバ イ ス イ ン デ フ ァイル の取 り扱 い に関 し

イペ ンデ ン ト て,ド ラ ム,デ ィ ス ク,M

T,ラ イ ン プ リ ン タ,カ ー

ド リー ダ等 の 間 で デ ィバ イ

ス ・ イ ン デ ィ ペ ン デ ン ト に

処 理 す る こ とがで き る。
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会 話 型

BACCUS(算 術 用言 語)

LINED(エ デ ィター)

FORTRAN

CPL(会 話 型PL/1)

リモー トバ ッチ

FORTRAN

ALGOL

COBOL

PL/1

ア セ ン ブ フー

GPSS

フ(サ ブ ル ー チ ン 科 学 技 術 計 算150種 類

イ デ アプ リケーシ ョンJOLDOR

ブ(オ ン ラ イ ン ・文 献 検 索)

SIMBOL

(オ ン ライン ・シミュレー シ ョン)

CLASS

(CPLの 自 動 学 習 システム)

会話 型

FORTRAN

COBOI-t

シス テ ムが大 型 になれ ばな る程,オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ムの 負 担 は大 き

くな る。FACOMの3元 処理 の オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ムMONITOR

-Vは ,現 在実 用 化 され てい る国産 コ ン ピ ュー タの最 大規 模 の オAOレ ー テ ィン

グ ・シス テ ムの一 つで あ るが,現 在 の とこ ろ,ま だ セ ンター バ ッチ と リモー ト

バ ッチ を主 眼 に した いわ ゆ るバ ッチ 中心 の システ ムで,処 理 プ ログ ラ ムの リエ

ン トラ ン ト性,各 種 フ ァイルや 入 出 力 コ ン トロー ル の バ ッチ とデ マ ン ドの有機

的 な互 換 性 等 の面 で まだ 完全 な る3元 処 理 は 満 足 してい ない 。

しか し,過 去3年 間 に わ た るバー ジ ョン ・ア ップ と シ ステ ム ・テ ス トの繰 り

返 しに よ って現 在 一応 の 落 ち着 きを みせ て きた 。 この シ ス テ ムの経 験 に よ って,

大 型 オ ペ レー テ ィング ・シス テ ムの完 全 なサ ポー トに要 す る工 数 は,延200
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人 ×5年 程 度 の 歳 月 と労 力 を必 要 とす る と推 定 され る。

FACOMとNEACの 制 御 プ ログ ラ ムの設 計思 想 の基 本 的 相 違 は,NEA

Cが 元来 バ ッチ処理 の み の シス テ ムで あ った もの を後 に改良 し,基 本 思 想 を生

か しつ ＼比 較 的 限 られ た 範 囲 の フ ォアグ ラ ン ド用 機能 を追加 して作 りあ げた も

の に対 し,FACOMの 場 合 は 当初 か ら3元 処 理 を 目 標 に設 計 を行 な って き

た点 に あ る。

そ の た め,NEACで は ソ フ トウエ ア本 来 の 安定 性 とい う点 で は か な り短 期

間 にあ る レベ ル に落 着 い たの に対 し,FACOMで はい さ さか 機 能過 多 の傾 向

もあ り,予 想 以 上 の長期 にわ た る トラブ ル が続 い た 。 しか し制 御 プ ログ ラ ムの

各 機 能 は確 か に 進歩 してい る 。

勿 論細 かい点 に 関 しては 今 後 も数 多 くの改 良点 が 出 て ぐ るで あ ろ うが,今 後

その た め の実 際 の動 作 解 析 に よ る細 か い デ ー タの 積 み重 ね が 必要 で あ ろ う。

T8Sの プ ログ ラ ム言 語 の あ り方 は シ ステ ムの 規模 や 他 の機 能 と深 く関 連 が

あ る。

比 較 的 小規模 な シ ステ ムで は科 学 技 術 計算 が主 体 とな るた め,FORTRA

N,ALGOI.,BASIC等 の算 法 言語 的 な もの が通 常選 ばれ る。同 種 の言

語 で 多 くの種類 は 一般 に要求 され な い。一 つ あれ ば大 底 は満 足 され る。 これ ら

の言 語 の中 で は や は りFORTRANが 最 もポピューラーで あ る。特 に我 が 国 に 於

て はユ ー ザの 言語 の選 択 は 非 常 に 限 られ て お り,例 えばFORTRANを 少 し

で も知 ってい る者 は 他 の言 語 をあ ぢた めて覚 え よ うと気 は殆 ど起 さない 。従 来

バ ッチ処 理 で は 圧倒 的 にFORTRANの 使 用者 が 多 い現 状 か ら考 え る と,日

本 に おけ るTSS汎 用 言語 も先 ず最 初 はFORTRANが 選 ばれ る もの と考 え

られ る 。

NEACTSSで は 先 ずFORTRANか ら出 発 し,つ づ い てTSSC

OBOLが 開 発 され た 。 これ らの言語 の プ ロセ ッサ は,い ず れ もバ ッチ用 の プ

ロセ ッサの 入 出 力 部 分 に1部 変 更 を加 えて 使 用 して お り,COBOLに つ い て

はや ＼会話 型 的 な ステー トメ ン ト単位 の シ ンタ ック ス ・チ ェ ック も行 な って い
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る。 しか しい ずれ もCOMPILE,LINKの コマ ン ドを経 て実 行 され る形

で,処 理 その もの は バ ッチ処 理 で あ る。

そ れ に対 しFACOMTSSはJOSS型 の 会 話 型言 語BACCUSを も

ってい る。

これ は初 めか らデ マ ン ド処理 用 に開発 され た 会 話型 言語 で,フoロ セ ッサ もイ

ンタ プ リテ ィブな処 理 を行 な って い る。

この言 語 の ね らい は決 して 悪 くは ない の だ が,従 来FORTRANを 使 用 し
～

て きた ユー ザ のFORTRANに 対 す る要求 は根 強 い もの が あ る 。そ こでFO

RTRANで は バ ッチFORTRANに 端 末 入 出 力,フ リー フ ォー マ ッ トによ

る入 力,ス テー トメ ン ト単 位 の シンタ ックス チ ェ ッカー,お よ び簡 単 なエ デ ィ

テ ィン グ機 能 を追 加 し,デ マ ン ドFORTRANと して 使 用 で きるよ うに改 良

中 で あ る。

この 他,エ デ ィテ ィング専 用 のLINEDお よ び会 話型PL/1のCPLな

どが デ マ ン ド用 に使 用で き る。CPLは 昭和44年 に着 手 し,遂 次 改良 を加 え

て きた もので あ る。 このFACOMTSSに お け る分 担 は,技 術 計算 も さる

こ とな が ら,デ ー タ処理 あ るい は,シ ス テ ム記 述 的 要 素 を もつ,ア プ リケ ー シ

。ンの ため に役 立 たせ よ うとい うね らいが あ った 。 しか し,バ ッチ のPL/1

同様,予 想 以 上 に プ ロセ ッサが 肥大 に な り,HCMに プ ロセ ッサ を駐 在 させ る

の は,現 在 の ハー ドウエ ア規 模 に対 して は,や や,無 理 が 生 じ るた め,止 む を

得ず,LCMに 置 くこ と と した 。 この シス テ ムは,リ エ ン トラ ン トに作 られ て

い るが,LCMで は,ベ ー ス レ ジス タの数 の 制 限 か ら,リ エ ン トラ ン ト性 が 発

揮 で きず,HCMの 拡 張 が お こなわれ るまで は,残 念 なが ら,現 在 の ところC

PLの 同 時使 用 は2端 末 程度 に お さ え,過 度 の シス テ ム効 率 の 低下 を防 ぐほ う

が無 難 な よ うで あ る。

最 近 のTSSに 対 す るユ ー ザ の要求 は,単 な る コ ン ピ ュー タ ・リソー スの利

用 とい う要求 か ら,具 体 的 な ラ イ ブラ リーや ア フ.リケ ー シ 。 ン ・パ ッケー ジの

利 用 性 に対 す る要求 の 度 合 が 強 くな って きた とい うの は世 界 的傾 向 で あ る。即
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ち,そ のTSSで は どの よ うな ラ イブ ラ リー が揃 って お り,ま た どの よ うな ア

プ リケ ー シ 。ン ・パ ッケー ジが 使 用 で き るとい う特 長 が その ま まそ のTSSの

ユー テ ィライゼ ー シ ョ ンにつ なが るとい う。

数年 前 まで は単 に コ ン ピ ュー タの リソー スが比 較 的 安 価 に手 軽 に,し か も任

意 の 時 間 に利 用 で き る こ とが メ リ・ トの中 心で あ った状 態 か ら,ユ ー ザ の要 求

は よ り具体 化 し,よ り非 専 門 家 の 間 で ポ ピ ュラー に な りつ つ あ る ことの 表 われ

で あろ う。

NEACTSSで は 残 念 なが ら豊 富 な ラ イ ブラ リー が完 備 され て い る とは

いs難 か った が,FACOMTSSで は充 分 とは い か ない まで もそ の点 の充

実 を1つ の 目標 に してい る。 少 な く と もBACCUS,FORTRAN,CP

Lで は科 学技 術 計算,統 計 計 算等 の基 本 的 な ラ イブ ラ リー は 数10個 つ つ用 意

され て い る。

その 他 特殊 アプ リケ ー シ 。ン と してオ ン ラ イ ン文 献検 索JOLDORや,オ

ン ライ ン'シ ミュレー シ ョ ン ・シス テ ムSIMBOL,あ るい はCPLの 自動

学習 システ ムCLASSが 準 備 され,こ れ らは特 に このTSSの た め に開 発 し

たユ ニー クな もの で あ る。 しか し残 念 なが ら,こ れ らの システ ム はデ ィス プ レ

イ端 末 を 目的 とした もの で あ るの で,現 在 の と こ ろセ ンター 内 の み で使 用 で き

る状 態 で あ る。 これ らの シス テ ムの詳 細 は他 の報 告 書 歪ゆず る。

以 上 がNEAC皿 〉§Sに よ りFACOMTSSへ の 移行 に 対す るハ ー ド
、

ウ エ ア と ソ フ ト ウエ ア の概 要 で あ る 。

※JOLDORに ついて は昭和44年 度 遠隔情 報処理研究開 発報告書。

※SIMBOLに つ いては昭和46年 度 遠隔情報処理 オンライ ン ・シミュレーション'シ ステ

ム報告書 。

※CLASSに つ いては昭和46年 度 インタラクティブ自動学習 シス テム研究開 発報告書 をそ

れ ぞれ参照 のこと。
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こ こでFACOMTSS独 自 の プ ロ グ ラ ム 言 語,BACCUS,LINE

D,TSS-FORTRAN,CPLに つ き,そ の 概 要 を 説 明 す る 。

な お,こ の う ちTSS-FORTRANお よ びCPLは 当 財 団 が 開 発 し た も

の で あ る 。

¢

,
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IBACCUS

1.概 要

F230-60で は計算機 と会話 しなが ら計算 をすすめ ることができる。 これは会話型用言語 と

して作成 されたBACCUS-1(BasicColculus)を 用いることに より可能 である。 す

なわち,計 算センターより離れた遠隔地 にい る利用者 は,そ こに設置されて いる端末 装置よ り,B

ACCUS言 語 を用いて計算 をすすめれ ばよい。

これは,従 来のよ うにプログラムを作成 して,そ れ をカー ド上にせん乱 して計算 センターへ依頼

する.数 日後にその結 果を見 るとい った目的に達 す るまでにかな りの時 間を要す る(い わゆ る,タ

ーンアラウン ド・タイムが大 きい)と いった欠点 を補な うものであ り,遠 隔地にいなが ら,あ たか

も自分の計算機であるかのよ うに利用でき,し か もターンアラウン ド・タイムはほとん どゼ ロとい

った利点があ る。

BACCUS言 語 を用いて計算機を利用する場合,BACCUS言 語 の規約 に もとずかなければ

な らない ことはい うまで もないが,規 約 に反す るよ うなことがあれば.計 算 機の側よ り端末装置1に

対 して誤 りの表示 を行な う。

会話型言語BACCUSは.こ のように利用者 と計算機 との会話 とい った形で処理 をすすめてい

くための言語である。

この ときの会話の単位 を文(statement)と い うが,BACCUSで は端末装 置よ り一つの

文を入力 することによ り,そ の文 の実行 を行なわせ る場合(も ちろん,入 力す る文に誤 りがあれば.

メ ッセージが返 され るので正 しい文 を再入力する)と ,い くつかの文をまとめて入力 してお き,ま

とめて実行する場合があ る。-

BACCUS-1を 機能的に分類 してみると,つ ぎの ようになる。

(1)算 術演算

(2)関 係 式

(3)論 理 演算

(4)条 件節

(5)繰 り返 し節

(6)標 準 関数

(7)文 単 位の修 正,編 集

(8)各 種 誤 りの検出

(9)プ ロ グラムのフ ァイル化
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2.文 の 種 類

BACCUSで 扱 う文(statement)に は,直 接文 と間接文がある。

直接文 とは、端末 装置 よ り文 を入力 し,入 力完了 と同時 にその文の実行 を行な う文 をい う。

間接文 とは,文 の入力が完了 して も,そ れだけでは文 の実行 を伴なわない文 をい う。

文には,直 接文 としてのみ使用で きるもの,間 接 文 としてのみ使用で きるもの,あ るいは両方に

使用で きるもの等 があるが,端 末装置 より入力す る場 合,そ の文 に文 の番号を もっているか どうか

によ り,直 接文 であるか間接文であ るかが区別 され る。

すなわ ち,文 の番号を もつ場合は間接文で あり,も たない場合 は直接文である。文 の番号 とは,

文 の頭につ けられた番号であ り,2っ の4桁 以内 の整数 を ・で区切 った ものである。

このよ うな文の分類は文の入力完了時に実行 させ るか どうかの分類であるが,BACCUS-1

言語 として許 され る文の種類 にはつ ぎのよ うなものがあ る。

直接文 ・間接文の区別 文 の 種 類 意 味

DEMAND文 デー タの入力 を要求す る。

TYPE文 デー タの端末装置に出力する。

直接文 として も CRLF文 端末装置の復帰改行を行なう。

間接文 として も COMMENT文 注釈 を記述 す る。

使用できる文 SET文 算術式の値を変数に代入する。

(共通文) TO文 実行の開始,あ るいは実行順序の変更をする。

ACT文 一つ以上の・一連の文 を実行す る。

STOP文 BACCUS処 理 を終了す る。

Q文 PAUSE状 態にあ る文の実行(一 つ の文のみ)を す

る 。

LIST文 間接文の内容を端末装置に書 き出す。

DELETE文 すでに入力 された間接文 を削除す る。

直接文 としてのみ RUN文 PAUSE状 態 にあ る文 を続開す る。 、

AUTO文 文の番号 を自動的に定める。

使用で きる文 MANUAL文' 自動的に定め られている文の番号を端末入力により定

め る。

SAVE文 入力 されたプログ ラム内容 をファイル化す る。

LOAD文 ファイル化 されたBACCUSプ ロ グラムを主記憶に

読み込む。
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直接文 ・間接文の区別 文 の 種 類 意 味

REAL文 実数型変数であることを宣言す る。

間接文 としてのみ INTEGER文 整 数型変数であ ることを宣言す る。

ARRAY文 配列の型,次 元,大 きさを宣言す る。

使用できる文 PAUSE文 プログラムを一時停 止状態にす る○

FORMAT文 数 を出力す るときの形式を規 定す る。

●

3.BACCUSの 操 作

BACCUSθ 一1プ ロセッサーは,TSSコ マ ン ドのEXEC文 によ り起動 される。

¥EXECBACCU…ARAM-{1二}

ここで,H〈 自然数〉はHCM上 に と6れ る領域を指定す るものであり,自 然数 ×1024語 の

領域が確保 され る。

L〈 自然数〉はLCM上 に とられ る領域を指定 し,32×1024語 を単位 として とられ る。

また・ ファイルを扱 う場合にはFD文 も必要 とな る。

これ らのBACCUSを 利 用す るのに必要 なJOB制 御文 は.各 計算セ ンター ごとに マクロ ・コ

マン ドとして作成 してお くのが普通であ り,利 用者は端末装置よ リマクロ ・コマン ドに よる計算 セ

ンターとの会話 とい う形にお いて ジョブ制御文を作成する。

BACCUS-1プ ロ'セッサーが起動 され ると,シ ステムよ り.〉 記号を出力 して くるので,利

用者はそれに続けて任意の文 を入力すればよい。入力する文が直接文であれば,入 力 した時点に実

行す るが,間 接 文で あれば.入 力した順 ではな く,直 接文によ り実行指令が与え られたとき,文 の

番号の小 さい順 に実行され る。

文の入力時におけ る誤字の訂正は,バ ック ・スペ ース ・キーの打鍵によ り行な うことができる。

また,行 の訂正.文 の訂正,入 力データの訂正等 も簡単に行な うことがで きる
。

プログラムによっては,ル ープ状 態に陥 るような場合 も考え られ るが
,こ のよ うな状態に対処す

るため・REQUESTコ マ ン ドを用いてプログ ラムを中断す ることも可能である
。

4.BACCUSプ ロ グ ラ ム 例

BACCUS-1言 語 によるプログラム作成の詳細 はs別 書(F230-60BACCUS-

1入 門編,ま たは文法編)に 譲 るとして,本 節 ではBACCUS-1言 語 による簡単な例を述べる。

〔例1〕1-1十2十3十4十 「99+100を 求 める。

BACCUSプ ロ グラム
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>1=1+J

>TYPE

I=5050

(1)

(2)

(5)

〔説 明 〕
ユ む ロ

(1)行 一一 最初 の文はΣ1を 求 め るための文であ り,直 接 文であ る。 なぜな らば,、文
iニt

の 番号は与 えていないか らである。 したが って,文 の入力終了 と同時 に,

この文の実行 を開始 す る。

(2)行 一一2番 目の文 は1の 値を出力す るための文 であ り.こ れ も直接文であ る。

(3)行 ・-3行 目はTYPE文 に よ り出力 された結果である。

なお.上 において下線の施され た部分は計算機か ら書 き出 され るものであ り,下 線 の

施 され ていない部分は端末よ り利用者が入力す る。

〔例2〕Xの 値 を与 えて,そ の平方根を求 める。

BACCUSプ ロ グラム

マ

≧1.OY=SQRT('X);

>2.OTYPEX,Y;

Xの 平 方 根 を 求 め てYと す る。

X,Yの 値 を 出 力 す る。

間 接 文 と し て 上 の よ うに 端 末 装 置 よ り文 を 入 力 し て お け ば,2の 平 方 根 を求 め るに は,

つ ぎの よ うに す れ ば よ い 。

)≧X-2;

)≧ACTLO,2.0;'`

X=2.000000EOO

Y=1.414213EOO

同様 に,10の 平 方 根 を求 め る に は,つ ぎ の よ うに す る。

))X・-10;

ΣACT1.0,2.0;

X=1.000000EOl

Y-3.162277EOO

こ の 例 に お い て,下 線 の 施 さ れ た 部 分 は,計 算 機 よ り端 末 装 置 へ 出 力 さ れ る もの で あ

る。

,
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〔例3〕

2次 方 程 式ax2+bx+c-0の 根 は 。b2-4'ac≧0の と き,

-b±V"ii'?"=-4-ll-E-

x=
2aで 与 え られ ・b2-4ac〈0の と き は ・

-b±-b2十4aCt

x2
aで 与 え られ る・

係 数a,b,cの 値 を与 え.根 を 求 め る 。

BACCUSプ ロ グ ラム

　

で

イ
　

　

セ　

イ　

　

　

コ　

　

リ
エ

つ
　

　

　

　

≧

≧

≧

〉

一

≧

≧

≧

≧

≧

≧

〉
一

〉
一

≧

≧

〉

>2

>2

>2

>AOT

STARTDEMANDABC;

STOPIFA=0;

SETD==B**2-40*A事C;

TOKYOKONIFD<0;

SETP=-B/(20寧A);

SETQ=SQRT(D)/C20享A);

SETx1=P十Q;

SETX2=P-Q;

FORMATX1=%%%%%X21=%%%

TYPEFORMATXIX2;

CRLF;

TOSTART;

KYOKONSETP=-B/(20*A);

SETQ=SQKT(-D)/(20*A);

FORMAT10

x-%%%.%%+_%%%'%%1;

TYPEFORMAT10:PQ;

CRLF

TOSTART

7;
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∨
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(

(

(

)

)

」4

'D

(

(

(16)

(17)

(18)

(19)

〔説 明 〕

この プ ロ グ ラム は 最 後 のACT1.0,2 .7;の み 直 接 文 で,そ の 他 はす べ て 間

接 文 で あ る。 直 接 文ACT1.O,2.7;に よ り,文 の 番 号1 .0よ り2.7ま で の プ
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ロ グ ラ ム の 実 行 を す る。

以 下 プ ロ グ ラ ム'の説 明 を す る 。

(1)行L－ こ のDEMAND文 よ りA,B,Cの 値 の 入 力 を 要 求 す る。

こ の 文 に よ り,A-,B-,G－ と印 刷 され る の で 値 を 入 力 す れ ば よ い 。

(2)行 一一 入 力 し たAの 値 が0の と き,こ のBACCUSプ ロ グ ラ ム を終 了 す る。

(3)行 一－d-b2-4acの 値 を 計 算 す る 。

(4)行 一－d〈0の と きKYOKONと 名 付 け られ た 文 へ 分 岐 す る。

-b
e㈲ 行 一－P-一 の計算 をす る。

2a

π の計算をす る
。(6)行－Q2

a

(7)行 －X1-p+qの 計算 をす る。

(8)行 －X2-p-qの 計 算をす る。

(9)行 －Xl,X2の 値 を印刷す るときの形式 を定め る。

X1=○ ○ ○.○OX2=○ ○ ○.○ 〇
一 ＼ ン ー}

＼ ＼
小数点以上3

小数点以下2桁

圓 行 －X1,X2の 値 を出力す る。

働 行 一一 復帰改行をする。

Q2)行 一一 名札STARTへ 戻 る。
-b

の計算 をす る。a3)行一合一.e根の場合の実数部p=
2a

工 の計算 をす る
。⑭ 行 一一 虚数部q

2a

同 行 一一 虚根 の印刷形式 を定め る。すなわ ち,

X-○ ○ ○.〇 〇 十一 〇 〇〇.○OI
　 シザ 　 　

〉 …/
小数点以下2桁

a6)

a7)

⑱

行 ・一 虚根 の場合の実数部,虚 数部 を出力する。

行 一一 復帰 改行す る。

行 一一 名札STARTへ 戻 る。
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09)行 一一 こ のACT文 に よ り文 の 番 号1.0よ り2.7ま で の 文 の 実 行 を は じめ る。
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llLINED

1.概 要

1、INEDは 遠隔地 の端末利 用者 がプログラムを作成す る場 合,効 率良 く,そ の作業 が行なえる

ことを目的 として作成 されてい る。端末利用者 は作成 したプログラムをデータとしてセ ンタのフ ァ

イルに登録 してお く。(こ の方法は,LINEDのINPUT指 令 で行な う。)

次 にその プログラムデー タを翻訳 し.誤 りがあればそれ を編集 しなおし,再 度翻 訳す る。 この作

業 を何度 もくり返 し,誤 りがな くな った ら,そ のプログラムをLIEDで 処 理 し実行形式 にして実

行させ る。

LINEDに お ける一般的な処理

,◆

`
ドーポーキ

2

1 5

5

1.IED

原 プ ログラムの作成
コ ンパ イル,誤 り検出

原 プ ログラム の修正
コノパイ ラ

LIED処 理

'

上の処理はセンタシステムと端末利用者 との会話 とい う形式 で行なわれ る。端末利用者 はシステ

ムが〉記 号を端末 に出力 した時,各 種の指令を与えるこ とができる。編集 のためのデータは端末に

*が 出力された時に入力で きる。
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■

、

上の処理におけるプログラム ・データのことを1ま とめに して本文(text)と い う。 プログラ

ム ・データはい くつかのプログラム ・ステ ップか らで きてい るがそれ らの1つ1つ を行 とい う
。行

を識別 するには,行 番号などによ るが,こ れを識別子(IDENTIFIER)と 呼 んでいる。 な

お本文が多量 になった場合本文をすべて主記憶 上に読込んで処理 するのは効率的でない。 そこで本

文 をい くつかの部分に分け1つ ずっ主記憶上に読込み処理 してい る。 このい くつ かに分けた部分の

ことを断片(Fragment)と い い,読 込む領域のこ とを作業域 と呼んでい る。本文の形式定義 ,

識 別子は.断 片,作 業域についての詳細 は後述す る。

LINEDで 与 え ることがで きる指令 とその機能を表 にす ると次のよ うになる。

指 令 名 機 能

本を指
文定令
の菱
形す
式 る

FORMAT 編集作業に必要な本文の形式を決定す る

IDENTIFIER 編集作業に必要な本文の識別子を決定する

ABBREVIATION 略語を定義する

編

集

の

た

め

の

指

令

APPEND 本文のある行に新しい行を追加する

AINFILE 本文 のあ る行に新 しい行 をINFILEか ら追加す る

DELETE 本文のある行を削除する

REPLACE 本文のある行を端末か ら入力された新しい行で置換 する

CORRECT

本 文 中のある文字列 を端末 か ら入力 された新 しい文字列で置

換す る。 この作業 で文字列の長 さが異 なるときは,そ の行 の

中 のみで操作する。

SUBSTITUTE
CORRECTと 同 じ処理 であ るが文字列の長 さが異 なる時

訂正 され る文字列が含まれている欄中のみで操作する。

編
集補
作助
業す
をる
為
の
指
令

DISPLAY LINEDに 与 えた諸 々の情報 を端末 に出力す る。

PRINT 本文 を端末 に出力す る。

RENUMBER 本 文 中の識別子の更新,再 番 号付けを行な う。

POINT 作 用行 を本文中か ら探 し,指 針の値をその行に一致 させ る。

Q 直前 の指令 を繰 り返 し実行す ることを示 す。

そ指
の

他

の令

INPUT 端末 から編集 の為 の本文 を入力する もので,LINED処 理

終了時 にOUTFILEに 出力 される。

STOP LINEDの 処 理 を終 る。

前述 した各種指令の詳細について は後述 す る。
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2.LlNEDの 操 作

LINEDを 使 用す るにあた っては.ま ずLINEDを 起 動 させるための必要な情報 をジョブ制

御文で与 えなければな らない。 すなわちNO文,JOB文,EXEC文 、FD文 な どを与 える必要

があ る。 この処理はデマン ド処理で行なわれ るのが普通 である。 したが って各 計算 センタではLI

NEDを 行 な うためのマクロ ・コマ ンドを作成 してお く必要があ る。そ して この マクロ ・コマン ド

は.オ ペ レータに必要 な情 報を問合せ.そ れに したが ってジョブ制御文 を作成 している。 どのよ う

な情報 を問合せ るかはLINEDの 性 格によ る。 そこで,特 にFD文 の 問合せ情 報を明 らか にす る

ため.LINEDが 実行す るにあた って,ど のようなファイルを必要 とす るかを述 べる。

LINEDの 構成 を図示す ると次 のようになる。

LINEDの 構成

寸

、

OI,DFILE

キー ボー ド

OLDFILEは,編 集,訂 正 の対象になるファイルであ る。 すなわち本文 はこのファイルに格

納 されてい る。最初にLINEDを 行 な う場合はOLDFILEが 存 在 しないので.キ ーボー ドか

らプログラム ・データを打鍵 して ファイルを作成 しなければな らない。2度 目のLINEDを 行 な

うにあたっては,そ のファイルがOLDFILEと して使用で きる。
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■

INFILEはOLDFILEに 対 して大量 の情報 を追加 する場合などに使用 され る入力情 報の

ファイルであ り,1つ のLINED処 理 に10個 まで使用で きる。

OUTFII・EはLINEDで 編 集済の情報が出力 されるファイルであ り.OLDFILEと 同

一の・形式で出 力され る。

キーボー ドは編集作業におけ るLINEDと の 会話および修正入力(追 加情報など).最 初 のフ

ァイル作成な どに 使用 され る。

前述 したLINEDの 構成 か らわかるように,LINEDを 処 理す るためのマクロ ・コマン ドは

端末利用者にOLDFILE,INFILE,OUTFILEな どにっいて問 合す必要が ある。

以.kiiBベ ナ,ようなマク… マン ドの処理力・終 ると.LINEDの プ ・グ ラムが起動 され'今 度

は端末 利用者 とLINEDと の会話が始 まることにな る。端末利用者 とLINEDと の 会話 は大別

して次の2つ の場合が考 えられ る。

(1)初 め てLINEDを 使 用す る場合,す なわちまだOLDFILEが 作 成 されて いない状 態であ

る.し ナこが 。てプ ・グラム ・データはキ ーボー ドか らタイプインされ・ はじめてのOUTFIL

Eが 作成 される。

(2)OLDFILEが すでに作成 されてお り,そ のOLDFILEの 内容(本 文)を 修 正 して新た

なOUTFILEを 作成 する。

(1)にお いてはまず本文の形式 を定義す る指令 を発す る。す なわ ちFORMAT指 令 で本文の形式

を決定 し.IDENTIFIER指 令 で識別子を決定す る。

次にINPUT指 令 を行ない キーボー ドか らプログラム ・データをタイプインす る。

以 上の処理によ りOUTFILEが 作 成 された らSTOP指 令 を出してLINEDの 処 理を終 え

る。

(2)の場 合 は編集のための各種指令 をキーボー ドか らタイプインして.本 文 に新 しい行 を追加 した

り(APPEND,AINFILE指 令),あ るい は削除した り(DELETE指 令),内 容 を訂

正した り(CORRECT.SUBSTITUTE指 令)す る。 その際編集 作業 を補助す る為 の指

令によ り,LINEDに 与 えた諸 々の情報を うちだした り(DISPLAY指 令),本 文 を端末に

うちだ した り(PRINT)す る ことがで きる。

以上の処理 によ りOUTFILEが 作成 された ら(1)で述 べた と同様にSTOP指 令 を出 してLI

NEDの 処 理 を終 える。

以上 が1、INEDの 操作の概要 であ る。次項か らは各種指令について もう少 し詳 しい説明 を行 な

う。

3.本 文の 形式 を定 義 す る指 令

本文の形式 を定義する指令にはFORMAT指 令(本 文形式決定)とIDENTIFIER指 令
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(識 別 子の決定)とABBREVIATION指 令(略 語の定義)の3つ がある。 これ らはLIN

EDl回 の処理に1度 だけ定義で きる、,

3.1FORMAT指 令

FO丑MAT指 令 は編集作業 に必要な本文の形式 を決 定す る。

本文は順序付け られた行の集合であ る。行 は欄か ら成 り,欄 は行か ら構成 され る。行 を単位 とす

る区間 を行 区間,桁 を単位 とす る区間を桁区間 といい,本 文 の形式 はこれらの概念 で規 定す る。

行一

トー ・・竺ヰ
桁

↓

十
王

7

構文は次 のよ うな形式になってい る。

△A
口n「 乃 オ ペ ラ ン ド

FORMAT(FOR) 〔欄 名/〕 桁 数

・ 欄 名:第1文 字が英字ではじまる12字 以 下の英 数字

・ 桁数:1か ら136ま で の10進 数

1行 の形式 を並びの順 序にしたが って定義す る。

1行 は最大136桁,欄 名は桁区間にっけ る名前であ る。 なおFORMAT指 令 を行な うとシス

テムはIDENTIFIERを たずねて くるので.そ の時,IDENTIFIERを 指 定す ること

がで きる。

■
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(例)

)≧FORMAT

ID/8CR

CTL/1,STATEMENT/70,CONT/1,

IDEN・ ・FIER-ABC@

t●

2

LT

↓

-

C

STATEMENT

↓

CONT

↓ID

7172ア5↓ 80

(下 線 の 部 分 は シ ス テ ム の 出 力 で あ る こ と を 示 す 。)

●

3.21DENTlFlER指 令

編集作業に必要な本文の識別子 を決定す る。

識別子 とは編集 作業 に際 して各行 を識別す るために与 え られた記号である。識別子は,英 数字,

数字のいずれかで構成 され る。英数 字か ら成 る場合には英字で始 ま り.数 字で終 り,英 字列 と数字

列は各1個 のみとす る。

識別子には仮識別子 と本文 の一部 として扱 われ る識別子があ る。仮識別子 は,本 文がOUTFI

LEに 出力 された時,消 去 され る。

本文の一部 として扱われ る識別子 の例 はた とえばコンパイラの原 プログラムのIDで あ り.一 般

的な テキス トでは仮識別子 が編集作業のためにのみ使用 されるで あろう。

識別子の構成で英字列を識別符.数 字 列を識別番号と呼ぶ。

IDENTIFIER指 令 の構文 は次のよ うな形式 になってい る。

命 令 オ ペ ラ ン ド

IDENTIFIER(IDE) 〔 御 名 〔,T〕 〕

欄名;識 別子 となる欄名で12文 字 以内
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T;仮 識 別子であ ることを示 す。

この欄 名はFORMAT指 令 で定義 されてい る欄名で なければな らない。 また仮識別子 となる欄

名 は行の最 後の欄名に限 る。

3.3ABBREVlATlON指 令

編集作業において長い文字列を各所で使用するとき略語を定義 してお くものであ る。

使用者が端末か ら編集 作業のために入力す るときはこの略語 を用いれば,本 文の中では定義 され

た文字列がその対象 として扱 われ る。

たとえば,ABCREADAREAと い う文字列 をARと 略語化すれば,そ の後,ABCREA

DAREAと タイプインす る時ARと だ けタイプインすれば良 い。この機能があると,プ ログラム

・データを多 数タイプイ ンす る時便 利で ある。なお,略 語 を使 う場合は,そ の略語の前に%を 付 け,

略語 であることを指定す る。 この%略 語 を使用す る以前に,略 語 と正式文字列の対応 を定義 してお

くのが本指令である。1ジ ョブ ・ステ ップ内で定義で きる略語の総数 は16個 ま でである。

会話形態は次の通 りである。

■

命 令 オ ペ ラ ン ド

ABBREVIATION(ABB) 略 語={表 現},_… …
,

(例)

≧ABB・R-ABCREADAR・ ・@

下線 の引 いてあ るものはシステム側(LINED)の 出力であ ることを示 す。

4.編 集 の た め の 指 令

編集のための指令 には.

・APPEND

・AINFILE

・DELETE

・REPLACE

・CORRECT

・SUBSTITUTE

の6っ があ る。

イ
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4.1APPEND指 令

本文のある行 とその次 の行 との間に新 しい行 を追加す る。

会話形態は次の通 りである。

●

命 令 オ ペ ラ ン ド

APPEND(A,APP) 作用 行

この指令を出す と.*が タ イプアウ トされ るので追加す る行をタイプインす る。追加す る行 は幾

程で も構わない。

行の追加 が終 った ら>Eか>Rを 指 定す る。 ・

Eは そのまま終 了す ることを意味 し,Rは,入 力 したデータを確認のためタイプ アウ トす る。

(無 指定の場 合はEと 同 じであ る)

(例)

≧:漂㌻1㌫ 鳴 ⑲
・-LA-A・A・EA@)

・〉・@)

下 線 の引いてある ものはシステム側(LINED)の 出 力

結果

●

STX,7

SXJ,7

LA

STA

ABX7

S.INPUTMCR

ABAREA

ABBANGO

AAAOO110

AAAOO120

42AlNFlLE指 令

本文のある行 とその次 の行 との間に新 しい行 をINFILEか ら追加す る。
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会話形態は次の通 りであ る。

命 令 オ ぺ ラ ン ド

AINFI1.E(AIN) 作 用行

この指令を出す と,

INFILE

とタ ・プ… され ・ので ・@)と タ ・プ・・す… は該当す ・・D名 の番号で ・一 ・まで

の数字である。

次に

SAYOOIKI－

とタイプアウトされ るので,次 のいずれか をタイプインす る。

① ▼HEAD:▼TAIL((CR ))

② ▼HEAD:識 別子(O

③ 識別子:識 別子(③

④ 識別子1:識 別子2(③

▼HEAD:▼TAILと はそのINFILEの 始 めか ら終 りまでを追加す るとい う意味である。

4.3DELETE指 令

本文のある行 を削除 する。

会話形態は次の通 りであ る。

7

d

命 令 オ ぺ ラ ン ド

1)ELETE 作用域

・

'

この指令を出す と.

DELETEOWARIと い う応答が返 って くる。

(例)

、

〉 ・…T・ABC…2・ ・ABC・
.・・7・(⑲

DEI.ETEOWARI

下線の引 いてある ものはシステム側(LINED)出 力
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ABCOOO20～ABCOOO70ま で の行が削除 される。

4.4REPLACE指 令

本文のあ る行 を端末 か ら入力 され た新 しい行で置換 する。すなわ ちオペ ラン ドで指定 した作用行

に始 まる本文を,端 末 からの入力データで置換す る。端末か ら入力 され るデータは複数行で もよ く,

その終 りはEま たはRで ある。

■

.竃

命 令 オ ペ ラ ン ド

REI元1」ACE(R,REP) 作 用 行'

この指令を出す と*が タイプアウ トされ るので,置 換す る行 をタイプインする。

行の置換 が終 った ら>Eま た は>Rを タ イプインす る。Eは その まま終了することを意味 し,R

は入 力したデータを確 認のためタイプアウ トす る。(無 指定の場合 はEと 同 じである。)

(例)

≧ ・・P・ ・CEXYZ・ ・52・ ⇔

1:1㌻ 烈 ⇔ ◎

1;㍊KE's〔 ◎

●

4.5CORRECT指 令

CORREC指 令 は次に述べ るSUBSTITUTE指 令 と同 じく本文中 の記号列を訂正す る機

能を持 ってい る。すなわ ち指定 され た本文中の記号列を新 しく指定 した記号列で置換す る機能 を持

つo

ロ

CORRECT指 令 はSUBSTITUTE指 令 と異 な り訂正内容が欄に限定 されるのではな く

本文全体にっいて訂正 を行なえる。

指令形態 は次 の通 りである。

△A
ロ[「 口 オ ぺ ラ ン ド

COILIt1膓CT(G,UO憂 ζ) 作用域

この指令 を出す と
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NAOSIKATA… …

と タ イ プ ア ウ トさ れ る の で,オ ペ レ ー タ(端 末 利 用 者)は,そ れ に続 け て

表現・一表現・@

とタイプィ ンすれば良 い。

・ 表現1;訂 正 され る3 .2文 字(EBCDICコ ー ド)以 内の記号列

・ 表現2;表 現1を 訂正す る32文 字(EBCDICコ ー ド)以 内の記号列

(例)

LABEL1 SXJ,ア ロS,INPUT

LX,1口 口1,2口[]口 口INDl

LX,5口 口0,2

LX,5口 口1,,2

STx,7口6,5,1

LX,1[〕 口1,2ロ 口 口 ロINDl

I.X,5口 口Ott2

STX,3口2,2

AAAOOO10

AAAOOO20

AAAOOO30

AAAOOO40

AAAOOO50

AAAOOO60

AAAOOO70

AAAOOO80

上図のよ うな本文で.次 のよラな訂正がな された とす る。

≧ ・・RllECTAAA…1・ ・AAA…8・@)

NAOSIKATA・ ・@LX,1口 口1,2口 口 口 口1ND1@=

・ ・X,・ ロ ロ1,・ 口 口 ロIND・ ・(⑲

下線の部分はLINEDの 出 力

その結 果.上 図 は次のよ うに訂正 され る。

可
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.■

b

SXJ7口S,INPUT

LX,2口 口12口 口 口 ロlND2

LX5口 口O

LX5口[コ1,,2

STX7口6

LX.2口 口12口[コ ロ[=]lND2

LX3口 口0,2

STX5口2

AAAOOO10

AAAOOO20

AAAOOO50

AAAOOO40

AAAOOO50

AAAOOO60

AAAOOO70

AAAOOO80

4.6SUBSTlTUTE指 令

CORRECT指 令 と同じく本文中の記号列 を訂IEす る,CORRECT指 令 と異 なる点は,表

現1の 含 まれ る欄名中 のみ,ま たは指 定 された欄の中に対してのみ,そ れぞれ表現2ま たは表現が

有効である。 したがって該当す る欄 を越 える場合はその部分が消去 され る。

指令形態は次の通 りである。

命 令 オ ぺ ラ ン ド

SUBSTITUT8(S,SUB) 作用 域

●

●

この指令を出す と

NAOSIKATA… …

とタイプアウ トされ るので,オ ペ レータはそれに続けて

表現1一 表現2ま た は欄名 一表現 とタイプィンす る。

・ 表現1:表 現2に よって置換 えられ る本文中の記号列

・ 表現2:本 文 中の表現1に 換わ る記号列

・ 欄名:FORMAT指 令で定義 した本文中の欄名。 この中に表現 に表わ される記号列

を入れ る。

(例)

前述 したCORRECT指 令 の例 で同 じよ うな結果 を得たい と思 った ら次の ような指令

を出せば良 い。
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≧SUBSTITUTEAAAOOOl

NAOSIKATA…@LX,

≧SUBSTITUTEAAAO〔 ア010

NAOSIKATA…

◎

◎

下線の部分 はLINEDの 出 力

5.編 集 作 業 を 補 助 す る 為 の 指 令

編 集作業には直接 関係ないが,そ の作業を円滑 に進 めるために次の諸機能が用意 されてい る。

・DISPLAY

・PRINT

・RENUMBER

・POINT

・Q

以 下,こ れ らにっいて解説す る。

5.1DlSPLAY指 令

LINEDに 与 えられ た諸 々の指令 を端末 に出力す るものである。

指令形態は次の通 りであ る。

1ム
ロn 令 オ ペ ラ ン ド

『

DISPLAY FORMAT

IDENTIFIER

FRAGMENT

ABBREVIATION

、

ド

ノ

－

DISPLAYに 続 き,オ ペ ラン ドで書い たどれか1つ を指定 する。

・FORMAT ,IDENTIFIER,ABBREVIATIONの い ずれかを指定した

場合

指令で定義 され た値を出力する。

・FRAGMENTを 指 定 した場合

断定の大 きさLMAX(1断 片 の行数),CMAX(1行 の桁数)を 出力する。

5.2PRlNT指 令

本文の任意な一部分を端末へ出力 するものであ る。出力形式はFORMAT指 令 で定義 された も

のである。
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指令形態は次の通 りである。

●

命 令 オ ぺ ラ ン ド

PRINT(PRI) 作業 域

(例)

D

・ ・RINTA・C…2・ ・ABC・ ・12・(㊦

下線はLINEDの 出 力

ABCOOO20か らABCOO120ま での内容 を打出す。

5.3RENUMBER指 令

本文 の識別子の内容を全行にわた って更新する。

指令形態は次の通 りである。

命 令 オ ペ ラ ン ド

RENUMBER(REN) 識 別 子 〔(増 分値)〕

●

オペラン ドで指示 した識別子が先頭行識別子 の値とな り.本 文 の行配列順序に したがって1行 進

むごとに直前の識別子の値に増分値 を加 えた ものを新 しい識別子の値 とす る。

なお.増 分値 の指定がなければ10進10を その値 とす る。

5.4POlNT指 令

作用行 を本文中か ら探 し,指 針の値 をその行に一致 させ る。

指令形態は次の通 りである。

命 令 オ ぺ ラ ン ド

POINT(P,POエ) 作用行

なお.発 見 された行 は端末 に出力 される。
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5.5Q指 令

Qは 直前の指令 を繰 り返 し実行す ることを示す。ただ し直前 の指令 が作用域 をパ ラメータとす る

ときにのみ有効で,そ れをパ ラメータとして受けつ ぐ。

(例)

≧ ・R・N…ERAN・ ・IM・ ・A・CX・Z・(O

≧Q(㊧

、

●

この場 合QはPRINT指 令 を繰 り返 し実行した ことにな る。

6.そ の 他 の 指 令

以上述べた各種指令のほかに端末か ら本文を入力す るINPUT指 令 とLINEDの 処 理 を終 え

ることを示 すSTOP指 令 とがあ る。

6.11NPUT指 令

LINEDを 使用 して端末か ら初 めてOLDFILEを 作成す る場合に用い る。 したが って,こ

の指令は1ジ ョブ ・ステ ップに1回 だけ使用す ることがで きる。

この時,入 力 され るOLDFILEのFORMAT,IDENTIFIERの 値 は当然与え られ

ていなければな らない。

指令形態 は次の通 りである。

△A
ロ「1丁 〕 オ ペ ラ'ン ド

INPUT 識別子 〔(増 分値)〕

この指令 を出す と*が タイプ ・アウ トされ るので,本 文 とな る入力デ ータ群 をタイプ ・インす る。

最後に>Eか>Rを 指 定す る。Eは そのまま終了す ることを意味 し,Rは 入力 したデータを確認の

ためタイプ ・アウトする。(無 指定の時はEと 同 じであ る。)

な お,前 述 指令のオペ ラン ドで指示 した識別子が、最初に入力 した行の識別子の値 とな り,そ れ

に増加値を加えた ものが,次 に入力 した行の識別子の値 となる。3番 目以降 に入力 した行について

は2番 目に準ず る。増分値 の指定 がなければ10進10を その値 とす る。

金

●
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(例)

'

、

・一・A-…A⑲
◎(⑱

・一・一一…A・WARI(㊦

:10ぱWARI-END@)

6.2STOP指 令

LINED処 理 の終了を指令す る。 この指令が出 され るとt作 成 された編集済の本文をOUTF

ILEにOLDFILEと 同形式で出力す る。

指令形態 は次 の通 りであ る。

命 令 オ ペ ラ ン ド

STOP 〔R〕 〔,P〕 〔,EI・M=エ レメ ン ト名 〕

●

R;再 番号付 けを指示す る。OUTFIL.Eに 出力す る形式が識別子抜 きならば無意味

であ る。

P;端 末 に も本文 を出力す ることを指示 す る。

ELM－ エ レメン ト名;出 力 するときの本文のエ レメン ト名を指定す る。 エ レメント名

は本来.ジ ョブ制御言語EXEC文 のパ ラメータとして与 えられ る ものであるが,

こ こでの指定 はそれに優先す る。
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皿TSS-FORTRAN

1.概 要

前述の とお り,現 在 我が国で最 もポピュラーな言語 はFORTRANで あ り,デ マ ン ド用の会話

型言語 で も先ずFORTRANが 要 望され る。

FACOMのTSSで はBACCUSと い う会話型特 有の言語 が用意されてい るが,や は りFO-

RTRANに 対 す る要望 は強 く,新 めて会話型のFORTRANプ ロセ ッサを作 る余裕 もないので,

現 在バ ソチ用 に備 えられてい るFORTRANコ ンパ イラを極力利用して最少限の デマ ン ド処理機

能 を付け加 え,こ れ をTSS-FORTRANと して登場 させることとした。

バ ソチ用FORTRANに 手 を加 える主な点は次のよ うな ものであ るδ

(1)FORTRANのREAD文 とWRITE文 の 対象に端末 も許す。即ち,端 末か らデータが入

力され,端 末に結果が印刷 され るようにす る。

(2)端 末 装置の能力か ら,入 出力 に対する複雑なFORMAT指 定 は要求 されない ことが多いので,

READ文,WRITE文 にFORMAT指 示 をしないで も標準 フォーマ ントで入出力で きる機

能を追加す る。

(3)ソ ース ・プ ログラム入力はカー ドカラムの指定 にこだわ らぬ フリーフォ ーマ ントを許す。

(4)ソ ー ス ・プ ログラムに ライン番号 を付け,ラ イン単位の編集,即 ち置換,挿 入,削 除 を可能に

す る。

㈲ ソース ・プログラム入力時 に ライン毎 のシンタックスチェックを行な う。 この うち⑤ はや ～遅

れてはい るが,他 の機能はす でに追加 されてい る。

以下にデマン ド用会話型言語の概要 を示す。

、

旬

●
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●

2.TSS-FORTRANの 仕 様

■ 言語仕様 上の制限

TSS-FORTRANの 言 語仕様は.FACOM230-60のFORTRANに 次 の制限

を加 えた ものである。

(1)JISFORTRAN水 準7000に あ ってTSS-FORTRANで 禁 止 しているもの

a.BLOCKDATA文 の 禁止

・b .PAUSE文 の 禁止

c.REALFUNCTION等 の型宣言 をともなったFUNCTION文 の禁止

d.プ ロ グラムは文で始 ま らなければな らない。

(2)FACOM230-60FORTRAN固 有 の機能中 で.TSS-FORTRANで 禁止

している もの

a.ELEMENT文 の禁止

b.OPTION文 の 禁止

c.NAMELIST文 の 禁止

2.入 出 力

TSS-FORTRANは,そ の入出力対象が タイプライタで あるため入 出力のス ラー トメン

ト,あ るいは,ソ ース ・プログラム入力 に対 して,バ ッチ方式の ようにカー ドイメー ジで カラム

を指定することはユーザに対 して大 きな負担 とな る。 そこで,FORTRAN文 の 入力型式及び

データの入出力 は原則 として フ リー フォーマッ トとし,次 のよ うな変更 をおこな う。

2.lFORTRAN文 の入力型式

a.Sourceprogramの 入力 はすべて

㊥ －RAN文 ・・行⑭(◎
の 形 を し て い る。

b.コ メ ン ト行 は

@・ △ ⇔@
の形をしてお り,C△ で始 まるFORTRAN文 の 入力は許 さない。

コメン ト行 は.72文 字 以下 でなければな らない。 これ をオーバ ーした場合は,72文 字 を

越 える部分は,切 り捨てる。

c.END行 は

(◎ ・一・個の・…'・N… 蹴 … 固以下のブ… ⑭ ◎

の形 を して お りENDと い う もの の 間 に ブ ラ ン ク が あ っ て は な ら な い 。

d.SUBROUTINE,FUNCTION文 は
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塞 嘘;;=1=;㌻ ∵::::::⑬⑳
のいずれ かの形 をしていなければな らない。 サブルーテ ィン,フ ァンクション名 の間にブラン

クがあ ってはな らない。

e.上 記 以外のFORTRAN文 は

紗 ㌻ 　 ・〔文ラ〔 〕0⊇ ブランクFORTR　
ここでFORTRAN文 本体 は,C△ あ るいは,END△ で始 まってはいけない。'

・・継続 行に関 ・ては'◎ ・一 ・の直前・… の文字 ・入力 す… 次に入力す ・行は 同

一1inenumberを 持 ち.同 一の文が続 いているもの とみなされる。ただ し,ポ ラ リス

指定の途中で切 って2行 にまたがるよ うな&は 許 さない。&は1っ の文に対して8個 まで しか

使用 で きない。

2.2入 出 力に対す る拡張及び変更

FORTRANの 入出力におけ るREAD/WRITEstatementの 装 置番号 と実

際の装置の間には次のよ うな対応がある。

装置番号 装 置

1 デ ィ ス ク フ ァイ ル

2 〃

3 ,ノ

4 〃

5 カ ー ドイ メ ー ジ フ ァイ ル(た だ しVersion2で は 使 え な い)

6 タ イプライタ出力

7 ラ インプ リンタ出力(た だ しFACOM-Rの み)

8 端末入力

TSS-FORTRANで は,入 出力の装置番号は,1～8ま でしか使えない。'またこの うち

6～8はFORMATな しのRead/Writeす な わち,標 準FORMATに よ る入出力 とみな

す。

標準FORMATに よ る入出力 は,任 意のデー タを,ブ ランクあ るいはカンマで くぎって入出 ・

力できるものであ る。

2.3そ の他の制限

TSS-FORTRANに おいては,タ イプライタ,ラ インプ リンターとい う装置に関係な く

入力1行 分 は112文 字 まで.出 力1行 分は,100文 字 までであ り,そ れを越 え るものは無視
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■

され る。

3.TSS-FORTRANの=1マ ン ド

TSS-FORTRANで 使 用 可 能 な コ マ ン ドは 次 の よ うな も0〕が あ る。・

1.TSS・-FORTRAN呼 び 出 し の マ ク ロ

DFORT△ 端 末 名 〔.Fileopt・ion〕

FileoptionはFORTRANプ ロ グ ラ ム で 補 助 記 憶 装 置 を 標 準 的 な 方 法 以 外 で 使 用 す

る と き に 指 定 し な け れ ば な ら な い 。

こ の 標 準 的 な 使 い 方 と は,補 助 記 憶 装 置 をworkfileと し て 使 用 す る こ と を 言 い,Job

の 開 始 時 点 でfileが 存 在 せ ず,Jobの 終 了 と と もにfileがpurgeさ れ る こ と を 言 う。

Fileoptionは.次 のn-1～4に 関 して 必 要 な もの だ け を 指 定 す れ ば よ い 。

Tn-OLD,Nn-filename,Kn=KEEP

n:FORTRANのREAD/WRITE文 で 使 用 して い る装 置 番 号 で1～4ま で の整 数

T.-OLD:Jobの 開 始 以 前 にfileが 作 られ て い る こ と を 意 味 す る。 指 定 し な け れ ば

こ のJobに お い て 新 し く作 り出 され る。

N.-filename:作 り 上 げ る,ま た は 読 み 出 すfilenameを 指 定 す る。 指 定 しな け

ばFOnと い うfilenameに な る。

Kn-KEEP:Jobが 終 了 し て もfileを 残 す こ とを指 定 す る。 指 定 が な け れ ばJob終

了 時 にfileは 消 え る。

こ の マ ク ロ コ マ ン ドは,デ マ ン ドJobに お け る資 格 審 査 が 終 って.

MACR.OBUNNYUURYOKU
　　

と タ イ プ ラ イ タ に 印 刷 され た と きに,入 力 す る コ マ ン ドで あ る。・

2編 集 用 コ マ ン ド

DINPUTコ マ ン ド

こ の コ マ ン ドは.FORTRANSourceI)rogramを 入 力 す る た め の も の で あ る。

一 般 型

%INPUT〔 △program名 〕

こ の コ マ ン ドで 入 力 す る も の は,1つ のmain .programあ る い は,1個 のSub

programで あ る。

mainprogramの 入 力 時 に は,program名 の 指 定 を し,subprogramの 入

力 時 はprogram名 を 指 定 して は い け な い 。(subprogram名 がprogram名 を10

番 か ら10き ざ み で 印 刷 し て く る の でtこ れ に っ つ い て

⇔ ・・R・RAN・ ・…m…@@
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を打 ち 込 め ば よ い 。

FORTRANのEND行 が 入 力 終 っ た な ら,そ れ に っ つ い て

%IEND

を 入 力 し な け れ ば な らな い。%IENDを 入 力 す る と,こ の コマ ン ドは終 了 す る。

ii)UPDATEコ マ ン ド

こ の コ マ ン ドは,す で に 入 力 し たSourceprogramの 修 正 を す る た め の もの で あ る。

一 般 型

%UPDATE〔 △program名 〕

こ の コ マ ン ドでprogram名 の 省 略 が 許 さ れ る の は,Sourceprogram入 力 中 の み

で あ る。Sourceprogram入 力 中 と は,INPUTコ マ ン ド使 用 中 で%IENDが 入 力

され る 前 の状 態 で あ る。

'こ の
コ マ ン ドを 入 力 す る と,シ ス テ ム 側 か ら,〉 ノを 出 力 す る の で,こ れ に 続 い て,1ine

number及 びFORTRANstatementを 入 力 す る と,同 一1inenumberが あ

れ ばrefIaceな け れ ばInsertさ れ る。

こ の コ マ ン ドの 終 了 は%UENDの 入 力 に よ る。

iii)DELETEサ ブ コ マ ン ド

こ の コ マ ン ドはsourceprogramの 一 部 あ る い は全 部 を消 去 す る も の で あ る。

一 般 型

%DELETE△ いnenumber1〔.linenumber2〕

hnenumber1あ る い はIinenumber1～1inenumber2の ス テ ー トメ ン

トを 消 去 す る。

こ の コ マ ン ドは,Sourceprogram入 力 中 及 びUPDATEコ マ ン ド中 に お い て の み

使 用 可 能 で あ る 。

iv)11ine修 正 サ ブ コ マ ン ド

こ の コ マ ン ドは.Sourceprogram入 力 中 に,11ineの 修 正 を'お こ な う もの で あ

る。

一 般 型

%Iinenumber△FORTRAN文

V)LISTコ マ ン ド

入 力 中,あ るい は.入 力 の終 ったsourceprogramの リス トを,タ イ プ ラ イ タ に 出 力

す る も の で あ る。

一 般 型

%LIST〔 △program名 〕 〔,firstIinenumber,1astlinenumber〕
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指 定 さ れ たprogramの(SourceProgram入 力 中 に お い て は 省 略 す る)指 定 さ れ

た いnenumberの 区 間 の リス トを と る 。linenumberの 指 定 が 省 略 さ れ た 時 は,

す べ て の 区 間 が 指 定 さ れ た も の とみ な す 。

vDRESEQコ マ ン ド

入 力 中,あ るい は,入 力 の終 っ たSourceProgramの いnenumberの つ け か え を

す る もの で あ る。

一 般 型

%RESEQ〔 △program名 〕 〔,整 数 〕

指 定 さ れ たprogramの(SourceProgram入 力 中 に お い て は省 略 す る。)1ine

numberを 指 定 され た整 数 を 初 期 値 お よ び き ざ み と し て 新 し くっ け な お す 。 省 略 時 は10と

す る。

3.実 行 コ マ ン ド

i)RUNコ マ ン ド

入 力 し たprogramの 実 行 を指 示 す る コ マ ン ドで あ る。

一 般 型

%RUN〔 △mainprogram名 〕

指 定 さ れ たmainprogramか ら実 行 型 式 を 作 り,実 行 を す る 。

4.プ ロ グ ラ ム 保 存 に 関 す る コ マ ン ド

DSAVEコ マ ン ド

この コ マ ン ドは,入 力 し たSourceProgramをSaveす る も の で あ る。 もし,こ の コ

マ ン ドを 使 用 し な け れ ば,JOBの 終 了 と と もに,SourcefiIeは 消 え て し ま う。

一 般 型

%SAVE△program名1〔,program名2,・ … … ・・〔,program名n〕 〕

iDPURGEコ マ ン ド

こ の コ マ ン ドは,Saveコ マ ン ドに よ っ て と っ て お か れ たprogramを デ ィ ス ク 上 か ら消

去 す る役 目 を持 つ 。

一 般 型'

・%PURGE△program名1〔 ,program名2… 一 ・・〔,program名n〕 〕

iii)NAMELISTコ マ ン ド

この コ マ ン ドはSaveし て あ るsourceprogramの 名 前 の リス トを タ イ プ ラ イ タ に 印

刷 す る もの で あ る。

一 般 型

%NAMELIST〔 △S〔, .program名1,… … … 〔,program名n〕 〕 〕
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program名 の 指 定 が され た 時 は,そ のprogramが 存 在 す るか ど うか を教 え,何 も指

定 し な け れ ばSaveさ れ たprogram名 の りス トを と る。

iv)LOADコ マ ン ド

こ の コ マ ン ドは,今 回 のJobで 使 用 す るSaveさ れ たprogram名 を指 定 す る。

一 般 型

%LOAD△program名1〔,program名2… … … 〔,program名n〕 〕

こ の コ マ ン ドは,使 用 前 な らば い っ 指 定 して も よ い 。

5.そ の 他 の コ マ ン ド

i)STOPコ マ ン ド

こ の コマ ン ドはJobの 終 了 を 指 示 す る。

一 般 型

%STOP

ij)CHMODEコ マ ン ド

この コマ ン ドは,mainprogramをsubprogramに 変 え る。 あ る い はsub

programをmainprogramに 変 え る。 あ る い はprogram名 を 変 え る場 合 に 使 用 す

る。 こ の コ マ ン ドを 使 用 す る場 合 に は,前 も っ て 名 前 を変 え τこいprogramの 変 更 を

UPDATEコ マ ン ドで して お か な け れ ば な らな い 。

一 般 型

%CHMODE△Oldprogram名,Newprogram名 〔,M〕

Oldprogram名 のprogramをNewprogram名 に 変 え る。Mが あ れ ばSub

program→mainprogramの 変 更 を お こ な う こ と を指 定 す る。

6.Quit

Quitは,FORTRANで 作 り 上げ たproふgramの 実 行 中 の み 有 効 で あ り,割 込 み ボ タ ン

をお し た 後 に,RQと 入 力 す る。 そ の 後,ENDと 入 力 す れ ばprogramは 終 了 す る。END

以 外 はrestartで あ る。

■
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IV CPL

ヂ

9

1. .概 要

会話型PL/1と しては,現 在AIIen-BabcockのRUSHが 有名である。その他IBMの

CPSやStanford大 学 のACMEコ ンパ イラー等 もあ る。いずれ もPL/1と しては,か な り

言語仕様 をしぼったサブセ ット(Subset)で あ り,と くに技術計算用の機能に主体をおいてい

る傾向が ある。

このCPLも,も ちろんサブセ ッ トであるが,自 的か らいって,技 術用,事 務用 どちらの仕事 も

で きるよ うなサブセ ッ トをえ らび,特 にPL/1の 大 きな特長の一つ とされてい るビット処 理の機

能 は完全 に含ませ た。

●
.

.

●

2.CPLの 特 長

CPLはPL/1言 語 を基礎 とした会話型言語 プロセッサで,FACOM230-60MON

ITOR-Vの 下 で動作す る。

一般に会話型 プロセッサは,次 のよ うな点が特 徴とされ ている。

(1)プ ロ グラムの作成,実 行,変 更が随時交互に切換 えられ ること。

(2)プ ログラムのエラーが即時 に検出できること。

(3)プ ロ グラムの修正および編集が任意に行なえること。

(4)任 意のステー トメン トの実行 や,プ ログラムの部分実行が自由 にで きること。

㈲ 入力す ると直 ちに実 行で きるダ イレク トステー トメン トが使用できること。

(6)プ ログ ラムを自動的に保存す ることがで き,い っでも呼び出して使用 できること。

(7)人 間 と機械との インタラクションが会話的に行なわれ,ガ イダ ンスの要素 もあるこ と。

CPLは これ らの機能 をできるだけ満たすよ う設計 したが,中 で も,次 のよ うな点に留意した。

① プログラムが完成しないで も入力 され てい るプログラムがいっでも実行で きなければな らない

ので逐次翻 訳を行な う。

② 会話型の本質 を生かすには,一 般的にはインタプ リタ方式 をとる必要があ るといわれているが,

完全な、インタプリタ方式 ではあま りに も実行時 間がかか りす ぎるので,CPLで は インタプ リタ

方式 と,コ ンパ イル方式 の中間 をとり,で きるだけ機械語のオブジェク トを出すよ うにした。

③ ソース ・プログラムの リス トの要求 に応 じ られ るよ うにソース ・イメージ もそのまま保 存 して

お く。

④ 文法的なエラーはで きる限 り即時 に検 出し,わ か りやすい適切 なメッセージを出す。
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⑤saveし てあ るプログ ラム をCALLス テ ートメン トや関数 として呼び出せ る。

⑥ ダイ レク トステー トメン トを導入 したこと。

⑦ インプッ トされたプログ ラムの大 きさ(ソ ース ・プログラム)に よって,オ ブジェクト・エ リ

アやシ ンボル ・テーブル ・エ リアを実行時 に伸張で きること。 またオブジェク トの実行時におけ

るス トレジはブロ ック構造やAUTOMATICス トレジクラスを許す ので有効に使用 すること

が で きる。

⑧ ステー トメン トが挿 入あ るいは削除 された場合,原 則 として プロセ ッサは リコンパ イル(Re-

comp'ile)を す るが端末利用者 が意識的に リコンパイル をさせな くす ること も出来 るし,任

意の時点で強制的に リコンパイルさせ ることもで きる。

⑨

⑩

⑪

システムは リエン トラン トに作 られている'。

FACOM230-60バ ッチ用PL/1と 言 語仕様上の互換性 を持たせてある。

その大半が当センターで開発 したシステム記述用言語(PLD)で 記述 して あること。

■

3.言 語 仕様

PL/1言 語 仕 様 か ら除 い た 機 能,ま た は 制 限 事 項 の 主 な も の は次 の よ うな もの で あ る。

① 多 重 タ ス ク

②INITIAL指 定 の 代 りに ダ イ レ ク トス テ ー トメ ン ト(directstatement)を 許 し,

コ ン パ イ ル 時 に 実 行 さ せ る。

③ 構 造 体 の 配 列

④ 配 列 の 断 面

⑤ 添 字 つ きの 修 飾 さ れ た 名 前

⑥ 属 性 と して は デ ー タ属 性,次 元 属 性,ENTRY属 性,ス ト レジ ク ラ ス 属{生,フ ァ イ ル 属 性 等

を 許 す 。

⑦BEGINブ ロ ッ ク

⑧ 再 帰 的 手 続

⑨ ポ イ ン タ な しのCONTROLLED変 数

CPLに お け るス テ 一一トメ ン トは コ レ ク ト(collect)ス テ ー ト メ ン トと ダ イ レ ク ト(dir-

ect)ス テ ー トメ ン トに 分 け られ る。 コ レ ク トス テ ー トメ ン トは 通 常 の プ ロ グ ラ ム で,プ ロ セ ッ サ

に よ っ て,オ ブ ジ ェク トが 作 成 さ れ ソ ー ス ・ス テ ー ト メ ン トと共 に 保 存 され る。 ダ イ レ ク トス テ ー

トメ ン トは 先 頭 に%マ ー ク を付 し た もの で,入 力 され る と直 ち に 実 行 さ れ,ソ ー ス ・ス テ ー トメ ン

ト,オ ブ ジ ェ ク ト ・プ ロ グ ラ ム と共 に保 存 さ れ な い 。 な お あ る種 の コ レ ク トス テ ー トメ ン ト(代 入,

GET,PUT,STOP等)の 先 頭 に%マ ー ク を っ け る こ とに よ っ て ダ イ レ ク ト ・ス テ ー トメ ン

ト と し て 使 用 す る こ と もで き る。 これ に よ り初 期 値 の 設 定,ア ー ギ ュ メ ン トの 値 の 変 更,中 間結 果
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の印刷等を任意に行 なうことがで き,デ バ ッグの際有効な手段 とな る。

そ の 他 の ダ イ レ ク ト ・ス テ ー トメ ン トは 次 の 通 りで あ る。

・%RUN〔ln、 〔,1n2〕 〕;・%LIST〔1nl〔
,ln2〕 〕;・%RESEQ;

・%1、OAD

・%SAVE;

name ・%PURGE name

・%NOCOM;

・%NAMELIST;・NOMSS;

・%ERASEln1〔,1n2〕;・%COM; ・%TAPE;

⑨

`

CPLプ ログラムの例

■

ZIKOKUO9:'30NlTSSSERVICEOHAZIMETA●DATE

***DEHAND

ANATANONAIIAEニJIPDEC

ANATANθPASSWeF～DニHlMlTSU・

ANATAN6」OBBANGθOニDJOOOOO

NACRSBUNト6◎NrUPYOKU●**

¥CPし

DE二teAN,DJOBKAISI●

?10MAII:PR◎C;

?20F:PR6c{X);

?30RETURN(X**3-4*X**2粍_◎G(X));

?40END;

?50D◎X=1T◎10;

?60Y=F(X・);

?70PUTSKlPDATA(×,Yき);

?80END;

?90PUTSK|P(3);

?100END;'

t_・ASTしtNF_(ENDST)C490.00

?$～UN50,90;

.

・

=

=

=

=

=

=

=

X
X

X

X

X
X

X

1⑮OOOOC.)C`(ε 十◎0

2。00C()OG(:… ε+OO

3e6i).()eC(又 三 十〇〇

4。o()(鳩1二 〇ぐ・こ÷c{〕

5◆eo()○ ぐ)(江:三1÷00

6。 ◎oo()()f:"こ:『 ÷()0

7。00COミX)江:÷()O

Xr8。OOOC:・()O舅:÷OO

X=9.0000()Ol::こ ・}・GO

X=1●000000C三 十〇1

Y=1・oooeoOOS+00;

Y=-3。09035S','EtOO;

Y=-1.25{～075E,E+01;

Y=-2◆4722921ド+01;

Y=-3●S9442f>C)こ+01;

Y=-4。201(・Oら9f-:÷01◆

Y二 一398399353ε4・01.

Y=-2.03392δ7{三+Ol・

Y=1.7097641ε 十〇1

Y二7。896399Cε+01;
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?4gOt.:D=(F(X+0.OGOO1)-F(Xも))/∩.00001;

?500P=ミ1合 音F(X}/D;

?510X=X-P;'

?520{FP〈OTト{εNGbP=-P;

?5301FP>ETi}一{EINGOTOL;

?540R=F{ン く);

?f50P`JTDAT☆(×,F～);

?560田 干 ミ三弐IP(2);

?%Ex1◎**(-7}言

?鰺 く=鴛

?%RUN490,5ら0;

X=1e4296117ε+CO

?ro(=糠8;

?ラ ζRUN4909560;

X=8●6132065E弓 ・CO

?XST()ρ;

OEト1ANDJSBOVAF～1・

ZEIKOKU10:19N{

R=1.78813S3E-07:

R=0.OOOCOOO『 一り1;

OドF-{_lcCENINATTA●SIYCeZ{KAN'00:13:54

●

以 上 がNEACTSSとFACOM

TS8の 概 要 で あ る。

4.4移 行 作 業

TSSの 相 異 点 な らび にFACOM

NEACTSSか らFACOMTSSへ の 移 行 は非 常 に多岐 にわ た る作

業で あ る。

FACOMTSSは 現 在 稼動 を 開始 してい るが,そ の 時 点 迄 に到 る準 備 作

業 と して そ の う ちの 若干 の 問題点 に っ い て述 べ る。準 備作 業 は 表 一5の と お り

で あ るが,大 別 す る と,① シス テ ム ・テ ス ト,② 利 用者 に対 す るサ ー ビス の為

の作 業,③ 運 用 に関 す る準 備作 業,④ セ ン ター ルー チ ンの4業 務 に分 たれ る。

① につ い て はOSに 関 す る業務 で,継 続 的 に チ ェ ックが な され なけれ ば な ら

な い性 質 の もの で あ る。② は従来NEACTSSを 使 用 してい た利 用 者 に対

し,FACOMTSSの 利 用 に関 す る周 知 が主 な もので あ る。③ は セ ン タ側

■
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の運 用基 準 を定 め る もの で あ り,3元 処 理 を 考 慮 して決 定 され る。④ につい

て は後 述す る。 この うち利 用手 引 書 を参考 の た め に次 に添 付 す る。

●

●

亀

.
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利 用 の 手 引

TSSサ ー ビ ス タイ ム

1.概 要

TSSサ ー ビスタイムにっ いては,次 の表の通 り行 ない ます。

2.TSSサ ー ビス開始日とTSSサ ー ビス時間

(1)TSSサ ー ビス開始 日

昭和47年2月28日(月)

(2)TSSサ ー ビス時間

項目
年月

サ ー ビス 日 サー ビス時間 サー ビス時 間帯

47年2月 月,水,金 3H 10:00～13:00

3月 月,水 金 3 10:00～13:00

4月 月,水,金 4 10:00～14:00

5月 毎 日 4 10:00～14:00

6月 以降 毎 日 5 10:00～15:00

〔注 〕 但 し,① 日祭 日のサー ビス は行ないません。

②5月 以降 の土曜 日のサービスは行 ないません。

Ma130

●

セ ン トラ ル マ シ ンダ ウ ン 時 の 処 理M・140

1.概 要

TSSサ ー ビス利用中にセ ントラルマ シンがダ ウンした場 合の処置は,次 の手続 きによ ります。

2.セ ン ター側の処置

(1)セ ンタ係員はダ ウン状 況を速やかに端局の端末 責任者に連絡する。

(2)速 や かに復旧のための必要処理 を取 る。

(3)(2)の 結 果ユーザ ファイルが破壊 されてい ることが認 められた場合には,各 端局の端末責任者

にその対処の方法について連絡す る。

3.端 局 側の処置

(1)端 末 責任者 は,セ ンタか らの連絡及び指示 によ り,必 要 な処置を取 ることとす る。

t
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t

4.フ ァイル リカバ リーの方法について

セン トラルマシンが,モ ニタ及びハ ー ド障害 によ りダ ウンし,そ のダウンのために ファイルが

破壊 された場合の復元方法は,前 日のTSSタ イム終了後に磁気 テープにセーブされた磁気テー

プか ら復元す る方法を取 ります。

従 って,そ の間に更新 された ものについては前日の状態に戻 ることになりますので御承知下 さ

いo

●

9

'

セ ン タ ー 出 力M・ ・150

1.概 要

デマン ド処理及び リモー トバ ッチ処理によ り作成 された処理結果 を利用者の指定 によ り,セ ン

ターの ラインプリンタに出力す ることがで きます。

2.返 却 手続

出力 された処理結果 の返却 は本手続 きによって行 ないます。(事 務フローチ ャー ト)

ユ ー ザ

セ ン タ

受付(BI管 理 課受付) 計 理 機 室(434)821]内220

@TEL 、 セ ンタ 出力

㎞
瓢 出力結果

1

一

し

受取印

○

1

〔= _

※ユーザーよ りセ ンターへの通知項 目は次の 事項 を連絡 下 さい。

① 端末ID

② 氏 名

③SYSIN後 ・… よ り蜘 され る・・ブ番号(IITT・nnn)
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※ユーザーよりセ ンターへの通知項 目は次の事項 を連絡下 さい。

① 端末ID

② 氏 名

③ ・YS・Nftセ ン・よ樋 知されるジ。ブ番号(RTTT…)

端 末 の ハ ー ド障 害 処 理%160

1.概 要

端末装置のハー ド障害 が発生 した場合 は,下 記の手続 きに より,障 害処理 を行ないます。

2.障 害通知

端末 使用中に,ハ ー ドウエア上の障害 と思 われ る異常状態 に遭遇 した場合は,ユ ーザは直 ちに

センタの係員に,そ の異常状況 を連絡 して下 さい。

3.障 害 復旧

センタの係員は,富 士通(株)の 端末CEに,そ の異常状態 を連絡 し,障 害発生端局 へ直行 し

て もらいます。端末CEは,そ の障害状 況を調査判定 し,ま た復旧に必要 な措置を取 り速やかに

復旧 を図 るよ うに致 します。

利 用 相 談i16・170

1.概 要

当セ ンターのサ ービス を利用す る場合に発生す る質問や問合せを受付け るもので,こ れにはプ

ログラム相談 とセ ンター利用 に関す る全般的な相談がその対象 とな ります。

2.申 込方法

電話による質問,回 答 は要領 を得ない場 合があ りますので,極 力来所か書面 によ り申込み下 さ

い。 なおその場合申込書(%171)に 必要事項記入の上来 所 もしくは書面 をご郵送下さい。

3.申 込手続

下記 の手続 に従 って申込の受付 を行 い,書 面 もしくは来所の場合には問合せ票記 入の上申込み

ください。

・ 書面による場合

問合せ票記入の上郵 送して下 さい。 これに対す る回答 は電話で行ないます。

・ 来所による場合

間 合せ票記入の 上ご来所下 さい。相対に より回答 します。来所の際,予 めその旨電話 でご

連絡下 さい。

・ 電話による場合

%090に 記 載 されてい る所へC"連 絡 下 さい。
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'

票せ合間

※

%

問 合 せ 票

社 名

所 属

氏 名

Ma171

年 月 日

受付番号※ 受 付 者 ※ 種 別 方 ・法

1.質 問2.要 望3.そ の 他 1.来 所2.書 面3.電 話

(質 問内容):

.

書類返送

要 ・ 否

電 話 番 号 回 答 年 月 日 ※ 回 答 者 名 ※ 回 答 区 分 ※

年 月 日 1.解 決2.検 討3.打 切

(解 答):

※欄 は記 入不要です。
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講 習 会,i16.180

1.概 要

ユーザーの利用向上に資す るため,セ ンターでは必要 が生 じた場合に講習会 を実施 します。

2.申 込 方法

,セ ンターで発行す るJIPDECTSSNEWSで 事 前に講習会 の 日程,場 所,内 容等 を

通知致 しますので,JIPDECTSS.NEWSに 添 付 されてい る講習会 申込書 に必要事項

記入の上センターに ご送付下 さい。

%

申

※

込 書

申 込 書

%.181

年 月 日

受付番号※

社 名

所 属 TEI、

氏 名

講習内容に

ついての望

事項

※欄 は記入不要です。

JlPDECTSSNEWS'M・ .190

1.概 要

センターのサービス内容 につ き変更 や拡張があった場合,随 時JIPDECTSSNEW

Sを 発 行し速やかに利用都 と対 し周知致 します。内容 はセ ンターにおけるソフ トウエア,ハ ー ド

ウエア,運 用,講 習会,マ ニアル,質 問及び他 の案内等が主 な ものです。JIPDECTSS

NEWSは 周 知 しなければな らない事項 が発生した場合,全 ユーザーに配布致 します。
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ユ ー ザ;フ ァイ ル の 登 録%200

1.概 要

TSSサ ー ビスの利用にあた り,常 時 利用で きるユーザ ーファイルの登録 を受付け ます。登録

可能機種はF471K(集 合 デ ィス クパ ック装置)用 パ ックで1ユ ーザ ー1フ ァイル とし,200

ト ラ ッ ク を原 則 と し ます 。

これ らの準 備作業 を経 て次表 一7に み る本稼動 における各作 業が現 在進行中

であ る。

表 一.7稼 動時 における作 業内容

A.運 用業務

○

○

○

○

○

○

○

○

ジョブ ・マクロの受付 ・登録等に関す る処
ジ ョ ブ ・マ ク ロの 管 理 ,

理。'A-1

CPU,フ ァ イ ル,チ ャ ネ ル 等 に つ い て シ

各種管理資料の作成 ステムの効率化をはか るための資料を作成

す る。A72
'

プロダクシ ョン ・開 発業務 ・時間貸 しを含

マ シン ・ス ケ ジ ュ ー ル め,FACOMの 全体的なスケ ジュールを

たてる。A-3

ソフ トウエア上の障害に対す る復元 ・管理
ソフ トウエ アの管理

作業。A-4

ハー ドウエア上の障害 に対す る復元 ・管理
ハ ー ド ウエ アの 管 理

作業。A-5

OSのVERSIONUP処 理 OSの 更改処理を行 な う。A-6

障害 時にお ける緊 急連絡,フ ァイル復元,

モニタ ・リロー ド等の復作業 とSAVEの

オ ペ レ ー シ ョ ン

処 理 。 セ ン タ ーL/Pア ウ トプ ッ トの 処 理

A-7

フ ァ イルの割 り当て,調 整等の管理 とファ
フ ァイル管理

イルの障害に対す る処理を行な う。A-8
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B.サ ー ビ ス

業 務

C.一 般 業務

D.開 発業務

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

広報 ・速報の作成 必要 に応 じて広報を作成す る。B-1

利用手引書の作成 ・更改 利用手引書の作成 と更改,発 行。B-2

マニ アルの作成 ・更改 マニァルの作成 と更改,発 行。B-3

各種 相談 ・質問窓 口

専任者 を置き端末側か ら出 され る質問 ・相

談 ・苦情等につきその解答 をなす。B-4

教育 ・講習会の開催
定時 あるいは随時に講習会 を開催 する。

B-5

' 端末 の新規設置 ・変更 ・返却等 に伴 う契約

契約業務 ・
上の諸業務を行なう。C-6

A-2で 得 られた諸資料 とB1～3に おけ

各種資料の管理
るマニ ァル類 について管理 する。C-7

・

セ ンター入力 ・出力の場 合におけるユーザ

収配業務 に対するデータの収配及び出力配布の作業

を行な う。C-8

使用料金の請求書の発行,領 収業務を行な
料金請求 ・領収業務 φ

う.C-9

○ 開発業務

○ 検査業務

センタールーチンに変更の必要が生じた場

仕様作成か らプログラ ミング ・テス ト

まで行 な う。D-1

TSSサ ー ビス の 対 象 とす る ソ フ ト ウエ ア

を 作 成 す る。 例 え ば ラ イ ブ ラ リ リ カバ リー

の た め の ソ フ ト ウ エ ア等 で あ る。D-2

ソフ トウエアに関 する検査およびSGの 最

適化のチェック も併せて実施する。D-3

、

θ

●

こ こで 移 行 に 伴 う準 備 作 業 の う ち,セ ン タ ・ル ー チ ンお よ び コ ンバ ー ジ ・ ン

作 業 に つ い て 述 べ る.。

4.4.1セ ン タ ・ル.一 チ ン に つ い て

セ ン タ ・ル ー チ'ン と は,OSの 基 本 モ ジ ュー ル に 含 め る こ と が で き な い よ う

な もの に対 して 各 セ ン タ が そ の セ ン タの 条 件 に 合 う よ う にOSの 一 部 と し て組
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`

み込 む ルー チ ンで あ る。

た とえ ば,ジ 。ブ番号 の指 定 方 法,フ ァイ ルの指 定 方 法,利 用者 の資 格 審 査,

会計 情 報 の収 集 な ど はセ ン タの運 用 目的,条 件 等 が それ ぞれ 異 な るた め 当然 各

セ ン タ ご とに異 るのが普 通で あ る。 もちろん,こ れ らの条 件 を考 慮 した うえ で

最 も一 般 的,,あ るい は標 準 的 な処 理 方法 をOS提 供 す る もので あ るが ・ セ ンタ

独 自の 要求,特 にTSSを 運 用 す るよ うな セ ン タで は その セ ン タの 運 用 目的,

ハ ー ドウエ アの構 成 等 に合 った処 理 方法 が と られ な けれ ば な らな い場 合 が あ る。

それ ゆ え,OSの 設 計思 想 と して は この よ うな セ ンタ ・ルー チ ンが容 易 に組

み込 め るよ うな配 慮 が な され て い な けれ ばな らない 。

(1)TSSの 運 用 に あ た って考 慮 され るべ きセ ン タ ・ルー チ ンの機 能

TSSの 場 合 は ジ 。ブの 依頼 が セ ンタ受付 け を通 らず 端 末 か ら直接 入 力 さ

れ る とい った ことか ら ロー カ ル ・バ ッチ 処 理 とは異 な った問 題 が発 生 す るの

で,セ ン タ ・ルー チ ン と して は次 の よ うな点 を考 慮 しな けれ ば な らな い 。

イ.利 用 者 の資格 審 査

TSSに お け る利 用 者の 資格 審 査 は,ロLカ ル ・バ ッチ処 理 の よ うに ジ

。ブの依 頼 が セ ン タ受 付 け を通 らな いた め特 に重 要で あ る場 合 があ るが,

パ ス ワー ド等 の使 用 を含 め た審査 の方 法 は各 セ ン タご とに異 な り,機 密 保

護 等 も考 慮 した うえで 作成 され な けれ ば な らな い 。

ロ.ジ ョブ番 号(名)の 指 定 方 法

OSに よ って指 定 方法 は異 な るが,そ れ が"ジ.ブ を識別 す る もの"で

あ る とす れ ば 同一 時点 で 同 じ ジ.ブ 番号 を もつ ジ 。ブが 入 力 され て は な ら

な い し,同 一 時 点 で な くて も会 計 情報 等 の各 種統 計 を とる場合 に は不都 合

な点 を生 ず る。

ロー カ ル ・バ ッチ処 理 に お いて は,ジ 。ブ 番号(名)は ジ 。ブ依 頼 者 お

よび セ ンタ受付 者 に よ って,そ の ジ 。ブ が入 力 され る前 にチ ェ ック され る

が,TSS処 理 に お いて は ゼ ン タ受付 け を通 らな い た め にOS(セ ンタ ・

ル ー チ ン)が ジ 。 ブ番号 を決定 し,か つ端 末 に その ジ 。ブ番 号 を知 らせ な
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けれ ば な らない 。 これ は端 末 利 用 者 に指 定 させ る と異 な る端 末 か ら同一 の

ジ 。ブ番号 が指 定 され る可能 性 が あ るた めで あ る。

ハ.フ ァイル名

端 末 利 用 者 に フ ァイ ル名 に対 して特 に制 限 を加 え る ことは望 ま し くない 。

しか し,端 末利 用者 に任意 の フ ァイル名 の 指定 を許 す とすれ ば ジ。 ブ番号

と同様 同 じ フ ァイル名 が異 な る端 末 か ら指 定 され る可 能性 が あ る。 それ ゆ

え,端 末 利 用 者 が指 定 す る フ ァイ ル名 は任意 で あ って もそれ を指 定 した端

末 に よ って フ ァイル名 を区 別 で き るよ うにす る よ うな 方法 が と られ るべ き

で あ ろ う。 これ は フ ァイル保 護 とい う面 か ら も必 要 で あ る。 また逆 に共 用

フ ァイルの よ うな異 な る端 末 か ら同一 フ ァイル を アク セスす る場 合 もあ り,

特 定 の端 末 群 の み特 定 の フ ァイル を ア クセス す る とい った場 合 もあ るので

これ らを満 足 す るよ うな 方法 が と られ な けれ ば な らない 。

二.優 先 権 の 指 定

ジ ・ブ優 先権,実 行 優先 権,主 記 憶 優 先 権 等 の指 定 は,た と えそれ がO

Sの 許 容 範 囲 内 で あ って も,ロ ー カル ・バ ッチ処 理,リ モー ト ・バ ッチ処

理,デ マ ン ド処 理 とい った処理 が混 在 す る場 合 に は他 の ジ 。ブに 与 え る影

響 が非 常 に大 きい 。そ れ ゆ え,こ れ らの指 定 に 関 して は それ ぞれ の処 理形

態 に よ って あ る程 度 の 制約 をし なけれ ば な らない 。

ホ.フ ァイルの容 量 チ ェ ック

外 部 記憶 装置 の記 憶 容量 には 当然 セ ンタ ご とに限界 が あ り,特 に 保存 さ

れ る(KEEPさ れ る)よ うな フ ァイル に対 して は使 用量 の制 限 を加 えな

けれ ば な らない で あ ろ う。規 定 の 容量 を越 え る よ うな場合 は その 旨 端末 に

通知 しなけ れ ば な らない 。

へ.会 計 情報 フ ァイルの 作成'

日毎 あ るい は月 毎 の個 人別,プ ロジ ェ ク ト別 等 の使 用 記録(処 理 ジ 。ブ

数 お よび ジ ョブ ・ス テ ップ数,CPU使 用時 間,主 記 憶 使 用量,外 部記憶

使 用 量 等)を と るた めの 会 計 情報 フ ァイル を作 成 しな けれ ば な らな い。
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(2)主 なセ ンタ ・ル ー チ ンの 目的 と機 能

セ ンタ ・ルー チ ンに必 要 な機 能 につ い て は1 .で 述 べ た が,具 体 的 な プ ログ

ラ ム と しては次 の よ うな もの が あ る。

① 初 期 設定 ル ー チ ン

他 の セ ン タ ・ノヒー チ ンを動 作 させ るた めの初 期 設 定 を行 な うル ー チ ンで

あ り,次 の よ うな こ とが 可能 であ る。

イ.計 算 セ ンタ ・ル ー チ ンが 使 用 す る フ ァイル(会 計 情報 フ ァイル等)の

OPEN処 理 。

ロ.そ の他 の初 期 値 の設 定

② ジ 。ブ ・チ ェ 。ク ・ルー チ ン

ジ 。ブ ・チ ェ ック ・ルー チ ンは ジ 。ブに 関す る各種 パ ラメー タ(ジ ョブ

番 号,登 録 番 号, 、各 種 優 先権,CPU使 用時 間,完 了条 件 等)の チ ェ ック

を行 うの が 目的 で あ り,次 の よ うな こ とが可 能 で あ る。.

イ.パ ラ メー タの 一 部変 更

日.パ ラメー タで 与 え られ な か った もの に関 して は ,セ ンタで規 定 した標

準値 を与 え る。 また,セ ン タと して禁止 してい るよ うなパ ラ メー タが指

定 され てい る場 合 は強 制 的 に変更 す るか エ ラー と して 通知 す る。

ハ.会 計 用 情報 の収 集

二.そ の 他

③ ジ ョブ ・ス テ ップ ・チ ェ ック ・ルー チ ン

ジ ョブ ・ス テ ップ ・チ ェ ック ・ルー チ ンは ,ジ.ブ ・ス テ ップに 関す る

各 種 パ ラメー タ(実 行優 先 権,主 記 憶 優 先権,主 記憶 使 用量 等)の チ ェ ッ

クを行 うのが 目的 で あ り,次 の よ うな ことが 可 能 で あ る。

イ.パ ラメー タの一 部変 更

日.パ ラメー タで与 え られ な か った もの に関 して は ,セ ンタで 規 定 した標

準 値 を与 え る。 ま た,セ ンタ と して 禁止 して い るよ うなパ ラメー タ が指

定 され て い る場 合 は 強 制 的 に変 更 す るか エ ラー と して通 知 す る。
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ハ.会 計 用情報 の収 集

二.そ の他

④ フ ァイル ・チ ェ ック ・ルー チ ン

フ ァイル ・チ ェ ック ・ルー チ ンは フ ァイル に 関す る各 種 指定(フ ァ イル

名,UNIT指 定,装 置 指 定,容 量 の指 定 等・)の チ ェ ックを行 う。

イ.パ ラメー タの一 部変 更

日.パ ラメー タで 与 え られ な か った もの に 関 しては,セ ンタで規 定 した標

準 値 を与 え る。 ま た,セ ンタ と して禁 止 してい る よ うなパ ラ メー タが指

定 され て い る場合 は 強制 的 に変 更 す るか エ ラー として通 知 す る。

ハ.会 計 用情 報 の収 集

二.そ の他

⑤ ジ 。ブ制 御 マ ク ロ ・チ ェ ・ク ・ルー チ ン

ジ 。ブ制 御 マ ク ロ ・チ ェ ック ・ルー チ ンは ジ 。ブ制 御 マ ク ロ呼 び 出 し文

の チ ェ ック を行 い,パ ラ メー タの変 更 等 が 可 能で あ る。

⑥ デ マ ン ド ・ジ ョブ ・チ ェ ック ・ルー チ ン

デ マ ン ド ・ジ ョブ ・チ ェ ック ・ル ー チ ンは,デ マ ン ド ・ジ 。ブを 開始 さ

せ るた め の各 種 情報 の作 成,チ ェ ック を行 う。

④ 端 末利 用者 の 利 用 資格 審…査

◎ ジ ョブ 番 号の 作 成,通 知

◎ ジ ョブ制 御 文 の 作 成

⑦ ジ 。ブ番 号 作 成 ルー チ ン

ジ 。ブ番号 作 成 ルー チ ンは,リ モー ト ・バ ッチ処 理 の ジ 。ブ番 号 を作 成

す る ルー チ ンで あ る。 これ は 異 な る ター ミナルか ら同一 ジ 。ブ番 号 が指 定

され るの を避 け るた めで あ る 。

⑧ 会 計情 報 収 集 ルー チ ン

会 計 情報 収 集 ル ー チ ンは それ ぞれ 次 の よ うな時 点 で 呼 び 出 され,他 のル

ー チ ン,た とえ ば フ ァイル チ ェ ック ・ルー チ ン等 で 収 集 ざれ た情報 を含 め
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た各種会計用情報 を収集す る。

ジ ョ ブ が 開 始 され る と き

ジ 。 ブ ・ス テ ッ プが 開 始 さ れ る と き

ジ ョ ブ ・ス テ ップ。が 終 了 し た と き

ジ 。ブ の 実 行 が 終 了 し た と き ,

ジ ョ ブ の シス テ ム 出 力 が 終 了 し た と き

リモー ト ・バ ッチ ・ジ 。ブ の シ ス テ ム 出 力 が 終 了 した と き

デ マ ン ド ・ジ ョ ブ が 終 了 し た と き

⑨ 仕 分 け 情報 作 成 ルー チ ン

仕 分 け情 報 は,シ ス テ ム出 力装 置 上 に シス テ ム出力 を行 う場 合,ジ 。ブ

ご との 区別 が 容易 にで き るよ うに シス テ ム出力 の 最初 ま た は最 後 に出力 さ}

れ るが,仕 分 け 情報 作成 ルー チ ンで は この仕 分 け情報 を作 成 す る。

主 な セ ン タ ・ル ー チ ン は 以 上 の よ う な もの で あ る が,セ ン タ ・ル ー チ ン は狭

い意 味 で は制 御 プ ログ ラ ムの 一 部 として組 み込 まれ る もの で あ り,広 い意 味 で

は制 御 プ ログ ラ ムの セ ンタ ・ルー チ ンに よ って作 成 され た 会 計 情報 フ ァイルか

ら各 利 用者 毎 の料 金 あ るい は統 計等 を と るユー ザ ・プ ログ ラ ム もセ ンタ ・ルー

チ ンに含 まれ る。 これ らの ルー チ ンの構 成 は次 図 の とお りで あ る。

今
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図 一9セ ン タ ・ル ー チ ン の 構 成

一 初 期設 定 ル ー チ ・1

制御 プログ ラムの
一部 として組み込

まれ るもの

」 各 種 チ ・ ッ ク ・ル ー チ ン1
一

一

一 ジョブ番 号発行ルーチン

計

算

セ

ン

タ
・

ル

ー

チ

ン

一

」 会計情報収集ルーチ・1

一 そ の 他

」 会縮 髄 理ルーチン

処理プログ ラムと
して作成 され るも

の

■ 一 そ の 他

ジ ョ ブ ・チ ェ ッ ク ・ル ー チ ン

ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ ・ チ ェ ッ ク

ル ー チ ン

フ ァイル ・チ ェ ッ ク ・ ル ー チ ン

ジ ョ ブ 制 御 マ ク ロ ・ チ ェ ッ ク

ル ー チ ン

デ マ ン ド ・ ジ ョ ブ ・ チ ェ ッ ク

ル ー チ ン な ど

{仕 分・情綱 ルーチンな・

{
料金計算

統計資料の作成など

↓計算センダ各種運用ルーチン
/

4.4.2コ ンバ ー ジ 。ン作 業 につい て

NEAC2200-500/200で 稼 動 して い たMACシ ス テ ムに よ るO

N-LINEFORTRANをFACOM230-60MONITOR-

Vの もとで稼 動 で き る よ うに プ ログ ラ ム とデー タ を変換 す る。理 想 的 に は,プ

ログ ラ ムそ の もの には 手 を加 えず 他 の計 算 機 で 稼 動 す るよ うな もの が 好 ま しい 。

今 回の変 換 作 業で は,富 士通 側 にはNEACの よ うにTSS用 に開 発 され たO

N-LINEFORT』RANが 用 意 され て お らず,BATCH用 を使 用 す る

ことに な る。

また,FORTRAN自 体標 準 化 され て い る とはい え,日 本電 気 と富士 通両

社の コ ンパ イ ラーで は,そ の 拡 張機 能 等 に 多少 の ち がい が見 られ る。更 にセ ン

ター側 の運 営 上 の制 限 の た め変換 が困 難 な もの につ い ては,制 限 が解 除 され る

?

,
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まで 使用 を一 時 さ し控 え るか プ ログ ラム仕様 の変 更 等 の処置 を しな けれ ば な ら

ない 。 この よ うな理 由 に よ り,機 械 的 に変換 で き る部 分 とユ ー ザー 側 の 担 当者

との打 合 せ に よ り作業 を進 めて い かね ばな らぬ部 分 が あ る。チー タにつ い て は

プ ログ ラ ムの 変換 作 業 を行 な った が,こ れ も色 々 な条 件 のた め変換 不 可 能 な も

の も出 て きた 。 次 に変換 時 に 出 たい くつ か の 問題 点 を あげ る。

(1)変 換 時 に おけ る諸 問 題

変換 時 に お きた問 題 点 は大 体 次 の よ うな もの で あ る。

あ る。 これ はNEACの 機 能 で,

に はな い 。・この 命 令はFORMATス テー トメ ン トはな く

して い る。

READ(U,1.IST)k

U:周 辺 装 置 の ユ ニ ッ ト番号

k:変 数,配 列名

LIST:LIST型 の入 力 を示 す

入 力 レコー ドの デー タの区 切 りを コ ン マ又 は1個 以上 の ブラ ン クで行 な う。

この 修正 は ユ ー ザー側 担 当者 に フ ォー マ ッ トを決 め て もらい,FORMAT

ス テ ー トメ ン トを挿 入 した 。 しか し,LIST型 を使 用 して い る とい う こ と

は,変 数 の 長 さが不定 な の で総 て の もの に対 して この よ うな方法 は とれ な か

.ったの で,あ る もの は ユー ザー 側 で修 正 して も らうよ うに した 。

次 に入 出力 関係 で,NEACとFACOMで はFORTRAN実 行 時,次

1.コ ンパ イ ラーの 相異

2.入 出力 関 係

3.命 令 の使 用制 限

4.実 行時 の 会話 的 デー タ入 力

5.デ ー タ保 存 を認 め な い

6.フ ァイル入 力 を認 め ない

コ ンパ イ ラー の相 異 で 変換 時 に問 題 で あ った の は ,LIST型 入 出 力文 で

これ と同一 機 能 を有す る もの はFACOM

,命 令 は次 の 型 を
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の よ うに違 う。

NEACで 使 用で き,FACOMで は使 用で きな い 。

紙 テー プ入 力

カー ド入 力

タイ プ ラ イタ入 力

カー ド入力 は装 置 自体 が な く物 理 的 に もで きず,紙 テー プ入 力 お よび タ イ

プ ラ イタ入 力 はON-LINE用FdRTRANで な い ので使 用 で きない 。

そ こで これ等 の方 法 で 入 力 して いた デ ー タはLINEDでRE-AD命 令 に対

応 させ て 並べ,カ ー ド リー ダ を想 定 して フ ァイ ルか ら読 ませ る方 法 に した 。

命 令 の 使 用制 限 はPAUSE文 で あ る。NEACでPAUSE文 を使 用す

る とJOBは 一 時 停 止 の状 態 と な り,ス ター ト釦 を押 す ことに よ り続 行 す る。

しか し,FACOMの 場合,こ れ を使 用す る と コ ンパ イ ルの 時点 で エ ラー と

な る。実 際NE'ACで は,こ のPAUSE文 は デー タ入 力 の 区 切 り等 に入 っ

・て い るが ,FACOMで は デー タ総 て セ ッ トして あ るので この命 令 は省 略 し

て もさ しつ か えな い と思 われ る 。

会 話 的 デー タ入 力 は,FORTRAN実 行 時 フ.ログラ ムの 要求 に よ り,デ

ー タ をタ イ プ ラ イ タか ら入 力 す る ことが で きない とい う こ とで あ り
,こ れ は

コ ンパ イラー がBATCH用 を使 用 して い る た め その よ うな機能 が な い ため

で あ る。 しか し,上 述 の よ うに あ らか じめ デー タ をセ ッ トし て実 行す るの で

これ は不 必 要 と思 わ れ る。

中

次 の デー タ保存 を認 めな い の は フ ァイル の容 量 の 管理 が難 か しい た めで あ

る。現 在 の セ ン タ ・ルー チ ンは 容量 に関 す るチ ェ ックが な され て い ない ので,

これ を許 す と,デ ィス ク ・パ ックがす ぐ許 容 量 を越 す 恐れ が あ るた め これ を

制 限 してい る。 た だ し,SYSINフ ァイル と してい る ものは 保 存 を許 して'
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い るの でSYSINフ ァイル に デー タ をつ くれ ば 保 存で きるが,デ ー タ長

80桁 以 内の もの だ けで あ る。

最 後 の フ ァイル入 力 を認 め な いの は上記 デー タ保 存 を認 めな い理 由 が主 で

あ るヵ㍉ 作 業 用 フ ァイ ルの 入 出力 は 許 して い る。

(2)変 換 作 業 の実 行

プ ログ ラ ム変 換 は次 の3ユ ー ザー を対象 と.して行 った 。

郵 政 省

電 々公社
ほ

機 振 協(経 済 研 究 所)

プ ログ ラム数 は各 々31本,2本,18本 で,こ の うち実 際 変換 した の は

郵政 省15本,電 々公 社1本,機 振 協4本 で あ った 。

これ は作 業 に先 だ って各 ユ ー ザ側 の 担 当 者 と打 合 せ,使 用頻 度 等 を考 慮 し

て不 要 な もの は 省 い た り,諸 条件 等 に よ り変換 不 可 能 な もの が あ った た めで

あ る。変 換 手順 を フ ロー で 表 わす と図 一11の よ うにな る。NEACの プ ロ

グ ラ ム ・フ ァイル に入 ってい る プ ログ ラ ム をユー テ ィ リテ ィに よ りカー ドに

は き出 し,そ れ を手 作 業で修 正 す る。 この場 合BATCHで 行 ない,文 法 エ

ラー が無 くな った ら プ ログ ラ ム ・フ ァイルに登 録 し,デ マ ン ドで テ ス トした 。

その 結果 エ ラー が あれ ば ソー ス ・プ ログ ラム を修 正 し再 び テ ス トしエ ラー が

無 くなれ ば完 了 と した 。
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図r11変 換 手 順

プ

ロ

グ

ラ

ム

NEAC2200

正

FACOM230-60

(DEMAND)

文 法
工 フ ー

無

FACOM230-60

(DEMAND)

有

端

端 末

FACOM230-60

(LINED)

末
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1.概 説

」

●

遠 隔情 報 処 理 シ ステ ム に お け る リモ ー ト ・バ ッチ ・シス テ ムの特 性 な らび に

効 率 的 運用 を多 角 的 に把 握 す る こ とを 目的 と して本 報 告書 は作 成 した もの で,

そ の作業 は 次 の三 つ に分 け て行 な った。

○ 調 査

○ プ ログ ラム開 発

○ 応 用 実 験

調査 は我 が 国 にゃ け る遠 隔 情 報処 理 システ ム の現 状 を把 握 す るこ と に よ り,

上記 の 目的 を達成 しよ う と した もので あ るが,こ の 調 査 を基 礎 とし て,ア プ リ

ケ ー シ ・ン ・シ ス テム の開 発 に よ り リモ ー ト ・バ ッチ 方式 の 問題 点 を把 握 し,

上 記 の 目的 を達 成 しよ う とした もので あ る。

応 用実 験 は 前記 の プ ログ ラム を用い て,当 セ ンタ ー にお け る遠 隔 情 報処 理 シ

ス テ ムの応 用実 験 を行 な うこ とに よ り上 記 の 目的 を達 成 し よ う とした もので あ

る。

9

●
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2.調 査

2.1調 査 概 要

リモ ー ト ・バ ッチ ・シス テ ムの特 性 な らび に効 率 的運 用方 法 を把 握 す る こ と

を 目的 と して,我 が 国 の遠 隔 情 報処 理 シ ステ ム,特 にTSSを 中心 に して の現

状 調 査 を行 な った。

本 来 な らば,リ モー ト ・バ ッチ ・シ ス テム を中心 に して の現 状 調 査 を行 な う

べ きで あ るが,リ モー ト ・バ ッチ ・システ ムはTSSの 中 に含 まれ る シス テ ム

で あ り,大 局 的 な観 点 よ り把 握 す る ため にTSSを 中 心 に調 査 を行 な った もの

で あ る。 なお,調 査 方 法 は面 接 調 査 に よ り次 の要 領 で 行 な った。

1)調 査 内容

イ.TSS採 用 の 目的 とそ の効 果

ロ .ハ ー ドウ エ ア

ハ .ソ フ トウエ ア

2)調 査 期 間 と調査 の対 象 先

イ.第 一次 調 査(関 西 方 面)

期 間

昭和46年8月24日 ～28日

対象 先

A大 学,B社,Cセ ンター

ロ .第 二次 調 査(東 北,北 海道 方 面)

期 間

昭和46年10月5日 ～11日

対 象先

D大 学,E大 学,F銀 行,G大 学(タ ー ミナル側)
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ハ.第 三次調査(東 京近辺)

期 間

随時

対象先

H社,1社,J社

4

9

d

2.2TSS採 用 の 目的 と そ の効 果

時 代の 発 展 と と もに,コ ン ピ ュー タ によ る処理 業務 は拡 大 化 され,多 様 化 し

て きた こ とに よ り,開 発 すべ きプ ロ グ ラムの数,コ ア 占 有 量,処 理 時 間,デ

ー タ量 な どが増 大 し
,さ らには コ ン ピュー タに よ る処 理業 務 の非 定 常 化 な ど に

よ りコ ン ピ ュー タ使 用 の ス ケ ジ ュー ル化 が 困難 とな って きた。

この よ うな業 務 上 か らの ニ ーズ を,従 来 の コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムで は処 理

す る こ とが不 可 能 とな り,こ れ を解 決 す るた め に高 性 能 な大 型 コ ン ピ ュー タ と

端末 機 とが通 信 回線 に よ り結 ば れ た遠 隔情 報 処 理 システ ムが 要 請 され る よ うに

な って きた。 調査 の結 果 で は,こ の よ うな背 景 の もと に遠 隔 情 報 処 理 シス テ ム

と してTSSを 採用 した大 きな 目的 と して次 の もの を挙 げ て い た。

○ ター ン ・ア ラ ウ ン ド ・タ イムの短 縮 化

○ コ ン ヒ。ユ一 夕 ・シ ステ ムの 効 率化

この 目的 の もとに採 用 したTSSの 具 体 的 な効果 と して は次 の もの を挙 げ て

い る。

1)-iン タ 一側

イ.セ ン ター ・ジ 。ブの 減 少 に と もな い,ジ 。ブの 受付,処 理,結 果 の仕 分

と配 送等 に関 す る作 業 の軽 減化

ロ.入 出力 機器 の セ ッ ト ・ア ップ量 の減 少 とオ ペ レ ータの少 人 数化

ハ.入 出力 機器 の セ ッ ト ・ア ップ量 の減 少 に と もな い ,オ ペ レー シ ・ン ・ア

イ ドル ・タ イム の除去

二 .デ マ ン ド ・ジ ・ブ とバ ッチ ・ジ 。ブの併 用 に よ るス ル ー プ ッ トの 向 上
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ホ.短 時 間 ジ 。ブ と長 時 間 ジ 。ブの 合理 的 配分 によ る コ ン ピ ュー タの効 率 化

2)端 末 側

イ.遠 隔地 か らの使 用 に よ る ター ン ・ア ラ ウ ン ド ・タ イム の短 縮化

ロ.オ ー プ ン使 用 によ る プ ログ ラム ・デ バ ッグの 容易 化

ハ .オ ー プ ン使 用 に よ りプ ログ ラムの復 習 と習 得 の容 易 化(プ ログ ラ マ ー教

育 の容 易 化)

二 .コ ン ビ。ユ一 夕使 用 の地 理的 遠 距 離 に よ る抵 抗 感 の 排 除

ホ.ノ ン ・ス ケ ジ ュール に セ ン トラル ・コ ン ピ ュー タ を使 用す るこ とに よ り

必 要 な情 報 を必 要 な 時 に取 り出 せ る

へ.プ ログ ラム開 発 は デ マ ン ド処 理 ,実 行 は リモ ー ト ・バ ッチ処 理 で行 な う

こ とによ り,端 末機 の使 用 効 率 を高 めて い る

2.3ハ ー ドウ エア

1)セ ン トラル 関係

イ.稼 動 状況(第 二 次 調査)

中央処理装置 における1ケ 月間平均 周辺機器装置 におけ る

稼動時間 故障時間 故障件数 一 ケ月間平均故障件数

D大 学 216時 間 9.2時 間 8.3件

DK-1～1.3件

MT-0.6件

CR-0.3件

E大 学 301時 間 13時 間 28.3件 27件

F銀 行 490時 間 2.6時 間 8件

DK-7件

MT-3.3件

マ ル チ プ レ ク サ
ー1件

テ ヤネ ル

ロ.問 題点

○ メ イ ンメ モ リーの容 量 が不 足
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○ マス メ モ リーの 容 量 が不 足

○ 中 央処 理装 置 の原 因 と しては メ モ リーパ リテ ィー が多 い

○ 周 辺 機 器装 置 に おけ る故 障 は デ ィス ク装 置 に多 い

○ マス メ モ リーの転 送 速度 が 遅 い

2)端 末 関係

イ.稼 動 状 況(第 二 次 調 査)

稼 動 時 間 故 障 時 間 故 障 件 数 故障原因

カ ー ド リ ー

リ モ ー ト ダ

バ ッチ 127時 間/月 8時 間/月 1.6件/月 ラ イ ン プ リ

(1台) ン タ

D大 学 制 御 部

デマン ド

(37台)

最 大一155時 間/月

最小一2〃

平均 一60〃

平均一31時 間/月

最大 一4件/月

最小 一 〇 〃

平均 一1.19〃

誤 印 字

改 行 不 能

最大一10.5時 間/日 最大 一〇.8件/月 調 整 ず れ
F銀 行 不 定

最 小 一6.7〃 最小 一〇36〃 ラ ンプぎれ

.ロ・問題 点

○ リモ ー ト ・バ ッチ に使 用す る ミニ ・コ ン ピ ュー タの価 格 が高 い

○ 端末 機 故 障 に よる保 守 時 間 は,CE非 常 駐 の た め,長 時 間 にわ た る

○ セ ン トラル と端 末 機 の メー カが異 な る と,モ ニタ ーの 内部 ス ペ ック社

外秘,あ るい は イ ンタ ー フ ェイスな どの問題 が か らみ,そ の接 続 が 困難

とな る ことが あ る

3)通 信回線関係

イ.通 信回線の伝送速度(第 一次調査)

伝 送 速 度(BPS)

リ モ ー ト ・バ ッ チ デ マ ン ド

A大 学 1,200 50200

B会 社 2,400 5075

Cセ ン タ ー 1.2002400

一123一



ロ.問 題点

○ 通信 回線料金が高い

○ 通信 回線 の故障原因 をみつ けることが困難 であ る

○ 通信回線 に対す る朝 の定期保守方法があ るとよい

○ 通信回線の伝 送速度 が遅 い(端 末機 としてデ ィスプレー装置 を使 用す

る場 合には40,000BPSの 速度が必要で ある)
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図 一1 A大 学 の 機 器 構 成 図
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2.4ソ フ トウ エ ア

ソ フ トウ エ アに関 す る調査 は 制 御 プ ログ ラ ム を中心 に行 な った。各 ユ ーザ の

制 御 プ ログ ラムは,コ ン ピ ュご タ ・メー カが汎 用 性 な らび に効 率 化 を 目的 と し

て モ ジ ュール化 して 開 発 した もの を使 用 して お り,こ の コ ン ピュー タ ・メ ー カ

が 開発 した制 御 プ ログ ラム につ い て共 通 した大 きな 問題 点 として,各 ユ ーザ は

次 の もの を挙 げ て い た。

○ ソ フ トウ エ アの障 害 が多 い

○ 効 率 的 な オ ペ レー テ ィング ・システ ム の ジ ェネ レー シ 。ンが困 難 で あ る

○ 制 御 プ ログ ラム の コ アー常 駐 部 の縮 小 化 とオ ー バ ・ヘ ッド ・タ イム の短

縮 化

○ 障 害 対策 が不 完全 で あ る

ソ フ トウエ ア障 害 の主 な原 因 と して は プ ログ ラム 自身 の障 害,シ ステ ム ・ジ

ェネ レー シ 。ンの ミス に よる障害 の二 つ が あ り,こ の メ ン テナ ン スは メー カ独

自,ま たは メー カ と ユ ーザ とが 共 同で 行 な い実 用 化 す るまで には一 年,も し く

は それ 以 上 の年 月 を必 要 として い る。 この ソ フ トウ エ ア障 害 につ い て,開 発 し

た制 御 プ ログ ラムは試 作 品 な の か,実 用 品 な のか判 らな い と述 べ,暗 に実 用化

に耐 えな い ソ フ トウエ アで あ る と指 摘 して い た ユ ーザ もあ った。

オペ レー テ ィング ・シス テム の ジ ェネ レー シ ョンは オ ペ レー テ ィン グ ・シス

テ ム と して開 発 した各 種 の プ ログ ラム ・モ ジ ュー ル群 の中 よ り,ユ ーザ の ハ ー

ドウエ ア構 成,な らび に処 理 方 式 に適 した もの を選 び出 し,各 プ ログ ラムに必

要 な パ ラメ ータ を与 えて行 な うが,こ のパ ラメー タ の設定 は 効 率 的 な オペ レー

テ ィング ・シス テ ム を ジ ェネ レ ー シ 。ンす る上で の大 きな キ イとな ってお り,

その主 な もの として 次 の ものが あ る。

○ 各種 フ ァイル の 入 出力 機 器 の割 り付 け

○ バ ッチ ・ジ ョブの多 重 度

○ ジ ョブの優 先権
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○

○

○

ジ 。ブの実 行 優先権

ジ 。ブの コア占有 優 先 権

ジ 。ブの制 限 事項 と して

実 行 時 間

プ ログ ラム ・サ イズ

使 用 人 出 力機 器

フ ァイル 容量

これ らをパ ラメ ー タに設 定 して ジ ェネ レー シ 。ンを行 な うので あ る が,こ れ

らのパ ラメータに最適な ものを設定 す ることは非常 に困難 なために,'現 状 にお

いては試行錯誤 によ り最適 な ものを求 めて設定 してお り,こ れ を解決 するため

の シ ミュレ ー シ 。ン ・プ ログ ラ ム を早 急 に開発 して ほ しい と述 べ てい た。

制 御 プ ログ ラム の コ ァ 常 駐 部 が 大 きけれ ば コ アー のユ ー ザ ズ ・エ リヤは そ

れ だ け制 限 され るこ と にな り,ジ 。ブ に対 す る各種 の制 限 事項 は よ り厳 し くな

り,ジ ョブの処 理 範 囲 は そ れ だ け縮 小 化 され て くる。 その ため に制 御 プ ログ ラ

ムの コ ア 常 駐部 は で き るだ け縮 小 化 され て い る と同時 に,オ ー バ ・ヘ ッ ド ・

タ イム も可 能 な か ぎ り短縮 化 さ れ た オ ペ レー テ ィング ・シ ステ ム が理 想 的 な も

の と云 え る ので あ るが,現 状 にお け る制 御 プ ログ ラム の コ ア 常 駐部 は ぼ う大

で あ る と同時 にオ ー バ ・ヘ ッ ド ・タ イム も多量 に要 してお り,今 後 にお け る新

らしい制 御 プ ログ ラムの 開 発は こ の二 つ の 問題 点 を解 決 す る こ とが 大 きな課 題

で あ る と述 べ て い た。

現状 に お け るTSSの 障害 対策 は フ ァイル の トー タル ・ダ ンプ を定 期 的(毎

日,週 に一 度)に 行 な って い るだ けで,イ ン ク リメ ン タル ・ダ ン プ に よ る障 害

対 策 は行 な って い な か った。 そ の理 由 として次 の もの を挙 げ て い た。

○ 開発 費 が高 価 で あ る

○ プ ログ ラ ム開 発が 容 易 で な い

○ 人 員 が 不足 で あ る

しか し,障 害 発生 に よ り業務 中断 の 及 ぼ す影 響 が大 きい場 合 もあ り,障 害 発
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生 の寸 前 の状態 に直 ちに再現 して業 務 が継 続 して行 な え る ソ フ トウエ ア と して

の 障害 対 策 プ ロ グ ラムが 必要 で あ る と述 べ て い た。

上 記 に述べ た制 御 プ ログ ラム につ い て の大 きな 問題 点 以外 に,制 御 プ ログ ラ

ム に対 す る要 望 事 項(シ ステ ム に よ って は既 に もって い る か,ま た は解 決 され

てい る もの も含 む)と して次 の もの を挙 げ て い た。

○ ジ ョブの 途 中打 ち切 りに よ る翌 日再 開機 能

OTSSサ ー ビス ・タ イ ムの終 了 を端 末 機 に知 らせ る機能 な らび にそ れ以

降 の ジ 。ブ を受 け付 けな い機 能

○ 実 行 待 ち,ま たは実 行 中の ジ.ブ に対 す るオ ペ レータ の コ ン トロー ル機

能(ジ 。ブの プ ライ オ リテ ィの 変更,ジ.ブ の打 ち切 り等 の コ ン トロール

が オ ペ レー タ に もで き る機 能)

○

○

○

○

○

○

○

○

シス テム ・フ ァイルの プ ロ テ ク ト機 能

ジ 。ブ制 御 マ ク ロ文 の 登録 フ ァイル は共 用 と私 用 の二 つ に分 け て欲 しい

ロー ル ・イ ン/ア ウ トの 時 間短 縮

固定 パ ー チ ィシ ・ンを可 変で も使用 で き るよ うに して ほ しい

フ ァイル ・メ ンテ ナン ス ・プ ログ ラム が欲 しい

実 行 中 ま たは待 ちの リモー ト ・バ 。チ ・ジ ョブを端末 よ り打 ち き る機 能

セ ン トラル ・コ ン ピュー タの 利 用状 況 を端末 よ り知 る機 能

デ マ ン ド言 語 とバ ッチ言 語 にお け る言 語 の互 換 性
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3.プ ロ グ ラ ム 開 発

$

4

3.1概 要

リモー ト ・バ ッチ方 式 に よ る アプ リケ ー シ 。ン ・シ ステム と して標 準 販 売 管

理 システ ムの プ ログ ラム開 発 を行 な った。 この 標準 販売 管 理 シス テ ム は昭 和

45年 度 に 当 セ ンター が開 発 した 中小企 業(繊 維,衣 料 品 等卸 売 業)向 け標 準

販売 管理 シス テ ムの一 部(主 に売 上 管 理 を中 心 に して)を リモー ト ・バ ッチ処

理用 に再 開 発 し た もの で,そ の 目的は リモ ー ト ・バ ッチ方 式 に よ る ア プ リケ ー

シ.ン ・シス テ ム その もの の開 発,開 発 途 上 にお け る リモ ー ト ・バ ッチ方 式 に

つ いて の 問題 点 を把 握 す るた め,開 発 した ア プ リケ ー シ 。ン ・シ ステ ム を用 い

て応 用 実験 を行 な うこ とで あ る。'

なお,標 準 販 売 管 理 シ ステ ム全 体 にっ いて は 昭和46年3月 に作 成 した報 告

書 「中小企 業(繊 維,衣 料 品 等 卸 売業)向 け標 準販 売 管理 システ ム」 を参 照 さ

れ た い。
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3.2シ ス テ ム ・フ ロー チ ャ ー ト

取引先

マスター

一132一

毎 日の 取引 に よ り発生 す る商 品

取 引 デ ー タを読 み,そ の チ ェ ッ

クを行 な い プル ー フ リス トを作

成 し,正 しい デ ー タの み 日報 フ

ァイル1に 出 力 す る。 又 エ ラー

デ ー タは 聾をつ けて プル ー フ リ

ス トに出力 す る。

日報 フ ァイル1を 読 み,そ の取

引 先 コー ドを正順 に ソー トし,

日報 フ ァイル2に 出 力 す る。

日報 フ ァイル2と 取 引 先 マ スタ

ー を読 み
,そ の チ ェ ック を行 な

い 正 しいデ ー タを編 集 して,日

報 フ ァイル3に 出 力 す る。 又,

エ ラー デ ータ は エ ラー リス トと

してLPに 出力 す る。



4

●

商

マスタ
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日報 フ ァイル3を 読 み,そ の 商

品 コー ドを正 順 に ソー トし,日

報 フ ァイル4に 出 力 す る。

日 報 フ ァ イル4と 商 品 マ ス タ ー

を 読 み,そ の チ ェ ック を 行 な い,

正 しい デ ー タ を編 集 し て,日 報

フ ァ イ ル5に 出 力 す る。 又,エ

ラ ー デ ー タ は エ ラ ー リス トと し

てLPに 出 力 す る。

日報 フ ァイル5を 読 み,そ の部

課担 当者 コー ドを正 順 に ソー ト

し,日 報 フ ァイル6に 出 力 す る。



担 当者

マスター
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日 報 フ ァ イ ル6と 担 当 者 マ ス タ

ー を 読 み
,そ の チ ェ ッ ク を 行 な

い,正 しい デ ー タ を 編 集 し て,

日 報 フ ァイ ル7に 出 力 す る。 又,

エ ラ ー デ ー タ は エ ラ ー リ ス トと

し てLPに 出 力 す る。

日報 フ ァイ ル7を 読 み,そ の ソ

ー トキ ー を部 課 担 当 者 コ ー ド
,

取 引 先 コ ー ド,取 引 コ ー ド,伝

票 番 号,商 品 コ ー ド,単 位 コー

ドの 順 で 正 順 に ソ ー ト し,日 報

フ ァ イ ル8に 出 力 す る 。

日報 フ ァイル8を 読 み,売 上 日

計 表 を作成 す る。

●

▲



▲

担 当者

マスター

担 当者

スター
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日報 フ ァイル8と 担 当 者 マ ス タ

ー を読 み
,そ のチ ェ ック を行 な

い,正 しい デ ー タ を編 集 し て,

新 担 当 者 マ ス ター を作 成 す る。

又,エ ラーデ ー タは エ ラ ー リス

トと してLPに 出 力 す る。

新担当者 マスターを読み,担 当

者別売上実績表 を作成す る。
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3・3 入力デ タ

専 用伝票 部課担 当者 商 品 内 容 単 位 受 注
カ ー ドNo

会 社
コー ド 取 引年 月 日

取引コード 伝 票 番 号 番 号
取 引 先 コ ー ド

コ ー .ド

商 品 コ ー ド 1 2 3 コ ー ド
数 量 売 上 単 価 仕 入 単 価 区 分

OU OO 710310 212 10060 0000 1UIOOQO 11QO4 1110020 UO oo 00 .02 OUOOO500 00062000 000600VO

ou OO 71031C 212 10060 000U ▲U↓00UO 11UO4 11300CO 00 00 00 04 OUOO1000 00060000 000う0000

OO 00 710310 222 10800・ 0000 1Q10000 11UO白 1130000 ∪01 OO 00 04 OOO10000 00001000 00000000

00 00 710310 222 】」0800 0000 ⊥U10000 11004 1210000 OO 00 oo 0う 鋼050000 OOOO7000 OOOUOOUO

00 OO 710310 242 10810 0000 1010000 ユユ.004 1130000 00 00 00 04 OO100000 00059000 000.う0000 0

00 oo 710310 242 ⊥0810 0000 1010090 110U4 1210000 Oo 00 00 05 OQ150000 OOO62000 000500UO 0

・

00 00 710310 242 10400 0000 1010000 11004 1210000 Oo 00 00 05 00010000 00063000 OOO50000 0

oo OO 710310 2今2 λ0400 OOOU 1010000 11004 1220000 00 00 oo 06 OOO20000 00080000 OOO70000 0

00 00 710310 211 10410 000U 2Q10010 12010 1210000 00 00 00, 05 0UOO5000 OOO6う000 OOO50000

OO 00 710310 211 ▲0310 0000 2010010 12UIO 21101.OO 00 00 oo 08 00010000 00125000 00100000

00 OP 710310 221 10210 0000 2010010 12010 2110010 00 00 OO 07 UU100000 00010000 00000000

00 oo 710310 221 10210 0000 2010010 120▲0 2110100 00 00 00 08 OOO50000 00002000
1

00000000

0∪ oo 710310 241 10250 0000 2010010 12010 222QOOO 00 OO OO. 09 OU700000 01000000 OO750000 0

00 OO 710310 241 11000 0000 2U11001 12020 1110010 00 00 00 01 OQOO7000 00070000 00500000

00 00 710310 242 10070 0000 2011001 12020 1110010 UO 00 00 01 OUOIOOOO OOO60000 00050000 0

00 00 710310 242 10070 0000 2Ul1001 12020 1UOO20 00 OO 00 02 00075900 OOO69000 00600000 0

00 00 710310 242 10070 0000 2011001 12020 U3QOOO 00 00 00 04 00029300 00070000 00050000 0

00 00 710310 242 10070 0000 2U11001 12020 1120000 UO OO 00 03 00030000 OOO89000 OOO70000 0

OO 00 710310 242 10070 0000 2U11001 12020 1工30000 00 00 OO 04 OOO40000 00062000 000う0000 0

OO 00 710310 242 10070 000U 2011001 12020 2110100 oo 00 00 08 00012300 00150000 OO100000 0

OU OO 710310 212 10010 0000 1001010 11001 2UO100 O.0 00 00 08 OOOO3000 00150000 OO100000

UO OO 710310 242 10020 000Q 1001010 11001 1110010 00 00 00 01 0004QOOO 00065000 000う0000 o

00 OO 710310 242 10020 0000 1001010 11001 1120000 U .O 00 00 03 00001000 OOO90000 OOO70000 0

OO 00 710310 242 10020 0000 1001010 11001 2110010 00 00 00 07 OUOO2000 01050000 00900000 o

00 OO 710310 242 10020 0000 1001010 11001 .211{〕100.. .O.0.. 00 00 08 00010000 00200000 00100000 0

1

9 」 '



一

一
ω

∨
ー
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会 ・社
.

専用伝票
.
部課担 当者 商 品 内 容 単 位 止 単 価 受 注

カ ー ドNα
コ ー ド

取 引 年 月ll 取引コード 伝 票 番 号
番 号

取 引先 コー ド
コ ー ド

商 品 コ ー ド 1 2 3 コ ー ド
数 量 几 上 .仕 入 単 価

区 分

00 00 710310 2今2 10020 0000 1UO1010 11001 2220000
gQQ

00. OO u9 0∪005000 01000000 OO7500UO o

.

OU 00 710310 212 10100 0000 1UO2010 110Q2 111∪020 00
・

00 00 02 OUOO7000 00069000 00060000

00 oO 710310 212 10100 0000 1002010 11002 1210000 uo
,

00 00 05 OOOO2000 00060000 000う0000

00 00 710310 241 10300 000Q 1QO2010 11002 1120000 00 00 00 u3 OUOO5000 0008う000 00070000 0

uo 00 710310 241 10300 0000 1002010 1]LOO2 1220000 00 00 00 06 00005000 OOO87000 00070000 0

uu 00 7]LO310 241 10300 0000 1002010 11002 2110010
「

UO 00 00 07 UUOOO500 01う00000 00900000 0

OO 00 710310 241 10500 000U .1002020 110U3 111UO20
」

UO .00 00 02 OO100000 00080000 OOO60000 0

00 00 710310 222 10310 0000 1010000 11004 12200CO 00 00 00 06 OOO70000 00001000
,

00000000

00 00 710310 222 10310 0000 1010000 11004 21101CO 00 00 00 08 OOO10000 00003000 00000000

OU OO 710310 241 10050 0000 1U⊥OQΩ0. 1]」QQ.4 .11⊥OOIO 00 00 00 01 OU200000 00065000 .0000うOOO 0

oo 00 710310 241 10050 0000 1010000 11004 1120000
.

QO 00 00 03 OU150000 00085000 OOO70000 0

!O
U!00
|

710310 2侍1 100う0
1

0000λ0100001 11004 1130000 00 00 OO 04 OUO7う000 OOO60000 OOO50000 0

00 00

.

710310 2叫1 .・。・5・L… 。'エQ1・QΩ ・_. 1100△ .」21QOOO一 ._0.0一 .一...00.. .00.. ..05一 ・.OOO25000 0006う000 000500UO 0
i

. ‥ 「一.一

00 。01710310
}

241

1
}100うOlOOOO…10100QO

;

11004 122UOCO 00 00 00 06 OuO10000 00085000 00070000 0

OO
…

001710310

|
241110050 000U『1010000 110Q4 .2110190 00 00 00 06 OUOO1000 OO150000 00100000 .0

ト ↓

00 ooi710310
1

212i10000
二

000020]」 ユ.qQク ..ユ2一ρ加 一..」1⊥QOIQ一 一、,-QO 一_00.. .09..、 91. ..ρρ020000. 00055000 000う0000

00
iQO
.710310 2・2い ・・・・ ・…2・ ・…2 12030. 1110020、 OO 00 00 02 OUO1う000 OOO75000 00060000

1

OU uoi710310 2221111100000
,

2011002 12030 1130000 00 00 00 04 OOO50000 00005000 00000000

OQ 00710310 242105100000 一2叫10Ω2 ⊥2Ω虹. 1UOO10 00一 00.一_ ..OO・. 、 ㊤... 、00250000.
F

OOO60000 00050000 0

OU
;

00710310i 24210う10 0000 2011002 12030 1110020 00 OO 00 02 OO135000 00070000 00060000 o
幽

!

OO
ト00
:710310
i

242 10510 0000 2011002 12030 1130000 00 00 00 04 OQO30000 00060000 00050000 0

00 100i710310 242 1061ρ 一 .oqq!9、 3旦PlqΩO.・・.12.Ω.良0.. _.↓uP旦19一 ,一.旦0一 00-－AL..一 一 OO-　 01 000 .50QOO 00060000 OOOう0000 o

00

二

〇〇(710310 242 10610 0000 3001000 120句O 1130000 00 00 OO 04 OUO60000 000う9000 000う0000 0

00

…

001710310: 242 10610 OOOO 3001000 12040 122UOOO 00 00 OO 06 00070000 00082000 00070000 0

00
}

00.710310 242 10610 0000 3001000.一 _.12Ω40一 211001Q. On .、00 00 0了 OQO10000 01200000 OOO90000 0

1



一

一

ω

o。
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カー ドN6 会 社
専用伝票

取 引 先 コ ー
部課担 当者 商 品 内 容 単 位 一 受 注

コ ー ド
取 引年 月 日 取引コード 伝 票 番 号 番 号

ド
コ ー ド 商 品 コ ー ド' 1 2 3 コ ー ド

数 量 兄 上 単 価 fll入 単 価
, 区 分

00 QO 710310 242
、
10610 000Q 3UO10UO 12040 222000U Uo 00 OO 09 WOO2500 01050000 00750000 0

OU 00 710310 242
.

10620 0000 3UO1000 12040 1110020 OO 00 00 02 UUO10000 00060000 OOOう0000 0

00 00 710310 242 10620 0000 3001000 12040 112000U uo OO od 03 UU100000 00089000 000700UO 0

ou 00 710310 242 10620 000U 3001000 12040 1130000 UO 00 00 04 UU150000 00065000 00050000 0

UO 00 710310 242 10620 0000 3001000 12U40 121000U Uo 00 00 05 00200000 00072000 00070000 0
.

UO OO 710310 242 10620 0000 3∪01000 12040 21101・OO QO 00 00
.

08 00235000 00123000 OO100000 0

00 00 710310 242 ▲5320 0000 3001000 12U40 1110010 UQ 00 00 01 UOOOOう00 00070000 000う0000 0

00 oo 710310 242 15320 0000 3001000 12040 2110010 00 00 00 07 鈍002000

.

010う0000 009UOOUO 0

OO 00 710310 242 15320 0000 3QO1000 12Q40 211010U UO 00 00 08 OUOO3000 OO150000 00100000

←

0

00 00 710310 242 15320 0000. 3001000 12040 222UOOO 00 00 00 09 OUOO5000 01000000 OO750000 0

TOTAL 00060

一 ・.一...

・

- -「}「

一

..一. 一 ー ー ー

ー一.A.

9
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-
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3・4 出 力 結 果

部課 コー ド
1-1 エ イギ ョウ部 ハ ンパ イ ソクシン言果

日 計 表(ウ リア ゲ)

7ユ年12月8日 PAGE-1

取引先 コLド 取 引先 名.
担当者
コード

伝 駅 専用伝
番 サ 票番号

取 引

コー ド

商 品 内 容
散 位

単

位,
売 上 単 価 仕 入 単.価

見
切.
金 額 返 品 金 額 値引金額' 付 帯 費 総 金 額 7

ンコ ー ド 品 名 1 2 3

1001010
.一.「

.一 ■

1002010
'.

1002020

.

1010000

-

=・

「

F

・

・

一.

ヨシ才力
T「-'一 マ ー'一 〕L

ヨうフ2001UOO1∪
..-

001

一一

242

.

21a2UO100 トメソデ 3000 8 15000U 100000 4う000 4うOOOト
一一 －

UOO20
炉,→一

,■.・AＬ

L

lO10U
-L「

'一.一'A

10300

.AL

－

江0うUO

江0060

no310
'

一・..

UO800

A

口00うO
.'

層L

.

江0400

一

江0810
..

A「.

1110010

」

,コ・ヤオヒ. 40000 1 65000 50000 26UOOO
.L .

P',一

一,〉

一

1120000
2110010

バカタオヒ.

フリソテ.

1000

2000

3

7

90000

1050000

70000

900000

9000
210000

'

A「 「一 ■.、 ・」「

.

ニシヤマ イリヨ勺002
-w「-,F

L...,.

ヤス ヨうビン,訓003
9

-A.A

うリミ ヨうソうテ

.

.

-

.

.

w・

.「 ・一 一.

一.一.

.

.i'.

002

AL.

004

004
'

.「

004

004
..A

.

oo4

.

004
'.

」・

L" 「
2110100

2220000
-・.L.

21a1110020

Fメンテ・

アンリンフ・ル

10000
うOOO

8

9

200000

100000.0

100000

750000

200000

500000 11η000
・→ .一

フク口才ヒ.

.

7000 2 69000 60000 48300

50000 12000 60300 ・1210000
.一....
ツム苧・ 2000 5 60000

..一

「

....2
41

←

・.1120000

1220000
w.「 ・、　

2110010

A・'・ ・.L-.

24』1110020

バカタオヒ,

ヲデ ミ

5000

5000

3

6

85000

87000

70000

70000

42う00

43500

フリソテ.

.一一 一「'「　 一..

フクOオ ヒ.

、

500 7 1500000 900000 75000 161000

100000 2 80000 60000 800000層 8σ0℃百]O「

A

.'・

一 「一 ・

.L...A

..

・

-、P.

212
..

1110020

1130000

フク口才ヒ.

:シ シ.ン

500

1000
-一 　{

70000

2

4

62000
,

60000

60000

50000

3100

6000

,

9100ト

222 1220000 6 1000 000 7000
一..

.9

222

　 }一.
2110100

}-

1130000

↓210000

ヲチ・ミ

トメンテ碗

噛

ツム宇"

10000 8 3000 000 3000 10000 .

一「「}

ニシシ.ン 10000

50000

4

5

1000

7000

000
000

10UO

3う000 36000ト
.一一吟

241
・-一

.

-

242

.

242
,A

「

1110010 ブゴ?オ ビ・ 200000 1 6う000 5000 1300000

.

一 一'..

U20000

1130000.一.一 吟」'一}－L

1210000

1220000

バカタオヒ.

ニシシ・ン
ー 一.〔-'A..

ツ6キ ⑨
,.

,チ"ミ

1うOOOO

75000

3
4
85000
60000

70000

50000

1275000

450000

25000

10000
・

5
6
65000
85000

う0000
70000

】」62500

8うOOO
一 一丁.

2110100

..一`一 一

1210000

1220000

トメ ソ テ φ 『.「

一一、一 ボ.「...T－

ツム苧"
一

チ〉.ミ
「'.、 一.一

二シシ・ン
.一 「.

・

1000

.一

10000

20000

8

5

6

.

150000

一一.-
63000

80000

100000

'一 「.'50-σσσ「

70000

1う000 326了 うoo

・.{

'-

「 「

一 一 る'
3000

160000 223000
「P

1130000
-」'一.一 一

ら...ρ

.一

「.「 、.

..

」

」

100000 4 59000

「

う0000 590000'…う石σoσ
930000

,

1.ZOOOO
.

.

1210000

」L「 一 一

ツム苧. 150000 5 62000

.一 一" 「
⇔ 了1.ruうOO

A-一 一

1■4400 鉢60uo
L

.A－一 一'

u

...・..一..一

∫uふu⊥uU

..「 「

.

一.一 一.一 」 －w

一 字 一 「 .. .

L

.

- w「w., 「 一 一.

層

.・ －L 「 L LL

.

.
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部

エ イギ ヨウ部 ハ ンパイ課

日 計 表(ウ リア ゲ)

71年12月8日
PAGE-2

取引先 コー ド 取 引先 名
担当者
コード
伝 票
番 号

専用伝諏 弓
コード

商 品 内 容・
数 量

単

位
売 上 増 倍 仕 入 単 価

.見
.切 金 額 返-品 金 額 値引金F 付 帯 費. 稔 金 額7

ン.
票番号

.

コ ー ド
'品 名

1 2 3

2010010
LL-」.一 一ー 一.

ス5杁ハ.タ
ー-w-,一 一 一

タ加1010UO310
一

2112110100 トメソテ・

.

10000 8 12500U 100000 125000 125000ト」 「

010UO、410
.」

211

一■

1210000 ツム苧・ う000 5 65000 50000 32う00
T-.一 一'.L..」..

1000UO

.

32500←一..一 .

010 LO210

「吟

22ユ 2110010 フリソテ・
・

100900 7 10000 000

「 「 「 「」 「 「 「-・

'一'
201』ro.0・ 工

噛....

「

2011002
-■

3001000

一

1Ω50

2110100 トメソテ,

'一アジ万フ, .ル }

う0000 8 2000 000 100UO 1】」OUOO ■

一 一 一.馳〔.

チエタンストア 聯

010

...

.LL,"」

030

030

'

040

A

,・

L「F「,,}

2『可 互2-2-OO百'σ 7百百000 9
.rσUO
OOO 7500UO rUOOUOOU rOOUUOOO

020肛OOO

O2'㎝〔σU7σ

W..「.■.一.一

...〆...

.一,.

10000
一 「.

11110

030noう10

040no610

040no620

15320

一

-.

.-...

24
'"肛1
10010

烈2汀116百16

ナコ.ヤ オヒ,
. '.一7

000 1
¶1-一70「σσσ

500000 旨 49000 49000

..L...

マスタ・ ストア
・.1「 「

「

L

テラハラ テ.ハ.

'・ 一.A・ ・

..

.－L "

ナコ・マオヒ,一

フク0オ ヒ・1

バカタ万 事・..ず.一".

ニシシ"ン

三シジ ン ー　〒'.
.

トメソテ・
一 ≡-一.A..

ブコ・ヤオC.

ラう口才ヒ・^

ニシシφン

ブゴ'ヤ ズピザ

フク0オCや

5シ つ.『
」

.

,コ.ヤ オヒ.
一

二シシ∨ン』ラヲ"三 『.

ブリソテ・

万 ランラ.ル

ラク0オ ビ・

バカタオcや
'一 」'「.一.甲一

;シ シ.ン
.

ツム 干.
..r_虐

トメソテ・

プコ・ヤオヒ・

ブリソテ"

トメソデ

アンサンフ.ル...一

一一

L,

.馳.'--'

.

「

.

r

'A..

-

10000

75900

1

2
A-←

3
4
4

8

"16
0000

69000
..'・ 「一一=.

89000

70000-.'"62噛σO百

150000

う0000

600000 ■

60009

う23710

「.

.

'

.一■

・

..

1110020'』-1工
120000-

1130000

兀i30000

2110100

.「

30000

29300..'・}-

40000

12300、.

'.奄'A.-

70000
50000
L-.

267000
20う100

.」LＬL....一 「 一一.一..

■一.A'..」

.「

■ 「「

.一.■

.‥'.L

「

50000
100000

248000
184500

一一 」

1488310

212
-'一 『丁"

24'2

242

「 「

..

2'42

242

一.

1110010
.一 一■L－

1110020

22オ1130000

i110010.

1110020

i130000

11ユOO10

1130000一 一.」-.

1220000

2110010

2乏 乏Oσ00

1110020

1120000
⌒A.・ ←.-.-

1130000

1210000一
2"0100

1110010

2110010

L.一.

」.一

20000.一 一'一 一.

1う000

5」00㎝ 百

一一 一

1
7

5う000-.75'borσ

'　 '50.00

50000
--r■

60000

-.-0-00 ～」

L.一,」 「-「.

110000..L.『
112500

, F.

.

.τ..一 「

"250DO.

222『500F

r"-25.00σ ド.「 「. -一 一 －A-一

』25
0000

135000
-一 一一

30000

　 .一

1

2'耳

'1

4

60000

70000
一 了'

60000

-」一 一.L・.」 －L--　

60000
59000

一一 ・.

う0000

60000

1500000

945000

-

.一・..-一.

...一

A'..一 一 一2625
00ro

-一 一 」」.. .

..

.

、A

.・」FL

50000

-'『「50σOUI

50000

『

180000

5σowσOO

3う4000

.‥L.」

一.

う0000
60000

一 ー 一.一 一一

■'「 一 ー

70000

10000
-・.・ 一 一一

2う00

...1'0σ0'
0』^2.

100000
...A－

・..

6
7

亨

3

70000

90000
...　 T

750000

-'
5「OOO.0

70000

う74000

1200000-・ 「.『
262500

一-「

一 一

一 ・.

AA.'」 一.'

.

一.「..

82000
1200000
} 「 一 ・'一

....「..

「-

26go500

.・ 〕 」...

A－

一

1050000

…
600.0『0-

89000
・←一一 ー 一.一.

65000

72000
'L.「-一 ‥ ←}一

123000

'70σO百

10う0000

　
6'OUOO

890000
1う0000

200000
.-...

235000

5σσ
2000

4

.〉

}'50000

70000
「..-.一}..　 -

100000

50'0.OO.

900000

←

-

97う000
1440000
〒.2690緬 「 「-一一.

一一'一 ・....

'62』5.55.σ0 ..」

8

1

7

'』'35σ0

210000

「 「 「- A二 ⊥一 一 「-.一 ←

「 　 .

「

F

」.

「.

L-L

2110100

2220000
-T「 「

'.

.-

3000

5000

一－L

8

9

・一 」...‥ 「

150000

100000Q
.-

100000

750000

.

4うOOO

う00000

「

-.一 一

. .

「.一

「."...L.L

-..「

・ 一

ー 一

"

..

83866810 380000113う000 0 83351810

祷善

・

91037310 49440〔U81000 0 90361910

「

骨 祈 祷

,.「 一. '

91037310
-.一. 一 「

.

49440α 匡81000.一.

・

0
A一

90361910
.　 「一 ・.一 一 回 一 一.

、
、 φ

'
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部課 コー ド
1-1 土イギ ョウ部 ハ ンパ イ ソクシ ン課

売 上 実績 表(タ ン トウ シャベ ツ

71年12月8日

ニ ツボウ)

PAGE-1

担 当 者

コ ー ド
担 当 者'名

本 日 呉 汁 売 上 粗 利 益
総売 上 金額 返 品 金 甑■一 値 引 金 額 純 売上 金 額

」 粗 利 益..額 総 売上 金 額 返 品 金 額 値 引 金 額 純売 上 金 額 粗 利 益 額 目標 肝
.

達 成 率.目 標 額 達 成率

11001
「-

11002
L‥

11003

11004

・

11005

.

F

ρ

ヒダ カ リヨウシ・
一ー

ヨシ才力 トオ}レ

ヤス カス:ト シ

ニシヤマ フ計

うサミ ハシ・メ
・

骨

吟

r-

」

11790UU
--」.-

161000
A

800000

5030500

0

了17UうUU

,.A

-「.■.

今5000

60300

0

9100

0

U4400

L←9「L.

-.LF」 」

0

0
PA

O

46000

0
.

46000

..

」

馳-

'

1134009 .

100700
LL

800000

4975400
.

O

了叫 ρ10U

-－L.・..「.ぶ 「..「

一 ・

」、 「

・L

・L.・L

302000
「

37700

200000

1813400

u

「 、

「「 「 「...-'「

-.■r

.〉.一 一-一

...ボ 「.・

一一.L.・ 一.'一

23531001L1674コ 」000

14う000
.》A-

820600
-'.'・

200

9600

10009100「・

10984500
A.

.

.「L「 　

-－LF.w-一 」■A.

.・.}一.

200
.「

300
A.「-L-

400

67000..

536000

.(塾 ≧§.go

2501100

90400α1う000
-_一_一 一 一_

375400

一..

2300

4.6
.T....

10.8

うOO..一.-

20

18.0
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3.6リ モー ト ・バ ッチ方 式 の 問題 点

リモー ト ・バ ッチ方 式 を利 用 す る上 で の 問題 点 としては,以 下 に述 べ る こ と

が挙 げ られ る。

○ 磁 気 テ ー プの使 用 は,機 器 の 指 定,ラ ベ ル のチ ェ ソクな どの点 か らみて

不可 能 で あ る。

ODISCフ ァイル を使 用 す る場 合,必 要 とす る機 番 がONに な って い な

い と,セ ンタ ー側 の コ ンソール にそ の 旨出 力 され てJOBは そ こで 停止 す

る。 また,必 要 な フ ァイルが 見 つ か らな い場 合 は,JOBは 打 切 られ 出力

状 態 にな る。

OD－ 端 末 を使 用 して い る時 にR-JOBを 走 らせ た場 合,D－ 端 末 の フ.

ログ ラム ・サ イズが小 さ く,R-JOBが コ ァ内 に入 る余 地 が あ る場 合 の

開始 か ら終 りまで に要す る時 間は,R-JOB単 独 で流 した時 と大 差 ない

が,D－ 端 末 の プ ログ ラ ム ・サ イ ズが 大 き く,R-JOBが コ アに入 るゆ

と りが な い場 合 は,ROLIN,ROLOUTが 行 なわ れ るのでD－ 端 末 の使

用 台数 に もよ るが,時 間はR-JOB単 独 で 流 した時 間の 倍,あ るい は そ

れ 以上 かか る。

○ オ ペ レ ー シ ・ン ・ミスをおか して,割 込 み不 可 能 にな った場 合,あ るいは

コ マ ン ドを入力 して も受 付 な い場 合は ,R－ 端 末 を一 度HALT状 態 に し

て,CLEAR,REQUEST,RUNの 順 で 釦 を押 す か,あ るい は 回線 制

御 プ ログ ラム(ASA)を 読 まtt －れ ば 割込 み可能 な状 態 に な る。

OR－ 端 末 側 か らでは,JOBの 状態 を認 知 す るこ とが不 可 能 で あ る。 従

って,実 行 中 のJOBの 進 行 状 態 が わ か らな い。

OJOB実 行 中 に割 込可 能 な コ マ ン ドが ない ので,JOB入 力 の 際 にあ や

ま って必 要 な フ ァイル をDELETEす る様 な カー ドを入 れ て し ま った場 合,

R－ 端 末 側 か らは,KILLコ マ ン ドの使 用 が不可能 で あ るか ら,JOB

が 実 行 され た場 合 は フ ァイル は消 去 され て しま う。従 って,カ ー ドは 入 力
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前 に よ く調べ て お か な けれ ば な らない。

ODISPLAY命 令は,セ ンタ ー側 の コ ン ソー)レに出力 され るの で,使 用

して も役 に立 た な い。

OHARD的 な面 では,ラ イ ンプ リン ター,及 び,カ ー ド リー ダー の速 度

が 遅 く,用 紙 の セ ッ トはJOBが 一 つ終 る毎 にや りな お さね ば な らな い。 w

'

●
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4. 応 用 実 験

姿

4.1概 要

調 査 にお い てす で に述べ た よ うに,遠 隔情 報 処理 シ ステ ム と し てTSSを 採

用 した主 な 目的 と して次 の 二 つ が挙 げ られ た。

○ タ ー ン ・ア ラ ウ ン ド ・タ イム の短 縮化

○ コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムの効 率 化

この二 つ の 目的 に っい て,当 セ ンタ ーのFACOM230-60に よ る遠 隔 情報

処 理 シス テ ム につ い ての現 状 把 握(リ モー ト ・バ ッチ処 理 を中 心 に して)す る

こ とによ り,問 題 点 を究 明 す るた め に応 用 実験 を行 な った。

な お,応 用実 験 は リモー ト ・バ ッチ処 理 用端 末 機一 台,デ マ ン ド処 理 用 端 末

機五 台 を用い て行 な った。

4.2ハ ー ドウ エア

応 用 実験 に使 用 した ハ ー ドウエ アの 機 器構 成 は63頁 に示 した図 一10と 同

一 で あ る。

1)端 末 機 名 と通信 回線速 度
●

ジ 。ブの種 別 端末機名 通信回線速度

リ モ ー ト ・バ ッ チ ・ ジ ョ ブ JID 1,200BPS

デ マ ン ド ・ ジ ョ ブ

JIA 200BPS

JIB 200BPS

JIE 1,200BPS

JIF 50BPS

JIG 50BPS
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4.3ソ フ トウ エア 構 成

当 セ ンター で使 用 す るF230-60M6NIToRvのTssモ ニタ の詳 細

を述べ る。

1)MONITORデ バ イス

2)処 理 プ ログ ラム フ ァイル

3)ジ ョブ制 御 表 フ ァイル

4)SYSINデ ー タ フ ァイル

5)エ ラー メ ッセ ー ジフ ァイル

6)ジ ョブ制御 マ ク ロ フ ァイル

7)シ ステ ム カ タ ログ フ ァイル

8)ROLLOUTフ ァイル

9)SYSINCR

10)SYSOUTLP

!1)寸 借 フ ァイル

12)共 用 フ ァイル

13)FD文 で ス ペ ー ス量 を省 い た

時 の標 準 値

14)CPU占 有 時 間

15)CORE占 有 時 間

16)SYSOUT打 切 り行 数

17)SYSOUT打 切 り真 数

18)端 末出 力打 切 り行 数

19)最 大CORE使 用量

20)エ ラー ロギ ング フ ァイル

A.002

B.000

A.001(64TRK)

B.002,B.003(40TRK×2)

A.002

B.000,A.002

A.007

B.001(100CYL),A.001

(1CYL)

E.220(AUTOMOUNT)

E.230(AUTOMOUNT)

B.002,B.003

B.004,B.005

1次40TRK,2次40TRK

5分

60分

10,000行

200頁

1,000行

65KW

A.002
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21) COREDUMP

(DUMP

S.DUMPHEAD

ア ドレ ス 132052(SYSSTOP)

プ ロ グ ラ ム ス タ ー トア ド レス)

(ダ ンプ開始 ア ドレス)

S.DUMPTAIL

132162

(ダ ンプ終 了 ア ドレ ス)

S.SYSDOWN

22)WORKフ ァ イ ル

132163

23)持 込 み フ ァイ ル

120355

B.002,B.003

B.006(F471K)

4.4ユ ー ザー ズ ・プ ログ ラ ムに っい て

応 用 実 験 を行 な うた めのユーザーズ ・プ ログ ラム として次 の二 つ を用 意 した。

○ 標 準 販 売管 理 シス テ ム

OWTUプ ログ ラム

1)標 準 販 売 管 理 シス テ ム

標 準 販 売 管 理 シ ステ ムは前 述 の プ ログ ラムで あ り,応 用 実験 にお い て は リ

モ ー ト ・バ ッチ処 理 で行 な った もので あ る。

なお,応 用 実験 に用 い た プ ログ ラム名 とプ ログ ラム ・サ イズ は次 の 通 りで

あ る。

EXEC20

SORTl

EXEC22

SORT2

EXEC24

SORT3

EXEC26

SORT4

4,360

35,696

4,896

35,696

5,916

35,696

4,784

35,696

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

ド

一

一

ー

ー

ー

ー

一

一

ワ

ワ

ワ

ワ

ワ

ワ

ワ

ワ
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EXEC326,696ワ ー ド

2)WTUプ ログ ラム

WTUプ ログ ラ ムは デ マ ン ド処 理 に用 い るプ ログ ラ ムで,そ の 内容 は コ ン

ビ。ユ一 夕内の 経過 時 刻 をWTU(WRITETOUSER)マ ク ロに よ りデ マ

ン ド端 末機 に次 々 と出力 す る プ ログ ラ ムで あ る。 なお,こ の プ ログ ラムは 単

に プ ログ ラム ・サ イズの み 異 な る二 つ の プ ログ ラ ム を用 意 し た。 そ の プ ログ

ラ ム名 とプ ロ グ ラム ・サ イ ズは次 の 通 りで あ る。

WTU11,390ワ ー ド

WTU1515,390ワ ー ド

4.5実 験 方 法

応 用 実 験 は ユ ー ザー ズ ・プ ログ ラム と端 末 機 と を次 表 の よ うに組 み 合 せ て行

な った。

実 験

番 号

デ マ ン ド ・ ジ ョ ブ リ モ ー ト

・バ ッ チ

、、

・ ジ
ョ フ

使 用 端 末 機 名
使 用

プ ログ ラム

1 使用せず 使 用せず

使 用プログラム

ll

標 準販売管理
システム

使 用端末機名
ll

JID

2 JIA

WTU1

3 JIA,JIB

4 JIA,JIB,JIG

5 JIA,JIB,JIG,JIF

6 JIA,JIB,JIG,JIF,JIE

7 JIA

WTU15

8 JIA,JIB

9 JIA,JIB,JIG

10 JIA,JIB,JIG,JIF

11 JIA,JIB,JIG,JIF,JIE

●
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な お,表 お よ び グ ラ フに おい て は デ マ ン ド端 末 機 をD－ 端 末機,リ モ ー ト ・

バ ッチ端 末機 はR－ 端 末 機 と書 く。

ふ

4.6実 験結 果

表 一1か ら表 一11は 実 験 結 果 の 前掲 各 種 出 力帖 表 よ り,リ モー ト ・バ ッチ 令

ジ 。ブにつ い て ま とめた もので あ る。

表 一12は リモー ト ・バ ッチ ・ジ ョ ブが コ ン ピ ュー タ処 理 され てい る間 に,

デ マ ン ド ・ジ 。ブが デ マ ン ド端 末機 に次 々 と経 過 時刻 を出力 した行 数 につ い て

ま とめ た もので あ る。

各種 の図 は表1か ら表12ま で の デ ー タ を基 に して 作成 した グ ラ フで あ る。

な お,表 お よび 図 にお い て使 用 してい る各種 の時 間 は次 の 如 く定 義 して使用

した。

実行 時 間 一 ユ ーザ ーズ ・プ ログ ラムが コ ン ピュー タ を実 際 に使 用 し た時 間

占有 時 間=ユ ーザ ーズ ・プ ログ ラムが 主記 憶 装 置 を占 有 した時 間

経過 時 間 一 ユ ー ザー ズ ・プ ログ ラムが 実 行 してか ら終 了 す るま で の時 間

`
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D－ 端末機未使用

 

表

時 間

JOBス テ ップ

実 施 時 間

(H)(M)(S)(MS)

実行 時間

(S)(MS)

占 有 時 間

⑦の(S)(MS)

備 考

JOB入 力 開始 00 27

1・B

イ ニ シ エ ー シ

ョ ン ・ ビ ギ ン

1・E

イ ニ シ エ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

T・B

タ ー ミ ネ ー シ

ョ ン ・ ビ ギ ン

T・E

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

,

実行時 間合計

3791

(MS)

占有 時間合計

175691

(MS)

STACK完 了 00 29 27

JOB開 始 00 30 09

EXEC

20

1・B 00 30 09 829

552 7 6181・E 00 30 12 023

T・B 00 30 19 689

T・E 00 30 22 389

1・B 00 30 22 479

SORT

1

1・E 00 30 24 488 447 32 323

T・B 00 30 56 767

T・E qo 30 58 921

1・B 00 30 59 068

EXEC

22

1・E 00 31 00 327 232 6 143

T・B 00 31 06 518

T・E 00 31 07 802

1・B 00 31 07 951・

SORT

2

1・E 00 31 09 744 448 34 780

T・B 00 31 44 457

T・E 00 31 46 630

1・B 00 31 46 753

EXEC

24

1・E 00 31 48 100 221 6 061

T`B 00 31 54 208

T・E 00 31 55 519

1・B 00 31 55 636

SORT

3

1・E 00 31 57 863 446 34 044

T・B 00 32 31 858

T・E 00 32 34 065

1・B 00 32 34 175

EXEC

26

>

1・E 00 32 35 626 207 5 771

T・B 00 32 41 446

T・E 00 32 42 701

1・B 00 32 42 826

SORT

4

1・E 00 32 45 127 456 34 329

T・B 00 33 19 382

T・E 00 33 21 706

1・B 00。 33 21 816

EXEC

32

1・E 00 33 23 187 773 14 622

T・B 00 3・3 37 858

T・E 00 33 40 590

JOB終 了 00 33 41

出 力 開 始 00 33

出 力 終 了 00 38
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表 一2

D－ 端 末機 一1台,DEMAND PROGRAM=WTU1

時 間

JOBス テ ソプ

実 施 時 間

(H)0の(S)(MS)

実行時間

(S)(MS)

占 有 時 間

①の(S)(MS)
備 考

JOB入 力 開始 21 32

1・B

イ ニ シ エ ー シ

ョ ン ・ビ ギ ン

1・E

イ ニ シ エ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

T・B

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・ビギ ン

T・E

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

実 行 時 間 合 計

3810

(MS)

占 有 時 間 合 計

174551

(MS)

STACK完 了 21 34 37

JOB開 始 21 35 18

EXEC

20

1・B 21
'35
19 258

557 7 2471・E 21 35 21 705

T・B 21 35 28 998

T・E 21 35 31 640

1・B 21 35 31 746

SORT

1

1・E 21 35 34 036 448 32 470

T・B 21 36 06 467

T・E 21 36 08 644

1・B 21 36 08 759

EXEC

22

1・E 21 36 09 984 231 5 976

T・B 21 36 16 008

T・E 21 36 17 407

1・B 21 36 17 517

SORT

2

1・E 21 36 19 627 452 34 272

T・B 21 36 53 765

T・E 21 36 55 889

1・B 21 36 56 Ol2

EXEC

24

1・E 21 36 57 282 221 6 140

T・B 21 37 03 470

T・E 21 37 04 694

1・B 21 37 04 808

SORT

3

1・E 21 37 07 199 447

鯵

34 025

T・B 21 37 41 185

T・E 21 37 43 384

1・B 21 37 43 495

EXEC

26

1・E 21 37 44 907 206 5 894

T・B 21 37 50 850

T・E 21 37 52 345

1・B 21 37 52 471

SORT

4

1・E 21 37 54 934 472 33 906

T・B 21 38 28 731

T・E 21 38 30 843

1・B 21 38 30 994

EXEC

32

1・E 21 38 32 289 776 14 621

T'・B 21 38 46 955

T・E 21 38 49 679

JOB終 了 21 38 50

出 力 開 始 21 38

出 力 終 了 21 43
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表 一3

D－ 端 末機 一2台,DEMAND PROGRAM--WTU1

時 間

JOBス テ ップ

実 施 時 間

(H)(M)(S)(MS)

実行 時間

(S)(MS)

占 有 時 間

①の(S)(MS)
備 考

JOB入 力 開始 21 51

1・B

イ ニ シエ ー シ

ョ ン ・ビ ギ ン

1・E

イ ニ シ エ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

T・B

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・ビギ ン

T・E

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

実 行 時 間 合 計

3803

(MS)
1

占有時間合計

174931

(MS)

STACK完 了 21 53 18

JOB開 始 21 54 00

EXEC

20

1・B 21 54 00 974

533 7
1

1261・E 21 54 03 592

T・B 21 54 10 763

T・E 21 54 13 318

1・B 21 54 13 430

SORT

1

1・E 21
'54
15 590 447 32 270

T・B 21 54 47 827

T・E 21 54 49 959

1・B 21 54 50 115

EXEC

22

1・E 21 54 51 304 236 6 386

T・B 21 54 57 739

T・E 21 54 59 090

1・B 21 54 59 190

SORT

2

1・E 21 55 Ol 068 450 34 152

T・B 21 55 35 171

T・E 21 55 37 205

1・B 21 55 37 370

EXEC

24

1・E 21 55 38 647 219 6 058

T・B 21 55 44 754

T・E 21 55 46 100

1・B 21 55 46 240

SORT

3

1・E 21 55 48 393 449 34 320

T・B 21 56 22 676

T・E 21 56 24 867

1・B 21 56 25 009

EXEC

26

1・E 21 56 26 382 206 5 933

T・B 21 56 32 341

T・E 21 56 33 900

1・B 21 56 34 025

SORT

4

1・E 21 56 36 252 470 33 947

T・B 21 57 10 140

T・E 21 57 12 282

1・B 21 57 12 425

EXEC

32

1・E 21 57 13 698 773 14 739

T・B 21 57 28 487

T・E 21 57 31 593

JOB終 了 21 57 32

出 力 開 始 21 57

出 力 終 了 22 02

一156一

'

●



●

'

表 一4

D－ 端 末機 一3台,DEMANDPROGRAM-WTU1

＼ 時間
JOBス テ ・プ＼

実 施 時 間

(H)◎ の(S)(MS)

実 行 時間

(S)(IMS)

占 有 時 間

Qの(S)(MS)
備 考

JOB入 力 開始 00 45

1・B

イ ニ シエ ー シ

ョ ン ・ ビギ ン

1・E

イ ニ シ エ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

T・B

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・ ビ ギ ン

T・E

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

実 行 時 間 合 計

3795

(MS)

占 有 時 間 合 計

177254

(MS)

STACK完 了 00 47 34

JOB開 始 00 48 16

EXEC

20

1・B 00 48 17 477

548 7 5451・E 00 48 19 658

T・B 00 48 27 284

T・E 00 48 29 739

SORT

1

1・B 00 48 29 829

447 32 4441・E 00 48 31 919

T・B 00 49 04 326

T・E 00 49 06 357

EXEC

22

1・B 00 49 06 512

234 6 4711・E 00 49 07 681

T・B 00 49 14 200

T・E 00 49 15 410

SORT

2

1・B 00 49 15 551

456 34 7391・E 00 49 17 278

T・B 00 49 51 974

T・E 00 49 53 753

EXEC

24

1・B 00 49 53 908

222 6 3061・E 00 49 55 164

T・B 00 50 01 519

T・E 00 50 02 789

SORT

3

1・B 00 50 02 905

442 34 5331・E 00 50 04 997

T・B 00 50 39 497

T・E 00 50 41 466

EXEC

26

1・B 00 50 41 567

213 6 3061・E 00 50 42 934

T・B 00 50 49 290

T・E 00 50 50 667

SORT

4

1・B 00 50 50 795

466 34 0441・E 00 50 53 126

T・B 00 51 27 063

T・E 00 51 29 108

EXEC

32

1・B 00 51 29 209

767 14 8661・E 00 51 30 462

T・B 00 51 45 376

T・E 00 51 48 025

JOB終 了 00 51 48

出 力 開 始 00 51

出 力 終 了 00 56
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表 5

D－ 端 末機 一4台,DEMANDPROGRAM-WTUl

＼ 時間
JOBス テ ・プ＼

実 施 時 間

(H)碩 の(S)(MS)

実行 時間

(S)(MS)

占 有 時 間

ぴの(S)(MS)
備 考

JOB入 力開始 Ol 11

1・B

イニ シ エ ー シ

ョ ン ・ビギ ン

1・E

イ ニ シエ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

T・B

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・ビギ ン

T・E

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

実 行 時 間 合 計

3789

(MS)

占 有 時 間 合 計

175382

(MS)

STACK完 了 01 13 46

JOB開 始 01 14 28

EXEC

20

1・B 01 14 28 883

554 7 577
1・E 01 14 31 554

T・B Ol 14 39 180

T・E 01 14 41 895

SORT

l

1・B or 14 42 011

443

プ

31 670
1・E Ol 14 44 197

T・B 01 15 15 810

T・E Ol 15 17 978

EXEC

22

1・B 01 15 18 130

233 6 5931・E Ol 15 19 289

T・B Ol 15 25 930

T・E 01 15 27 104

SORT

2

1・B 01 15 27 254

446 34 1671・E 01 15 29 375

T・B 01 16 03 419

T・E 01 16 05 563

EXEC

24

1・B 01 16 05 727

221 6 1851・E 01 16 06 897

T・B Ol 16 13 130

T・E 01 16 14 412

SORT

3

1・B 01 16・ 14 570

445 34 061
1・E 01 16 17 003

T・B Ol 16 51 030

T・E 01 16 53 289

EXEC

26

1・B Ol 16 53 399

208 6 1751・E 01 16 54 722

T・B 01 17 00 945

T・E Ol 17 02 171

SORT

4

1・B 01 17 02 296

471 33 7161・E 01 17 04 926

T・B 01 17 38 515

T・E 01 17 40 661

EXEC

32

1・B 01 17 40 798

768 15 238
1・E 01 17 42 161

T・B Ol 17 57 445

T・E Ol 18 00 386

JOB終 了 Ol 18 01

出 力 開 始 01 18

出 力 終 了 01 22
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表 一6

D－ 端 末機 一5台,DEMANDPROGRAM-WTUl

＼ 時間
JOBス テ ・プ＼

実 施 時 間

(1{)条 の(S)(MS)

実行 時間

(S)(MS)

占 有 時 間

0ゆ(S)(MS)

備 考

JOB入 力開始 01 24

1・B

イ ニ シエ ー シ

ョ ン ・ ビギ ン

1・E

イ ニ シエ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

T・B

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・ビギ ン

T・E

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

実 行 時 間 合 計

3843

(MS)

占 有 時 間 合 計

176766

(MS)

STACK完 了 01 26 52

JOB開 始 Ol 27 35

EXEC

20

1・B 01 27 35 761

559 7 6291・E 01 27 38 312

T・B 01 27 46 019

T・E Ol 27 48 726

SORT

1

1・B Ol 27 48 820

452 32 2021・E 01 27 51 079

T・B 01 28 23 223

T・E 01 28 25 383

EXEC

22

1・B 01 28 25 539

238 6 7151・E 01 28 26 664

T・B 01 28 33 425

T・E 01 28 34 604

SORT

2

1・B 01 28 34 792

455 34 4041・E 01 28 36 970

T・B 0ユ 29 11 287

T・E 01 29 13 475

EXEC

24

1・B 01 29 13 639

229 6 3061・E 01 29 14 929

T・B 01 29 21 285

T'E 01 29 22 611

SORT

3

1・B 01 29 22 727

447 .34 3331・E 01 29 25 144

T・B 01 29 59 433

T・E 01 30 01 777

EXEC

26

1・B 01 30 01 886

205 6 3491・E 01 30 03 237

T・B 01 30 09 634

T・E 01 30 11 035

SORT

4

1・B 01 30 11 154

474 33 5461・E 01 30 13 666

T・B 01 30 47 126

T・E 01 30 49 383

EXEC

32

1・B 01 30 49 497

784 15 2821・E 01 30 50 768

T・B 01 31 06 098

T・E 01 31 08 969

JOB終 了 01 31 09

出 力 開 始 01 31

出 力 終 了 01 36
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表 一7

D－ 端 末ue・-1台,DEMAND

＼ 時間
JOBス テ ソプ＼

実 施 時 間

(H)(M)(S)(MS)

実行 時間

(S)(MS)

占 有 時 間

0の(S)(MS)
備 考

JOB入 力開始 02 48

1・B
'イ
ニ シ エ ー シ

ョ ン ・ ビギ ン

1・E

イ ニ シエ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

T・B

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・ ビギ ン

T・E

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

実 行 時 間 合 計

3804

(MS)

占 有 時 間 合 計

174908

(MS)

STACK完 了 02 50 22

JOB開 始 02 51 02

EXEC

20

1・B 02 51 03 543

544 7 4551・E 02 51 06 037

T・B 02 51 13 5.40

T・E 02 51 16 181

SORT

1

1・B 02 51 16 293

451 32 1261・E 02 51 18 600

T・B 02 51 50 666

T・E 02 51 52 760

EXEC

22

1・B 02 51 52 877

230 6 2261・E 02 51 54 104

T・B 02 52 00 378

T・E 02 52 01 732

SORT

2

1・B 02 52 01 840

445 34 3771・E 02 52 03 995

T・B 02 52 38 240

T・E 02 52 40 441

EXEC

24

1・B 02 52 40 606

224 6 0201・E 02 52 41 966

T・B 02 52 48 034

T・E 02 52 49 291

SORT

3

1・B 02 52 49 408

447' 34 1751・E 02 52 51 783

T・B 02 53 25 896

T・E 02 53 28 211

EXEC

26

1・B 02 53 28 364

208 5 8571・E 02 53 29 825

T・B 02 53 35 730

T・E 02 53 37 218

SORT

4

1・B 02 53 37 384

467 33 7601・E 02 53 39 866

T・B 02 54 13 512

T・E 02 54 15 737

EXEC

32

1・B 02 54 15 888

778 14 9121・E 02 54 17 234

T・B 02 54 32 194

T・E 02 54 34 992

JOB終 了 02 54 35

出 力 開 始 02 54

出 力 終 了 02 59
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表 一8

D－ 端 末機一2台,DEMAND PROGRAM-WTU15

＼ 時間
JOBス テ ソプ＼

実 施 時 間

(H)(M)(S)(MS)

実行 時間

(S)(MS)

占 有 時 間

0の(S)(MS)
備 考

JOB入 力 開始 03 03

1・B

イ ニ シ エ ー シ

ョ ン ・ ビ ギ ン
,

1・E

イ ニ シ エ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

T・B

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・ ビギ ン

T・E

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

実 行 時 間 合 計

3832

(MS)

占 有 時 間 合 計

175551

(MS)

STACK完 了 03 05 22

JOB開 始 03 06 04

EXEC

20

1・B 03 06 05 458

546 7 4951・E 03 06 08 044

T・B 03 06 15 588

T・E 03 06 18 260

SORT

1

1・B 03 06 18 382

458 31 8751・E 03 06 20 645

T・B 03 06 52 465

T・E 03 06 54 630

EXEC

22

1・B 03 06 54 786

233 6 3901・E 03 06 55 902

T・ ・B 03 07 02 341

T・E 03 07 03 561

SORT

2

1・B 03 07 03 702

459 34 4581・E 03 07 05 783

T・B 03 07 40 124

T・E 03 07 42 271

EXEC

24

1・B 03 07 42 435

223 6 3081・E 03 07 43 722

T・B 03 07 50 078

T・E 03 07 51 284

SORT

3

1・B 03 07 51 433

459 34 1291・E 03 07 53
"
847

T・B 03 08 27 940

T・E 03 08 30 204

EXEC

26

1・B 03 08 30 306

205 6 3901・E 03 08 31 664

T・B 03 08 38 102

T・E 03 08 39 448

SORT

4

1・B 03 08 39 573

479 33 4721・E 03 08 42 007

T・B 03 09 15 388

T・E 03 09 17 605

EXEC

32

1・B 03 09 17 706

770 15 0341・E 03 09 18 989

T・B 03 09 34 071

T・E 03 09 36 893

JOB終 了 03 09 37

出 力 開 始 03 09

出 力 終 了 03 14
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表 一9

D－ 端 末機 一3台,DEMANDPROGRAM-WTU15

＼ 時間
JOBス テ・プ＼

実 施 時 間

(H)0の(S)(MS)

実行時間

(S)(MS)

占 有 時 間

0θ(S)(MS)
備 考

JOB入 力開始 03 18

1・B

イ ニ シ エ ー シ

ョ ン ・ビギ ン

1・E

イ ニ シ エ ー シ 、

ヨ ン ・エ ン ド

T・B

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・ビ ギ ン

T・E

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

実 行 時 間 合 計

3976

(MS)

占 有 時 間 合 計

210782

(MS)

STACK完 了 03 20 36

JOB開 始 03 21 18

EXEC

20

1・B 03 21 18 877

580 7 3311・E 03 21 21 456

T・B 03 21 28 836

T・E 03 21 31 554

SORT

1

1・B 03 21 31 667

471 40 8211・E 03 21 33 817

T・B 03 22 16 856

T・E 03 22 19 240

EXEC

22

1・B 03 22 19 355

240 6 4141・E 03 22 20 487

T・B 03 22 26 975

T・E 03 22 28 293

SORT

2

1・B 03 22 28 434

459 43 267
1・E 03 22 30 228

T・B 03 23 13 439

T・E 03 23 15 733

EXEC

24

1・B 03 23 15 856

237 6 4201・E 03 23 17 064

T・B 03 23 23 518

T'E 03 23 24 818

SORT

3

1・B 03 23 24 978

457 43 7971・E 03 23 27 130

T・B 03 24 10 883

T・E 03 24 13 26・1

EXEC

26

1・B 03 24 13 36・0

220 6 150
1・E 03 24 14 686

T・B 03 24 20 881

T・E 03 24 22 299

SORT

4

1・B 03 24 22 435

505 41 664
1・E 03 24 24 723

T・B 03 25 06 285

T・E 03 25 08 776

EXEC

32

1・B 03 25 08 877

807 14 918
1・E 03 25 10 157

T・B
・03 25 25 130

T・E 03 25 28 465

JOB終 了 03 25 29

出 力 開 始 03 25

出 力 終 了 03 30
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表 一10

D－ 端 末機 一4台,DEMAND PROGRAM-・WTU15

＼ 時間
JOBス テ ・プ＼

実 施 時 間

(H)(M)(S)(MS)

実 行時間

(S)(MS)

占 有 時 間

ぴの(S)(MS)
備 考

JOB入 力 開始 03 33

1・B

イ ニ シ エ ー シ

ョ ン ・ ビ ギ ン

1・E

イ ニ シ エ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

T・B

タ ー ミ ネ ー シ

ョ ン ・ ビ ギ ン

,

T・E

タ ー ミネーシ

ョン ・エン ド

実行時間合計

3904

(MS)

占有 時間合計

223017

(MS)

STACK完 了 03 35, 03

JOB開 始 03 35 45

EXEC

20

1・B 03 35 46 085

556 16 6471・E 03 35 48 650

T・B 03 36 05 370

T・E 03 36 08 935

SORT

1

1・B 03 36 09 023

464 39 1691・E 03 36 12 550

T・B 03 38 18 382

T・E 03 38 21 349

EXEC

22

1・B 03 38 21 496

231 12 3001・E 03 38 22 709

T・B 03 38 35 101

T・E 03 38 36 669

SORT

2

1・B 03 38 3.6 780

466 37 0671・E 03 38 38 997

T・B 03 41 02 439

T・E 03 41 06 170

EXEC

24

1・B 03 41 06 294

237 14 2461・E 03 41 07 582

T・B 03 41 21 902

T・E 03 41 23 343

SORT

3

r・B 03 41 23 471

470 34 6101・E 03 41 25 589

T・B 03 45 14 568

T・E 03 45 17 954

EXEC

26

1・B 03 45 18 115

208 13 1581・E 03 45 19 431

T・B 03 45 32 681

T・E 03 45 34 055

SORT

4

1・B 03 45 34 181

494 37 5791・E 03 45 37 626

T・B 03 48 50 066

T・E 03 48 52 588

EXEC

32

1・B 03 48 52 739

778 18 2411・E 03 48 54 104

T・B 03 49 12 440

T・E 03 49 17 234

JOB終 了 03 49 18

出 力 開 始 03 49

出 力 終 了 03 54
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表 一11

D－ 端 末機 一5台,DEMAND PROGRAM-WTU15

＼ 時間
JOBス テ ・プ＼

実 施 時 間

(H)・ 毯の(S)(MS)

実 行 時間

(S)(MS)

占 有 時 間

Qの(S)(MS)
備 考

JOB入 力 開始 04 08 .

1・B

イ ニ シ エ ー シ

ョ ン ・ ビギ ン

1・E

イ ニ シ エ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

T'B

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・ビ ギ ン

T・E

タ ー ミネ ー シ

ョ ン ・エ ン ド

実 行 時 間 合 計

3898

(MS)

占 有 時 間 合 計

179034

(MS)

STACK完 了 04 10 39

JOB開 始 04 11 36

EXEC

20

1・B 04 1'1 37 595
.

550

「

23 2261・E 04 11 40 050

T・B 04 12 39 126

T・E 04 12 44 931

SORT

l

1・B 04 ,12 45 136

477 23 1391・E 04 12 49 558

T・B 04 31 49 332

T・E 04 31 54 614

EXEC

22

1・B 04 31 54 770

239 14 0001・E 04 31 55 856

T・B 04 32 38 302

T・E 04 32 39 798

SORT

2

1・B 04 32 39 982

462 23 6441・E 04 32 43 438

T・B 05 01 23 535

T・E 05 Ol 28 702

EXEC

24

1・B 05 01 28 853

220 17 1381・E 05 01 30 337

T・B 05 02 07 965

T・E 05 02 09 409

SORT

3

1・B 05 02 09 485

472 24 9301・E 05 02『 13 747

T・B 05 26 37 594

T・E 05 26 42 507

EXEC

26

1・B 05 26 42 700

210 14 7561・E 05 26 44 110

T・B 05 27 16 980

T・E 05 27 18 544

SORT

4

1・B 05 27 18 673

494 21 2381・E 05 27 22 891

T・B 05 55 31 516

T・E 05 55 36 355

EXEC

32

1・B 05 55 36 506

774 16 9631・E 05 55 37 988

T・B 05 56 26 064

T・E 05 56 31 667

JOB終 了 05 56 32

出 力 開 始 05 56

出 力 終 了 06 01
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表 12

D－ 端末機出力行数

D－

端末機

プアイル名

D－ 端 末 機 使 用 台 数
DEMANDPROGRAM=WTU1

D－ 端 末 機 使 用 台 数

DEMANDPROGRAM-WTU15

1台 2台 3台 4台 5台 1台 2台 3台 4台 、 5台

JIA 67 67 66 67 66 67 66 67 141 815

JIB ＼ 58 60 67, 64 ＼ 59 66 138 799

JIG ＼ ＼ 61 63 58 ＼ ＼ 53 138 764

JIF ＼ ＼ ＼ 61 62 ＼ ＼ ＼ 137 767

JIE ＼ ＼ ＼ ＼ 151 ＼ ＼ ＼ ＼ 1,149

合 計 67 125 187 258 402 67 125 186 554 4,294

REMOTO

BATCH

JOB経 過 時間

条の(S)

332

0の(S)

332

0の(S)

332

Qの(S)

333

αの(S)

334

①の(S)

333

①の(S)

333

0の(S)

411

①の(S)

1333

0の(S)

10456

1分 間 当 り

仕 事 量
19 36 53 73 113 19 35 44 41 30

合 計
×60一 仕事量(小 数点第1位4捨5入)

(M×60十S)



表 一13

プ ロ グ ラ ム ・サ イ ズ よ り算 出 し た ロ ー ル ・ア ウ ト中 の プ ロ グ ラ ム 数

ジ ョ ブ ・ス テ ップ 名

WTU15使 用

そ の 他D－ 端末機使用台数

3台 4台 5台

EXEC20 0 2 3 0

SORT1 2 3 4 0

EXEC22 0 2 3
'
0

SORT2 2 3 4 0

、
EXEC24 0 2 3 0

SORT3 2 3 4 0

EXEC26 0 2 3 0

SORT4 2 3 4 0

EXEC32 0 2 3 0

、

■
■
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図 一4リ モ ー ト ・バ ッ チ ・ ジ ョ ブ の タ ー ン ・

ア ラ ウ ン ド ・ タ イ ム 変 化 図

ターン ・アラウ

ンド・タイム

D－ 端 末 機

使 用 台 数

WTU
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図 一5リ モー ト ・バ ッチ ・ジ ョブの実 行 時 間

と占有 時 間 変 化 図

D－ 端 末機

使 用台 数
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図 一6 リ モ ー ト ・バ ッチ ・ジ 。 ブ の 占 有 時 間

`

と経過時間の変化 図

110

100

一

ー ー ー ー ー ー 一 経 過 時 間

↑

1

1

1

90 -

占 有 時 間 l

I
I

l
l

80 一

l

l

l

|

70 一

|

1

(

単

l

l

位

ー

60 一

l

l

I

l

分

) 50 一

1
1

1

1

40 一

1

1
1

l

I

30 一

l

l

l

I

20 一

l

l
I

;

10 一

メ
/

!
!

=一 一‡ 一⇒ 一一‡ 一 一3
一∠=一一#二 一

!

・ 一 一、
㊥

0 lI llI `1 ` Il
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図 一7リ モ ー ト ・バ ッチ ・ジ ョブ にお け る

D－ 端 末機 使 用 台 数毎 の ジ ・ブ ・ス テ

ップ占 有 時間 変 化 図

(WTU15)
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図 一8リ モ ー ト ・バ ッチ ・ジ ョブに おけ るD－ 端 末 機 使

用 台数 毎 の ジ 。ブ ・ス テ ップ経過 時 間 変化 図

SORT2
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図 一9リ モ ー ト ・バ ッチ ・ジ 。 ブ に お け るD－ 端 末 機

使 用 台 数 毎 の 各 ジ ョ ブ ・ス テ ソプ 比 率 変 化 図

比
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図 一10 リ モ ー ト ・バ ッチ ・ジ ョ ブ に お け る ジ ョ ブ ・ス テ ッ プ

毎 の 比 率 と ロ ー ル ・ア ウ トの プ ロ グ ラ ム数 と の 関 連 図

0← ロ ー ル ・ア ウ トの プ ロ
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図 一11 リ モ ー ト ・バ ッチ ・ジ ョ ブ の 経 過 時 間 とデ マ ン ド ・ジ 。 ブ の 出 力 行 数 関 連 図
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図 一12 デ マ ン ド'ジ ・ブ にお け・る単 位 時 間当 り

の 出 力行 数

メ

∀

・
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4.7実 験 結 果 か らの 考 察

1)タ ー ン ・ア ラウ ン ド ・タ イム につ い て

リモ ー ト ・バ ッチ ・ジ 。ブ の タ ー ン ・ア ラ ウ ン ド ・タ イ ム(端 末機 よ りの

入 力 開始 か ら端末 機 へ の 出 力終 了 まで の 時 間)と デ マ ン ド ・プ ログ ラム ・サ

イズ な らび に その使 用 台数 との 関連 にっ い て グ ラ フ化 した のが 図 一4で あ る。

この 図 に よ るデ マ ン ド ・プ ロ グ ラム と してWTU15を 使 用 した デ マ ン ド端

末 機 の使 用 台数 が4台 か ら5台 にか け て タ ー ン ・ア ラウ ン ド ・タ イムは 大 き

く変 化 してい るが,他 は ほ とん ど変化 してい な い。

こ の結 果 よ り,リ モー ト ・バ ッチ ・ジ ョブの タ ー ン ・ア ラ ウ ン ド ・タ イム

は デ マ ン ド ・ジ ョブの プ ログ ラム ・サ イズ と使 用 台数 に よ り大 きな影 響 を受

け るので,リ モー ト ・バ ッチ ・ジ 。ブ と しての 適宜 業 務 の 決 定 は デ マ ン ド ・

ジ 。 ブの 利用 状 況 に よ り大 き く左 右 され る と云 え るで あ ろ う。

こ の リモー ト ・バ ッチ ・ジ ョブの タ ー ン ・ア ラ ウ ン ド ・タ イムは デ マ ン ド

・ジ ・ブの利 用状 況 に よ り大 き く変 化 す る原 因の 一 つ と して ,プ ログ ラ ムの

ロール ・ア ウ ト/イ ンを挙 げ るこ とがで き る。 この両 者 に つい て の 関連 を究

明 す るた め に次 の よ うな作 業 を行 な った。

先 ず 第一 に,リ モー ト ・バ ッチ ・ジ ョブの 実行 時 間 ,占 有 時 間,経 過 時 間

に お け るそれ ぞれ の 関連 を調 べ るた め に グ ラ フ化 した の が 図 一5
,図 一6で

あ る。

図 一5に よ る と,実 行 時 間は ほ とん ど変化 して い な い が,占 有 時 間 はデ マ

ン ド ・プ ログ ラム と してWTU15を 使 用 し たデ マ ン ド端 末 機 の使 用 台 数 が

3台 か ら5台 にか け て大 きな変 化 が表 われ て い る。 また ,図 一6に よ る と,

占有 時 間 は あ ま り変化 して い な い が,経 過 時 間は デ マ ン ド ・プ ログ ラ ム と し

てWTU15を 使 用 した デ マ ン ド端 末 機 の使 用 台 数 が3台 か ら5台 にか け て

非常 に木 きな変化が表われているのがわか る。 この結果 を更 に分析す るため

に,デ マ ン ド ・プ ログ ラム と してWTU15を 使 用 し た デ マ ン ド端 末 機 の使
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用台 数 が2台 か ら5台 まで につい て,リ モー ト ・バ ッチ ・ジ 。ブ にお け る各

ジ 。ブ ・ス テ ップの 占 有 時 間 ,経 過 時 間(ジ.ブ'ス テ ップ に おけ るイ ニ シ

エ ー シ ョン ・ビギ ンの時 間 か らター ミネ ー シ 。ン ・エ ン ドの 時 間 まで)に つ

い て グ ラ フ化 した の が図 一7,図 一8で あ る。

この二 つ の図 を比 較 して み る と,図 一7に お け る占有 時 間 は デ マ ン ド端末

機 の使 用 台 数 に よ り,ソ ー ト ・ス テ ップは増 減 し,EXEC32は 少 し増 減

し,残 りの ステ ップは 使 用 台数 が 増 す毎 に占有 時 間 も増 え てい る。

図 一8に お け る経過 時 間 は デ マ ン ド端 末 機 の使 用 台 数 が増 す毎 に どの ジ ・

ブ ・ス テ ップ も同 じか,ま たは 増 え てい る。 特 に ソー ト ・ス テ ップは 使 用 台

数 が 増 す毎 に経 過 時 間 が極 端 に増 して い く。

この両 者 の 関連 につ い て,更 に分 析 す るため に図 一9を 作成 した。 図 一9

は 占 有時 間 と経過 時 間 の比 率(占 有 時 間 ÷'経過 時 間 ×100)を グ ラ フ化 し

た もので,こ の 図 に よる とデ マ ン ド端 末機 の使 用 台数 が2台 か ら3台 にか け

て は ほ とん ど変化 して い ない が,3台 か ら5台 にか け ては大 き く変 化 してい

る。 その 変 化 もソー ト ・ス テ ップは極 端 に減 少 してい るの に対 して,EXE

C32は 使 用 台 数 が4台 か ら5台 に か け ての み減 少 して お り,残 りの ス テ ッ

プは使 用 台数 が3台 か ら4台 にか け ては 増 大 し,4台 か ら5台 にか け ては 逆

に減少 してい る。

この図 と表 一13を 基 に して,両 者 の 関 連 を み る ため に グ ラ フ化 し たの が

図 一10で あ る。 この 図 に おい て,デ マ ン ド端 末 機 を2台 使 用 した 各 ジ 。ブ

スチ ップの 比率 と ロール ・アウ トされ てい る プ ログ ラム数 が2つ あ る もの

につ い ての比 率 とを比較 して み る と,ロ ー ル ・ア ウ トされ てい る方 の比 率 は

少 しよい か,ま たは余 り変 化 して い な い こ と。 ま た,ロ ー ル ・ア ウ トされ て

い るプ ログ ラ ム数 が3つ あ る もの にっい ての 比率 を比 較 して み る と,ロ ー ル

・ア ウ トされ て い る方 の 比 率 は極 端 に減少 してい る こ とが 判 る
。 更 に4つ に

7

つ い て 比 較 して み る と,3つ の 場 合 よ り更 に極 端 に 減 少 し て い る。

上 記 の 結 果 よ り,リ モ ー ト ・バ ッチ ・ジ 。 ブの タ ー ン ・ア ラ ウ ン ド ・タ イ
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ムは実 行 中 の プ ログ ラムの ロー ル ・ア ウ ト数 に よ り,あ る一 定 数 まで は減少

また は余 り変 化せ ず,一 定 数 を越 え る と,そ の数 が増 す毎 にタ ー ン ・ア ラウ

ン ド ・タ イムは極 端 に増 加 して い くと言 え るで あ ろ う。

ま た,上 記 の結 果 は調 査 にお い て 大 きな問題 点 の 一 つ と して挙 げ られ た制

御 プ ログ ラムの縮 小 化 の必 要 性 に対 す る一 つ の裏 付 け資料 とな るで あ ろ う。

その 理 由 は ロール ・ア ウ ト/イ ン の作業 は メ イ ン ・メ モ リー の不 足 に よ って

起 るか らで あ る。

2)コ ン ピ ュー タ'シ ス テ ムの効 率 化.につ い て

コ ン ビ㌧ 一 夕 ・シ ス テ ムの効 率 化 を調べ る ため に図 一11,図 一12を 作

成 した。

図 一11は リモ ー ト ・バ ッチ ・ジ 。 ブの開 始 か ら終 了 まで の経 過 時 間 と,

そ の間 にデ マ ン ド端 末 機毎 に出 力 し た時刻 の行数 をグ ラフ化 した もので あ る。

図 一12は 図 一11の デ ータ を基 に して,デ マ ン ド ・ジ 。ブが 出力 した時

刻 の行 数 の 合計 を リモ ー ト ・バ ッチ ・ジ 。ブの経 過 時 間 で割 り,1分 間当 り

の仕 事量 を算 出 して グ ラ フ化 した もので あ る。

この二 つ の 図 よ り,デ マ ン ド ・ジ 。ブの仕 事量(合 計 出 力 行数)と 一 分 間

当 りの仕 事 量 につ いて の1順位表 を次 頁 に作 成 し た。 この表 に よ る と,両 者 の

順 位 は最 下 位 の二 つ を除 い て大 き く入 れ 代 ってい るの が判 る。 この入 れ 代 っ

た大 きな理 由 と しては オ ーバ ・ヘ ッ ド ・タ イム(特 に前 項 で 述べ た ロール ・

ア ウ ト/イ ン に要 す る時 間)の 増 大 を挙 げ るこ とが で き るで あ ろ う。 この オ

ー バ ・ヘ ッ ド ・タ イム の増 大 は
,単 に リモー ト ・バ ッチ ・ジ ・ブの タ ー ン ・

ア ラ ウ ン ド ・タ イム につ いて の み多 くの影 響 を与 え るので は な く,図 一12

に よ る と,デ マ ン ド ・ジ 。ブ にお け る単 位時 間当 りの仕 事 量 につ い て も多 く

の影 響 を与 えてい る。 こ の オ ーバ ・ヘ ッ ド ・タ イムは調 査 に お け る大 きな問

題 点 の ひ とつ と して挙 げ られ てい た が,こ の オ ー バ ・ヘ ッ ド ・タ イム の短縮

化 の 必要 性 は この応 用 実 験 に よ って も裏 付 け され た こ とに な るで あ ろ う。
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仕 事 量 1分 間当 りの仕事量

順位
D－ 端末機

使 用 台 数
使 用 プ ログ ラム名

D－ 端末機

使 用 台 数
使 用 プ ログ ラム名 順位

1 5 WTU15 5 WTU1 1

2 4, WTU15 4 WTU1 2

3 5 WTU1 3 WTU1 3

4 4 WTU1 3 WTU15 4

5 3 WTU1 4 WTU15 5

6 3 WTU15 2 WTU1 6

7 2 WTU1 2 WTU15 7

7 2 WTU15 5 WTU15 8

9 1 WTU1 1 WTU1 9

9 1 WTU15 1 WTU15 9

なお,こ の実験 で は極 端 な結 果 が 出 たが,こ こで 使 用 した デ マ ン ド処 理 の プ

ログ ラムは 出力 の み の プ ログ ラムで あ り,実 際の デ マ ン ド処 理 の 実 状 を反 映 し

てい ない 面 もあ るの で,そ の 点 を検 討 し引 きつ づ き今 後 も,い ろい ろな 角度 か

ら実 験 をつ み 重ね て ゆ く方 針 で あ る。

`

一179一



添付資料

応 用実 験 を行 な った 時 の コ ン ピ ュータ に よ る各 種 出力 帖 表 の 中 で実験 結 果 と

して必要 な出力 帖 表 の一 例(WTU15,デ マ ン ド端 末 機2台 を使 用 した もの)

を添 付す る。

1)JIDに お け る操 作卓 上へ の 出力
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3)セ ン トラル'コ ン ピ ュー タ に お け る ラ イ ン プ リ ン タ 上 へ の 出 力
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4) JIAに お け る出 力
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5)JIBに お け る出 力
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